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聴取を行っている。活動内容の改善 という点ではまだ及ばぬことがあり、先年度の問題点を繰 り返 した部分も






また国際的研究交流の実施 は当研究所の特色の一つであるが、平成5年 度か ら日独学術研究交流 として行
われて来た漆工芸品の材料、構造に関する研究の分厚い立派な研究報告書が ドイツで上梓された。因みに、日
独学術研究交流は研究課題を改めて第2期 とし、更に5ヶ年間継続することになった。日韓共同研究として行
われてきた環境汚染の文化財 に対する影響 と、その対策としての修復技術の研究は5ヶ 年の予定を終了 した
が、この研究が日韓間の研究交流 として韓国においても注目されることになり、平成12年度以降、第2期研究
交流の課題 として継続されることで実質的な合意を見た。環境汚染の文化財 に対する影響は将来的には東ア
ジア地域の問題 として各国の研究機関 と連携 して研究すべき問題であると認識 している。敦煙莫高窟の保存
のため、敦煙研究院と行 っている研究交流は平成11年度から第3期 の研究交流に入った。課題 は、修復技術に
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伝統芸能を対象に、諸芸能の史的展開 ・理念 ・構造 ・技法 ・演出に関する実際的な調査研究をすすめ、その成果を
公表 している。
2
演劇研究室 歌舞伎 ・浄瑠璃 など古典演劇の演技演出について、歴史的な考察 と現在の伝承への提言のための基礎的
な調査研究をすすめている。
音楽舞踊研究室 古典音楽 ・舞踊 ・能 ・狂言の技法、演出について伝承 と文献の両面から調査研究 をすすめている。
民俗芸能研究室 民俗芸能 ・民俗行事 を実地に調査 し、それ らの芸能史的位置づけや保存伝承に資するための基礎的
な研究を行っている。








星 野 紘(民 俗芸能)
高 桑 いつみ(日 本音楽史)
鎌 倉 恵 子(日 本近世演劇)
羽 田 艇(日 本中世演劇)
中 村 茂 子(民 俗芸能)
児 玉 竜 一(近 世演劇)
石 井 倫 子(中 世芸能)
串 田 紀代美(民 俗芸能)
(4)保存科学部
文化財の材質 ・構造やそれを取 り巻 く環境を様々な科学的方法で調べて、保存の現場や美術史、考古学など歴史研
究に役立つ研究 とその成果の公表 を行 っている。
化学研究室 古代の金属製文化財 を構成する材料の化学組成や材料産地、および絵画 ・彫刻 ・建築などに用いられた
彩色材料の歴史的変遷に関 して、各種X線 分析装置や質量分析計などを用いて研究を進めている。
物理研究室 温湿度、空気汚染などを測定 して文化財公開施設 における保存環境を評価 し、文化財の劣化 を防止する
ための研究 と、X線 、赤外線などを用いた非破壊調査手法の開発を行 っている。





























































































いるが、社会的環境の変化によって保護の必要が生 じた近代の文化遺産の保存 ・修復研究 も行っている。さらに、文
化財保護の国際協力 として、文化財修復の国際研修や在外日本古美術品の修復協力などを実施 し、国際的な責務 を果
3
たしている。
文化財は複合的な材質で製作される例が多く、以下の研究室 も、修復 に際 して主に問題 とすべき材質別に3室 とし
ているが、実際の修復上の問題に対処するためには、室をまたがって取 り組 む場合が多い。 とくに、近代の文化遺産
には、修復技術部の3研 究室だけでな く各部が連携 して担当している。
第一修復技術研究室 文化財の修復に際 して、木材、漆などの損傷や修復技術、 またそれ らを修復資材 として扱 うこ
とを主な研究課題 として取 り組んでいる。第一一研究室が研究対象とするお もな文化財には建造物や漆工芸品などが
ある。
第二修復技術研究室 文化財の修復に際 して、紙、布 またその他の天然 ・人工有機材質などの損傷や修復技術、 また
それらを修復資材 として扱 うことを三1こな問題 として取 り組んでいる。修復資材 として必要な合成樹脂 もこの室で扱
う。第二研究室が研究対象とするお もな文化財には、絵画、文書、衣装、民俗具に加えて建造物などがある。
第三修復技術研究室 文化財の修復に際 して、金属、石材 その他無機材質な どの損傷や修復技術、 またそれ らを修復










増 田 勝 彦(装 漢技術)
加 藤 寛(漆 芸技法)
川 野 邊 渉(高 分子化学)
井 口 智r
青 木 繁 夫(考 古学)
早 川 典 子(有機化学)
大 森 信 宏章
松 田 史 朗(腐 食1:学)
*平 成11年5月15日採 用
(6)情報資料部
文化財に関する研究資料の作成 ・収集 ・保管 ・閲覧等の業務を行い、さらに当研究所各部所掌の研究資料に関する
情報の統合化をはかっている。
文献資料研 究室 文化財に関する図ist.t・雑誌、調査研究活動によって収集された研究資料各種の整理 ・保管 ・閲覧を
行 っている。また、 日本 ・東洋古美術関係の文献目録の作成 とともに文献 データベースの開発を行っている。
写真資料研究室 研究用写真資料の作成 ・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧を行 うとともに、各研究者の調査活動に協力 して









































































専 門 職 員
調 査 員
客員研究員
津 田 徹 英(日 本彫刻史)
城 野 誠 治(美 術写真)
K錨 敏 子(日 本絵画史)
伊輿川 光 宏(情 報工学)
(7)国際文化財保存修復協カセンター
世界の文化財の保存 ・修復 に関する国際的な研究交流、保存事業への協力、専門家の養成、情報の収集 と活用な ど
を実施 し、文化財保護における国際的な責務 を果たしている。
企 画 室 国際協力事業の企画 ・運営、諸外国や関係機関 との連絡、調整 などの事務 を行 っている。
環境解析研究指導室 世界の文化財の保存 ・修復 に関する調査研究 を進め、
の調査 ・指導を行っている。
また国際協力事業の技術的内容について
保存計画研究指導室 国際協力の相手国の伝統材料 ・技術 を生か した形での保存 ・修復計画の立案に寄与するため、




企 画 室 長
企 画 室 長








斎 藤 英 俊(建 築史)
朽 津 信 明(地 質学)
大久保 政 博*1
河 原 脩*2
山 岸 智 幸
吉 野 貴 子
松 原 美智子
西 浦 忠 輝(材 質改良学)
松 本 修 自(建築史)
二 神 葉 子(考 古科学)
松 本 健(考 古学)
宗 田 好 史(地 域開発)
*1平 成11年6月30日転出
*2平 成11年7月1日 転入
2。 研 究 活 動






○中長期研究計画 「美術に関する基礎資料の研究 一中国日本拓本資料 ・室町時代水墨画資料 ・未公開仏教美術原典
史料一」(5年計画2年 次 ・1年次 ・1年次)
○中長期研究計画 「木彫仏像の調査研究」(5年計画1年 次)
美術部の研究調査は各時代にわたり、絵画、彫刻、工芸の各分野の作品について、作品そのもの と文献資料の両面
から実証的な研究を進めている。本年度 は、上記4テ ーマを研究の中心 に据 え、関連領域の作品を含めて、精力的に
調査、研究を行った。調査にあたっては、光学機器等を利用した科学的鑑識法を積極的に活用 している。 また、近年
におけるコンピュータ技術 の進展、普及にともない、新たなデジタル画像処理技術 をとりいれ、これ まで行ってきた
光学的作品分析の精度 を高める努力 をしている。また、美術部 では、情報資料部 と共同で研究会や協議会等を開催 し、
当研究所がこれまでに蓄積 してきた研究資料の活用を基盤 とした研究者間のネットワークづ くりをすすめ、日本にお
ける新たな美術史研究の方向性を示唆できるようにつ とめている。
(2)美術史学の今 日的な課題に関わる研究
○中長期研究計画 「日本における美術史学の成立 と展開」(5年計画3年 次)
○中長期研究計画 「美術コレクションの収集 ・展示に関する歴史的比較研究」(5年計画1年 次)
美術部ではまた、美術作品および美術に関わる諸現象を社会的な文脈の中で問い直すことによって、美術に関わる
さまざまな問題を解き明かす研究を行っている。「日本 における美術史学の成立 と展開」では、明治20年代以降、国家
の制度や機構 と密接な関係 を維持 しなが ら、日本の文化的ナショナルアイデンティティの構築に寄与 して きた美術史
学の歴史 をふ りか えることによって、美術史学の今 日的課題 と今後の可能性や展望を明確 にしつつある。「美術 コレク
ションの収集 ・展示に関す る歴史的比較研究」では、今 日の美術館や博物館において重要な機能 となっている収集 ・
展示の問題を、美術 コレクションの形成史、展示方法や鑑賞の歴史、経済的価値や美術的価値の変避、収集展示の教




べき高度な研究資料 として整理している。調査研究において も基礎資料の収集を積極的にすすめてお り、「日本近代美
術の発展に関する明治後期か ら昭和初期の基礎資料集成」では、大正期を中心に各美術団体の展覧会出品目録を収集
調査 し、 これをもとに同時代の美術界の動向を総合的に分析、研究するとともに、その研究成果 としてr大 正期美術
展覧会出品 目録』(仮称)刊 行の準備をすすめた。
(4)研究成果の公表
調査研究の結果は、機関誌 「美術研究」(昭和7年 創刊)やその他の学会誌に発表 し、研究報告書 も随時刊行 してい
る。また現代美術 の動向に関する資料の収集 と研究の成果は、毎年、「日本美術年鑑』(昭和11年創刊)と して刊行し
6
ている。さ らに、情報資料部 と共同で、毎年1回 、公開学術講座 を開催 し、研究成果の一部を一般に公開 している。
(5)所蔵作晶ならびに研究情報の公開
美術部は黒田清輝 の遺産に基づいて創立 された美術研究所を前身とする。現在 も黒田清輝の作品やその他関連資料
を保管 しており、毎週一回(木曜午後)、黒田記念室(本館二階)においてそれ らを公開し、さらに昭和52年以降、毎





念、構造、技法、演出な どに関する基礎研究を行 うと同時に、無形文化財 ・無形民俗文化財の指定、選択等の行政に
対応すべく、諸芸能 の現状 を把握 し、保存 と継承のあるべき姿を追究するよう努めている。研究の成果 は、刊行物(『芸
能の科学』r音盤 目録』『日本舞踊譜』)、夏期学術講座、公開学術講座、民俗芸能研究協議会などによって公表 してき
た。
また芸能部では各種芸能の技法を、録音 ・録画 ・スチール写真などの形で記録することを、重要な業務 としてきた。
現地での実況記録ばか りでな く、実技者を当研究所 に招 き、部員の企画のもとに特別 に演技や演奏を依頼 して、芸能
部 の舞台や録音室で行った記録 も多い。演 じた瞬間に消え去 るのが宿命である芸能では、これらの記録はきわめて貴
重 で、研究資料 として部員および所外の研究者の利用にも供 している。 さらに、求めに応 じて書籍、視聴覚メディア
な ど、各種刊行物に掲載 され、あるいは収録された記録 もある。 とくに東大寺修二会の調査をはじめ とす る寺事(寺
院行事 ・寺院芸能)の 研究は、当芸能部が先鞭 をつけた分野であり、その成果の一部であるレコー ド 「東大寺修二会
観音悔過(お水取 り)」は、1971(昭和46)年度芸術祭優秀賞 を受賞 している。技法の記録は、今後 も引き続いて行い
たいと考えている。
芸能部は、演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室によって構成 されている。 日本の伝統芸能は、多
くの種 目が演劇 ・音楽・舞踊の要素を併せ持 っているので、錯綜 した諸芸能の相互交流の様相を明 らかにするために、
広い視野か ら課題 を設定することを心がけている。
○中長期研究計画 「無形文化財 ・無形民俗文化財の伝承に関する研究」(5年計画2年 次)
後継者不足、時代感覚の変化に伴 う変質など、古典芸能や民俗芸能 には様々な問題が山積 している。そのような芸
能の実態に即 して個々の調査を行い、芸能の伝承のあり方について考察するものである。
演劇研究室では、衰退の危機に瀕している上方歌舞伎の変遷についての調査 を行い、その一部を 『芸能の科学』28
に公表 した。また小道具類の製作 ・修理の実体 に関する調査にも着手 した。
民俗芸能研究室で は、盆踊 りの調査を通 じて、芸能が行われる場所(舞 台)の 変容についての考察 を行 った。 また
能楽 とは別系統の 「翁」 に関する調査研究 を行 い、その成果を 『芸能の科学』28に公表 した。さらに学校教育 と民俗
芸能をテーマに研究協議会を開催 した。
○ 中長期研究計面 「翁の技法集成」(7年計画6年 次)
「翁」は、現在、能楽師が伝承 し上演する演目の中では最 も古い芸態を残 している。その技法の全容 を捉え、全役籍






能楽 に至る楽器の変遷過程 を明 らかにする。
② 「新史料翻刻による花祭 りの芸能史的位置づけ」(中村)
文部省科学研究費補助金による研究。新発見の史料 を翻刻し、江戸時代に中断 した大神楽の芸態が花祭 りへ定
着 した過程を考察するものである。
保存科学部
保存科学部は文化財の材質 ・構造 ・技法及び劣化機構に関す る研究を行 うとともに、文化財のおかれ ている保存環
境の研究 も行っている。またそれらの研究 を基に、文化財保存の現場に生かせる技術開発を行 っている。すなわち文
化財の産地推定など自然科学的手法による歴史的研究 と、文化財保存のための科学的研究を軸 としている。化学研究
室は青銅や鉄などの金属製文化財を中心に、各種の分析装置を用いて材料 ・錆の組成や原料産地な どを明らかにする
研究 を行 い、物理研究室は温湿度 ・空気汚染などを測定して、文化財公開施設における保存環境 を評価 し、文化財の
劣化 を防止する研究 と、X線 ・赤外線などを用いた非破壊検査手法の開発 を行っている。 また生物研究室は生物が原
因 となった文化財の劣化機構を調べ、防除のための研究を行っている。
研究テーマの設定 に当た っては、①行政施第面からの必要性、②学問分野 における先端性 と発展性、③博物館など
保存現場からの要望などを考慮 し、化学、物理、生物の研究室 ごとに中長期の研究テーマを設定 して研究を進めてい
る。
○中長期研究計画 「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
行政施策 と保存現場からの強い要望に基づいた研究 として、物理研究室を中心 とした 「文化財施設の保存(収 蔵展
示)環 境 の研究」がある。 この研究は国指定文化財の公開(文 化財保護法第53条)に関わる研究 として文化庁美術工
芸課 と密接な連絡 を取 りながら進めているもので、 これまでに室内汚染物質の問題、美術館用免震装置の問題 、ハロ
ンに代わる消火剤の問題などを取 り上げてきた。当初は一般研究費を利用 して研究を行っていたが、1995年度(平 成
7年度)か ら特別研究(現 在、調査研究等特別推進経費)と して予算措置 された。
○中長期研究計画 「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」
オゾン層破壊防止のために行政上の緊急性 を持って実施 されている中長期研究が、生物研究室を中心にした 「無公
害な文化財生物劣化防除法の研究」である。1997年のモン トリオール議定書締約国会議で、2005年に先進国では臭化
メチルの使用を全廃することにな り、1999年1)」からは使月撮 の25%削減が始 まった。臭化メチルは文化財の殺虫燃蒸
に広 く利用されている薬剤であるため、文化財の保存に関する研究部を持った唯一の国立研究機関 として、臭化メチ
ルに代わ る薬剤や代替法について文化財材質や人間の健康への影響 も考慮 し、関係機関 と連絡 を取 りなが ら研究を
行っている。 この研究 も当初は一般研究費を川いて行っていたが、1997年度(平成9年度)か ら特別研究(現在、調査
研究等特別推進経費)と して措置された。 さらに1998年度からは関連 した研究が文部省科学研究費補助金を用 いて実
施されている。
○中長期研究計画 「古代東アジアにおける17鋼鰻品の変遷 に関する研究」
国際的な学問の広が りと先端性を持って進められている中長期研究が、化学研究室 をt#t心にした 「占代東アジアに
おける青銅製品の変遷に関する研究1である。この研究では日本国内のi'i銅試料1こ関す る研究だけでな く、過去 に行っ
たアメリカ、ス ミソニアン研究機構 との共同研究をさらに発展 させて、中llミ1の社会科学院 と共同で古代中国青銅器に
関する研究(文 部省科学研究費補助金 ・基盤研究)を 進めている。
○そ の 他
この他、中長期研究計画 として ヒがっていない軍要な研究 として 「文化財保護に関する日独学術交流」に基づいた、
彩色文化財の保存に関する研究をあげることができる。この研究は文部省科学研究費補助金(国際学術)に より「漆・
ニス等伝統的天然樹脂塗膜の劣化 と保存 に関する研究」(1993～95年度)、「文化財の微量試料分析法の開発」(1996～98
年度)と 、主に輸出漆器の保存に関 して、修復技術部及び外部の研究者 と物理研究室を中心に行ってきた。研究を通
じて得 られた成果だけでな く、多くの国々の研究者同士の密接なつなが りが、在外日本古美術品保存修復協力事業に
現在大 きく寄与 している。1999年度からは「彩色文化財の材料 と技法に関する科学的研究」(1999～2001年度)と して
新たな共同研究が実施 されている。
修復技術部
修復技術部は、伝統的修復材料および技法の解明 と、新たな修復材料 ・技術の開発を大 きな柱 として研究を行って
いる。文化財修復の現場から生起 して くる技術的問題に答える形で研究テーマを設定し、短期間に研究成果を現場に
還元する事が多い。
近年、文化財 を取 り巻 く社会的環境の急激な変化に伴 って、文化財保存の現場が拡大 してきている。即 ち、1)文化
財の積極的な活用に耐え得 る保存 ・修復技術 の開発、2)新たな保護対象である近代の文化遺産などの保存 ・修復の概
念 と技術の開発、3)環境悪化 による文化財への影響の評価 と対策などが強 く求められるようになった。
従来の保存 ・修復技術に加 え、さらに過酷な条件下で文化財の維持を可能にする技術、近代の文化遺産ではこれま
で対象 としてこなかったゴムやコンクリー ト等の材質や大規模 な構造物 に対応で きる技術、従来見られなかった もの
の、環境悪化の影響で顕著になった劣化状況に対応で きる技術が、それぞれ必要になってきた。
これに加えて、世界文化遺産登録にな どに見られるような文化財分野での国際協力が進行す るにつれ、世界各国か
ら文化財の保存 ・修復への援助や研修の要請 も増大の一途をたどっている。その多 くは、現地の特殊事情 を勘案 した
保存 ・修復技術の開発 ・研究が必要であ り、現地指導 も含めて当部の業務の大きな部分 を占めている。
以上のような状況か ら、修復技術部では以下に述べるような研究テーマを設定 して研究を実施 している。
○中長期研究計画 「文化財における環境汚染の影響 と保存修復法の開発研究」




に適用され、 また処置後の経年変化観察 にも生かされている。平時 における種々要因の変動な どについて一通 り測定
したので、今年度末に両地点における測定は終了する。
臼杵磨崖仏では、水の存在に関係 した劣化が多 く観察 され、岩体からの湧水量や含水率の変動な どの測定、強化剤、
擾水剤、水分調整剤の施工状態や耐性、物性 などについて現地テス トを行っている。
日光地区では、世界文化遺産登録に伴 う環境モニタ リングとして、将来の環境悪化を早期かつ的確に捉える、広範















金属文化財の修復方法の研究では、海中か ら回収 された船舶用エ ンジンを屋外に公開展示するために保存修復方法
の開発を行った。
航空機や鉄道車両、船舶、など交通機関の多くが、その規模の大 きさと素材の多様性、異質の材料 を同時に処理し






焼き付 け漆の技法は、古 くから建築金具や金属工芸品の防錆あるいは下地作 りとして行われてきた。現在伝承 され
ている焼 き付け漆技法の実態を明らかにし、文化財保存技術の観点から、技法を確立することを目的としている。
平成9年 度までは、焼 き付け漆の塗膜 としての物性に視点を置いた研究 を行い、加熱温度 ・時間による差異に注目







めているが、従来 この分野の研究は国内でも十分に行われておらず、詳しい調査 もできていない。「在外 日本古美術品
修復協力事業」の対象 として、近世輸出工芸品が日本に来る機会 を捉え、その破損部分から制作技法を調査分析 して







タベースの一環 として、X線 写真のデータベースを作成 している。
情報資料部
情報資料部は、前身 となる美術部資料室が行ってきた美術に関する研究資料の作成 ・収集 ・保管 ・閲覧等の業務を
拡大発展させるとともに、当研究所における5部 およびセンターの活動に関わる研究資料の情報の統合化を図ること
を研究活動の目的 としている。当部はこれらの研究資料 を広 く内外研究者の利川に供 し、文化財に関する研究資料セ
ンター としての役割を果たしてきている。
近年の学術情報の増大化 と多様化にともない、 これらの現況に対応できる資料の効率的活用 を図ることが新たな課
題 となっている。当部では、こうした課題に取 り組むため、コンピューターを導入し、研究データの生産 ・蓄積 ・活
用を一貫 したシステムのもとで行 う体制を整えてきた。また、逐次、所蔵研究資料のデータ化を進め、その活用の質
的向上を図るとともに、出版物とインターネットのホームページ等を通じて研究資料の公開に努めている。 また、客
員研究員や外部か ら招へいした研究者 を交えた研究会や協議会を開催 し、文化財に関する研究情報の共有化について
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も提言を行っている。
当部では長期研究計画 として 「美術情報処理 システムの研究一データの共有化 を中心 として一」(1989～2000)、中
期研究計画 として「文化財に関する研究文献情報の活用」(1999～2004)、ならびに、「デジタル画像情報の多重化 に関
する研究」(1999～2004)の、3つ の柱を中心にして研究を行っている。
長期研究計画は当部 の研究活動の中核 に位置づけられる研究で、将来の文化財研究情報の共有化 をめ ぐる環境の変
化 を視野に入れ、逐次、システムの整備 と強化 を図ることを目的としている。 また、2000(平成12)年度の新営に際
して導入 されるコンピュータ ・システムの再構築作業 を進めている。
2っの中期研究計画は長期研究計画にしたがい、情報資料部を構成する文献資料研究室 と写真資料研究室がそれぞ
れ中心 となって行 っている。
文献資料研究室 は、文化財に関する図書 ・雑誌、調査研究活動 によって収集 された各種研究資料の整理 ・保管 ・閲
覧を行 うとともに、日本 ・東洋古美術関係の文献目録の作成 と文献データベースの開発 を行 っている。各年 ごとの文
献 目録は 旧 本美術年鑑』(美術部)に 掲載 し、 これを一定期間 ごとに総合 ・増補 した 『日本 ・東洋古美術文献目録』
を刊行 している。
写真資料研究室 は、美術工芸品を中心 とした研究用史料写真の作成 ・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧を行 うとともに、当
研究所の調査研究活動にかかわるのさまざまな写真撮影 を行い、資料の充実につ とめている。また、美術研究所の創




文化財は人類共有の遺産であ り、国家、民族 を越 えて、その保存 ・修復に当たらなければならず、そのためには国
際協力が不可欠である。 この意味で、多くの文化財 を有 し、文化財保護のための体制が整い、研究、技術の進んでい
る我が国が果たす役割はますます増大 し、世界各国からの協力要請も年々増加 している。
国際文化財保存修復協力センターは、世界各国の文化財の保存 ・修復に関する国際的な研究交流、保存修復事業へ
の協力、専門家の養成、情報の収集 と活用等を実施 し、文化財保護における国際的な責務を果たすことを目的 として、
平成7年4月 に、従来の国際文化財保存修復協力室 を拡充 し発足した。現在では研究所内のみならず、国内 ・国外の





連絡調整、調査業務などを行っている。 また、国際交流事業を中心 とした事業に関する広報活動 を行 っている。
国際文化財保存修復協力センターは、以下の項 目を中長期研究計画 として研究を実施 している。
○ 「世界、特にアジア諸国における文化財保存に関する情報の収集と提供」




○ 「麗外石(レ ンガ)造 文化財の劣化と保存修復 に関する調査研究 【国内】」
屋外の石(レ ンガ)造 文化財の保存は最 も重要な課題の一つである。本研究は、屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化
原因、過程 を地質学、岩石 ・鉱物学、水理学的 に検討するとともに、気象環境 と劣化現象との因果関係を考察し、 さ
らには、実際の保存修復処置についての実験ならびに応用研究を行って、保存修復対策 についての基礎的データを集
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積 し、石造ならびにレンガ造文化財の保存技術 を向上 させ ることによって、世界各国の文化財の保存に貢献すること
を目的とする。
○ 「屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化 と保存修復に関する綱査研究 【海外】」
建造物、遺跡等の屋外石(レ ンガ)造 文化財は世界の主要な文化財であるが、その多 くが現在崩壊の危機に瀕 して
お り、保存対策の策定が急務である。本研究は、タイ、パキスタン等において海外の屋外文化財の劣化原因、過程 を







2.研 究 一 覧
中長期研究計画一覧
当研究所における研究活動は、中長期研究計画に基づいて進められている。 これは組織 としての研究活動の方向性























屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化 と保存修復に関する調査研究[国 内]









































































基 盤 研 究(C)極 楽浄土を表象するモチーフとしての迦陵頻伽の諸相 とその文化的特質















新史料翻刻による花祭 りの1.能史的位置づけ 一大神楽から花祭 りへ
〃 石造、













日本 におけ る美術史学の成立 と展開
(5年計画の第3年次)
目 的
西洋近代の学を範 として明治20年前後にはじまった 日本の美術史学は、近代国家 として西洋に認知 されようとする
国情 を背景 として、国家的制度や機構 と密接な関係を維持 し、口本の文化的ナショナルアイデンティティの構築に寄
与 して きた。今日、一般的に用いられる美術史の言葉や思考が、 こうした美術史学の歴史のなかで形成 されてきたこ
とは、美術史研究者が広 く認識すべき問題 となっている。
本研究はこのような問題意識 にたち、明治以来の美術史学の歴史を振 り返 ることを通 じて、美術史学の今日的な課
題 と可能性 を問い直すことを目的 とする。
成 果
本研究 は美術 に関する言説の歴史を振 り返ることにもつながるため、基礎 となる資料の収集 とその整理が必要 とな
る。今年度は、明治初期の博物館 ・博覧会行政にたず さわ った田中芳男、納富介次郎 について資料を収集するととも
に、1900年パ リ万博に際 し、日本の美術 をはじめ文化・歴史全般 を紹介すべく人見一太郎が仏語で著 した"Dai・Nippon"
等、明治期の海外博覧会に関する出版資料 を購入した。
また、日本において 「美術」という外来の概念の確立以前 に制作 された物品が、「美術」として位置づ けられる過程
を明 らかにするため、明治期博覧会等に出品された 「古美術品」の出品目録 に注目し、北信越、関西、四国地方で開
催 された明治期博覧会についての現地調査を行 った。
本研究 に関わ る研究会 としては、美術 ・美術史学の制度 をめ ぐる問題 についてより多角的に検討すべ く、 とくに工
芸 ・書道の分野をめ ぐって研究者を招へい し、研究会 と総合討議を行った。
研究組織
○田中 淳、宮島 新一、中野 照男、山梨絵美子、岡田 健、塩谷 純(以 上、美術部)、





日本には、長い歴史の中で もたらされた中国や朝鮮、欧米の美術品が数多 くあるが、一部の作品を除いては、 日本
にもた らされた経緯など、具体的な状況について明らかにされていないことが多い。 またそれ らが日本でどのように
受け入れ られてきたかを時代を追って跡づける作業 も不足 している。本研究は、そのような中国 ・朝鮮 ・欧米の美術
の請来 と日本での受容の様相を具体的に把握 し、文化的な背景を含めて研究しようとするものである。 日本に所在す










題 目:1920年代 日本の人格主義的セザンヌ像の美的根拠 とその形成に関する試論および美術制作の文脈 について
コーディネータ:加 藤哲弘(関 西学院大学教授)、古田浩俊(愛 知県美術館学芸員)
従来、セザンヌが日本美術 に及ぼ した影響については作品を中心に論 じられてきたが、それが当時の西洋 における
どのようなセザ ンヌ評価に基づいた ものであったのか、さらにその評価がfl本ではどのように変容していったのか、









にテーマを限定 して開催 した。近年、iアジア地域の肖像画研究では、肖像画の もつ社会的機能 について関心が高まっ
ている。朝鮮王朝時代にみられる肖像画 を制作 ・奉懸 ・維持するシステムと家礼 との密接な関係は、東アジア地域全
般にわたる肖像画研究の課題 を提起する。 この研究会は、儒教文化 と関係のふかい韓lKI肖像画に関する認識を高める
絶好の機会 ともなった。
(2)作品調査
1)静 岡県立美術館 を皮切 りに福岡市美術館等 を巡回 した 「ラファエル・コラン」展に際 し、黒田清輝らの師 とし
て日本近代洋画に大きなかかわ りを持ったフランスの画家コランの作品をまとまった形で調査 した。(田中、山
梨、塩谷)
2)請 来美術研究の一環 として、これまで朝鮮王朝時代の肖像画 とされてきた 「高官像」(滋賀・宗安寺)、「夫婦
肖像」(石川・総持寺祖院)を 調査し、中国明時代後期の作例 であることを確認するとともに、写真撮影を行っ
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た(米 倉、井手、城野)。なお、調査にあた り韓国成均館大学校教授・趙善美女史(情 報資料部 ・招へい研究員)
の協力をえた。its1'11来された宋元仏画 ・高麗仏画の調査 と写真撮影を行った(井 手、城野)。
「釈迦如来像」(南宋)静 嘉堂文庫美術館
「三仏諸尊集会図」趙嬬箪(南 宋)京 都 ・満願寺
「仏浬繋図」陸信忠筆(南 宋)奈 良国立博物館
「十八羅漢図」(南宋～元)奈 良国立博物館
「阿弥陀三尊像」普悦策(南 宋)京 都 ・清浄華院
















山梨絵美子 「日本近代洋画 とフランスの出合い(ラ ファエル・コラン展展評)」(『美術手帖』11月号1999.11)
井手誠之輔「元時代の釈迦三尊像 ・雑感一東福寺旧蔵本 をめ ぐって一」(『仏画の美術』静嘉堂文庫美術館1999.10)
井手誠之輔 「鎌倉仏画における宋風受容の問題」(東方学会1999.11.5)
井手誠之輔 「中国 ・宋元および高麗の仏画」(静嘉堂文庫美術館講演1999.11.20)



















東京国立文化財研究所には、明治 ・大正期の美術史家 らが収集 した中国 ・朝鮮 ・日本の金石文 ・工芸品等に関す る
拓本(一部模写)が所蔵されている。 これらはこれまでに も数次の点検作業 を経て約550袋分が整理されていたが、今
回は全拓本 についての調査カー ドを作成 し、貴重な美術資料 として活用するための方法を検討している。





との照合作業に着手 した。 これによって、龍門石窟研究の基本データが整備され るもの と考 える。
(2)室町時代水墨画資料
本年度は、佐賀県立博物館 ・正木美術館 ・京都国 、㌃博物館 ・前川家(東 京)所 蔵 ・所管の渡唐天神像約40点、岩国
徴古館 ・功山寺蔵の高峰顕 日像 ・虚庵寂空像等の頂相 ・肖像30点を調査し、基礎データを蓄積 した。また渡唐天神像
については、五山文学に現れる画賛等の資料を収樂し、現存作品 リス トを作成 した。
(3)仏教美術史に関連する文献資料の原典史料の調査研究
未翻刻の仏教美術史料、ならびに、活字化 されてはいるが内容的に改めて原本 との照合が必要 と思われる重要史料
について、本年度は以下の内容で調査 を行った0
1)京 都 ・東寺蔵宋版一切経のうち 『大浬撃経』巻8、31、32、33、35、37の施財捨記の調査ならびに撮影。













































































O岡 田 健(lK3)(美術 部)、島尾 新(2)、







木を川いた仏像は、良質の木材 を産 した日本の風 ヒとも調和 して、多彩な発展をとげた。木彫仏像 に関する研究は
すでに多年の蓄積によって人きな成果をあげているが、なお電要作品の多くについて、その詳細な調査研究が課題 と






(1)岡山 ・大通 芋 木造不空絹索観 ドf坐像
(2)奈良 ・室生寺 金堂諸像 ならびに弥勒堂釈迦如斗(坐像 ・伝弥勒_-Y.薩立像
(3)千葉 ・東光院 木造伝七仏薬師像
研究組織
















木造普薩形坐像(千 葉 ・東光院蔵 伝七仏薬師像の うち)
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美術 コレクシ ョンの収集 ・展示 に関する歴史的比較研究
(5年計画の第1年次)
目 的
美術 コレクションの収集 ・展示の歴史をふ りかえると、 じつにさまざまな形態があったことが知 られる。今Uの 美
術館 ・博物館 において も、収集 ・展示は爪要な機能 となっているが、今後はさらに多様な社会的ニーズへの対応が必
要 とな りっつある。本研究は、収集 ・展示の問題を、コレクションの形成史、鑑賞の歴史、経済的価値や美術的価値




室町時代に収集 ・賞玩の対象 となった絵画を総体 として室町時代絵画 とし、その収蔵 ・展示の歴史を現代 まで辿 る
作業の一環 として、雪舟画の所蔵変遷に関する資料 を蔵帳 ・画集等か ら収集 し、明治以降について一部 をリス ト化 し
て考察 を加えた。
(2)寺院近代文講の調査研究
明治維新以後、廃仏殿釈 と寺院の経済的困窮によって、多くの社寺から仏像 ・仏具が流失し、美術工芸品 として個
人や国公立博物館 ・美術館のコレクションに収蔵 されていく状況の一端を、寺院の近代文書を通 して把握 しようとし
た。本年度はその最初 として、奈良 ・興福寺所蔵の近代文書の調査に着手 した。
(3)明治期博覧会出品 目録
明治前期に広 く全国で開催 された地方博覧会の出品目録について資料の収集を行 った(な お、こ0)資料収集は、文
部省科学研究費助成、基盤研究A(2)「日本におけるX術 史学の成立 と展開 」と一部　jr複している)。
研究組織
○宮島 新一、中野 照男、田中 淳、岡田 健、山梨絵 庭子、塩谷 純(以 上、美術部)、






日本近代美術史研究は学会 ・X術館等をrll心に拡大 し、かつ多様化 してきており、実証的調査研究 に基づ く作家、
作品の史的位謎づけの再検討が求められている。本研究は個々の作家、作品について調査研究を行 うとともに、美術




示 したものが多数認 められる。そのため、これ までに当研究所が所蔵する美術団体出品目録の総 リス トを作成すると
ともに、欠けているものを東京都現代美術館等の他機関で複写収集をしてきた。これをもとに、本年度は、下記にあ
げる他機関の専門家 を招 き、「大正期美術展覧会等の基礎資料集成のための研究協議会」を開催 し(11年11月25日)、
本研究の成果 として刊行する予定である 『大正期美術展覧会出品目録』(仮称)のための意見交換 と、情報の収集をし
た。 この研究協議会では、 とくに欠けている資料の補完が話題 となり、とりわけ当研究所が関西地方を中心 にした美
術団体の資料を充実することが求められた。そのため、本年度 に研究協議会出席者の協力をあおぎなが ら、京都、大
阪の関係機関が所蔵する資料収集を開始 し、これは次年度 も継続する予定である。また、本研究協議会についても、









本年度は、中長期研究計画の最終年度にあた り、総括 と成果の公表 をしなければならないが、上記のテーマにっい
ては今後 も継続性が求められるものの、本年度 までに収集 した資料をもとに次年度から実質的な公表にむけた作業を
開始する予定であり、平成13年度に上記 『出品目録』の刊行をめざしたい。また、上記以外の研究テーマについては、
今年度 も継続 し、研究にあたった課題 と実績については、 ド記の とおりである。
(1)林忠正宛轡簡(約86(〕通)の 研究 と公刊のための成果 として、小山ブリジット氏(武 蔵大学教授)に 美術部・情
報資料部の研究会において林忠正に関する研究発表(11年6月'13F1)を願い、討議 をお こなった。
(2)昨年度から、小杉放篭記念日光美術館 と共同で開始 した木村荘八の未公 刊 「日記」の研究 と公刊については、
読みおこしをすすめる一方、木村の多彩な活動 と交友から、美術だけではな く、文学、演劇、芸能の他領域の研
究者の参加 を仰 ぐ必要が生じたため、各専門家を交えた研究協議会をおこすべ く準備にはいった。

























「翁」は、現在、能楽師が伝承 し上演する演 目の中では最も古い芸態を残している。 しかし従来、秘事 として扱われ
譜 は公開されず、流儀差 も大 きいので、技法の全容を捉えた研究は行われていない。本研究では、全役籍全流儀の譜
を収集 し、比較総合 して 「翁」の全体像を把握することを目的 とする。
成 果
今年度 は、山本東次郎家 に伝えられている大蔵虎明の自筆伝書 「代伝抄」の翻刻 を行った。同書は、江戸初期大蔵
流三番斐の演出、及び千歳 と三番隻のさまざまな問答 を記した もので、以前天野文雄(大 阪大学)が 翻刻 した 「神道
秘密翁大事」(宮城県図書館伊達文庫蔵)と補完関係にあ り、資料的価値がたいへん高い。翻刻の結果 は『芸能の科学』
28に発表 したが、今後、現行三番斐の型付けとの比較 も行 う予定である。
研究組織






























































































































































































1)民俗芸能の中で最 も一般的な盆踊 りについて、今日流行の音頭櫓 を取 り囲んでの手踊 り形式 とは異るお堂や
拝殿な どでの踊 りの考察をおこない、」-L"俗芸能の会場(舞 台)が 従来の特定の場所か ら公民館、公園、グラン
ドなどの公共の場へ変移する中で、喪失 しかけている貴重な芸能のあることの一一例を明示 した。
2)能 楽の 「翁」とは別系統の翁猿楽には、〈物語をする翁〉がある。特 に、三信遠地域の 〈おこない〉に伝承す
る 「松影」が 「父の尉」であることを考察 し、成果を 『芸能の科学』28に公表 した。
3)後 継者不足解消のために、学校教育の中へ民俗芸能を工仮り入れ るケースが増えている。 その現状 と問題点に
ついて、第2回 目の民俗芸能協議会を開催 した、,
(2)近代歌舞伎の伝承に関する調査研究(鎌 倉、羽田)
1)前 年に引き続 き、一ヒ方歌舞伎について、制作 ・演出に長年携わった中川芳三氏(前 関西松竹株式会社常務取
締役、現松竹演劇部顧問)か ら聞 き取 り調査を行った,,ヒノ∫歌舞伎衰退の理由として、歌舞伎以外 に面白い芸
能が排出した こと、観客が歌舞伎を古典芸能 として見る意識がな く、その興味は俳優に向けられていたことが
挙げられた。 この聞き取 り調査の一部 は 『芸能の科学』28に公表 した。
2)演 技の伝承や演出の変化を検討する上で、貴(cな資料となる昭和30年代から40年代の舞台写真(石 井雅子氏
撮影 ・所蔵)約1400コマをフォトCD化し、映像の保存と利川の便宜を図った。
3)小 道具については、湯川弘り」氏(藤 浪小道1↓?;亨務取締役)か ら聞き取 り調査 をlf-・た。藤浪小道具株式会社
では、明治以来の貴重な小道f1.の保管はよくなさオ!ているが、製作 と既製品の修理に携わる技術者は、21名
中、60歳以 上が17名で、新たに若手の研修生を募集 したが、2名 しか集 まらず後継者イく足が深刻である。
研究組織












































各地 に博物館 ・資料館などの文化財施設が建設 される中、文化財 にとって安全な保存 ・展示の科学的基準の明示が
望 まれている。本研究は、温度 ・湿度 ・照明 ・空気汚染をはじめとする広い項 目にわたって、関係の研究者の協力を
得ながら、その測定方法や評価方法を検討 し、文化財の保存 と公開活用に資することを目的 とする。
成 果
この研究の特色は、博物館 ・美術館 などの現場の抱 える問題を基礎的な面から解決することを目的 としながら、成
果 を簡潔な形で現場に活かし、 また現場の声 を次の第二次の研究に反映 させるなど、研究と現場の有機的な結びつき
を軍視 している点である。このため、各地域で資料の保存を担当している学芸員をメンバー として研究会を催 してお
り、本年度は第10回「博物館館内環境の設計 ・管理 ・調査」を行 った。
第10回のテーマは特に博物館等文化財公開施設の調査手法に関する研究会で、本年度 は最終年度に当たることか ら、
これまでの館内環境の研究成果を取 りまとめるためにおこなったものである。当所新営施設を環境調査手法確立のた
めの調査事例 と捉え、その設計の目指 したところ、研究員側の要求、文化財収蔵施設 としての条件設定、建築スケジュー
ル、特に建材の指定など仕様 ・方式の選択理由、移転前 ・移転後の調査手法 と結果について、各担当者か ら報告し、
予測 と結果、環境の評価、調査手法の問題点な どについて討議 した。た とえさまざまな情報が提供され、 また調査手
法が確立 されても、設計、施工から移転前の調整まで発注側の人文系担当者が担当することは事実上無理があり、技
術系の強いサポー トが必要な現状を指摘 して本研究会の閉会 となった。
研究組織
〇三浦 定俊、平尾 良光、早川 泰弘、石崎 武志、佐野 千絵、木川 りか(以 上、保存科学部)、



















































前倒 しとなることが決 まり、これに変わる方法が以前にも増 して緊急 に求められている。本研究では、化学物質を主




欧米では害虫、カビなどの生物被害を単独に考えずに総合的な資料保存の一環 として とらえ、 きめの細かい対応を
行おうとする総合的害虫管理(IPM〈lntegratedPestManagemellt>)を博物館等で も採 り入れようという動 きが既
に開始されている。今年度 は、国際研究集会を期 に国内外の研究者、学芸員等がそれぞれの害虫管理の実例について
紹介し、理解 を深めた。 また、イギ リス、タイ、シンガポール、アメ リカ、 ドイツ、韓国、日本などの国々の担当者








際研究集会な どで発表 した。 また、新たな防虫剤、防徽剤などの化学物質が文化財材質に与 える影響を評価するため
に、今年度 は紙、布 などの素材について試験 を行い、その ・部をllく1際研究集会で発表 した。
研究組織








中国 ・朝鮮半島 ・日本な ど、東アジア地域における青銅製作技術の発達、青銅製品の生産 ・交流 ・消費の歴史 を化
学組成や鉛同位体比測定な どの自然科学的な方法を利用 して理解することを目的 とする。従来の考古学的な理解に加
えて、自然科学的な方法を応用 し、より幅広 く、古代の青銅に関する歴史的な変遷を解明 し、具体的には金属資料に
含 まれる鉛の同位体比の測定か ら材料の産地を推定 し、化学組成か ら金属の技術的なレベルの発達を理解する。
成 果
本研究は5年 間を継続期間 として予定 した。本年度 は第5年 次である。資料 は各時代の違い、日本、朝鮮半島、中
国 という地域の違 いを反映 させようとした。
(1)中国における銅資料。本年度 は日本に所蔵 されている中国資料 として西周 ・戦国 ・前漢 ・後漢時代の資料 に関
して鉛同位体比測定を進めた。 これ ら資料の採取 ・測定には科学研究費を利用 した。
(2)朝鮮半島の銅資料。資料採取が非常に難 しかったが、湖巌美術館 との協力で少ないなが らも測定を進めること
ができた。昨年帯金具資料に関して、鉛同位体比 を測定 し、その産地推定に関 して報告した。今年度は弥生時代






中長期計画のまとめの時期であるが、古墳時代の資料測定例があまり多 くはないため、引 き続 き年限を延長 し、同
様の研究テーマで研究を進め、資料数 を増やし、で きれば化学組成 を測定できる資料 を採取 ・分析 してからまとめて
報告する予定である。
研究組織






























酸性雨などの環境要因の悪化によって損傷を受けた り、過酷な立地条件 によって損傷 の進行 している文化財が、環
境か らどの様な影響 を受けているかを検討 し、その影響を軽減する手段を開発 する事を目的 としている。
成 果
平成6年 以来観測 している、鎌倉市高徳院(国宝鎌倉大仏)、奈良市東大寺(国宝金銅八角灯篭)で は、観測ステー
ションにより、大気汚染ガスや酸性雨による汚染程度 とその季節的変動および気象との相関関係の調査を継続 してい
るが1998年度までにおける大 きな変動は見られず、平時における種々要因の変動などについてのデータを一通 り採取
したので、今年度末 に両地点 における測定は終rす る計画である。
東大寺八角灯篭の修復が1998年度に終rし たが、修復後の経年変化 とメンテナンス方法を確立するための調査 を
行った。本研究の一環 として開発した錆防止剤(イ ンクララック とカルナバワックスの併用)の 耐久性を見るために
も、経年変化を観察するシステムを開発する必要があり、灯籠の平行投影図に錆等の位置、面積 その変化な どの他、
メンテナンス情報なども合わせて記録 し解析 も行 う事が出来るデータベースを、デジタル画像を元にシステム化 した。
また、2000年2月に一部塗 り替えたカルナバワックスについて、他の箇所 との比較 を観察中である。
1999年度から観測 と現地テス トを始めた臼杵磨崖仏 においては、温度湿度などの基本データに加え、岩体からの湧
水量や含水率の変動などのデータが蓄積 されつつある。その結果、近年改築された覆屋によって、石仏表面での気温
が氷点下に下がる事がなくなるなど、保存環境は良い方向に向かっていると考えられるものの、塩類の析出や生物の
繁茂など、依然 として水の存在に関係 した劣化が多 く観察される。
強化剤、擾水剤、水分調整剤については、様々な樹脂の施工状態や耐性、物性などについて現地テス トによって検
討を行っている。その結果か ら、岩体への浸透性によって施工後の状態が大き く異なること、その浸透性 には、岩体
の差異の他に、施工時期や施工面の違い、施工箇所の周囲環境が大 きく影響することが示唆 されている。
即 ち樹脂処理 については垂直面より水平面が効果が現れやす く、嬢水剤については、湿度が低 い時期に施工 した方
が効果的であることも観察された。
日光地区においては、世界文化遺産 登録に伴 って環境モニタリングが義務付けられたので、将来の環境悪化を早期
かつ的確に捉える必要が出て きたため、広い範囲での効率的、最適測定システムを探るシステム開発 を目指 している。
そのために、地区内での温度、湿度、雨母、大気汚染ガス濃度な どの環境状態を記録している。 自然環境 としての植
生等の記録には、レーザや航空写真を川いた記録方式なども検討 している。
現在までに、地区内での環境要索に大きな違いがあること、一部に環境汚染が認められることが判明 している。
厳島地区においては、高舞台の修復材料の開発、社殿の丹塗 りの改良な どに向けて、海水、紫外線 など耐候性の高
い材料を検討するため、現地暴露試験 を行っている。
研究組織














ホフマン式輪窯では、堪類風化による劣化が進行 している。塩類の起源は、建物内に起因 していると考 えられ る。
水の起源は、屋根、雨樋などの損傷による雨水の浸入が主因であると考 えられる。精密測量やボー リング、な どの調
査から地盤沈下は認められない。 また、耐震性 をiし た ところかなり小さい値が計算 された。 この結果 より今後の
修復計画 と利用計画を関係地方自治体 と検討中である。
また、第五福竜丸のエンジンが大阪近郊の海中から引き上げられ、船体 とともに保存されることが決定 した。 これ
に伴 って1年 間というきわめて短時間で、錆化したエンジンを屋外展示に耐えうるような処置を行 う必要が生 じた。
検討の結果、処理期間が非常に短いために完全な脱塩 を行うことはできないので将来における再処理が容易であるよ
うにタンニ ン酸処理を行 うだけにとどめた。屋外展示であるので、今後環境からの影響を追跡 しながら保存対策を講
じてゆきたい。
近代の文化遺産のうち、航空機や鉄道車両、船舶、など交通機関の多 くは、その規模が大きいために保存修復場所
の確保 とその環境の制御が困難である。 また、鉄、銅、アル ミなど様々な種類の金属およびゴム、プラスティックな
ど新しい有機質材料などが複雑に混 じり合って用いられている。そのために、個々の材質の保存修復だけを行 うこと
の困難 さに加えて、異質の材料を同時 に処理 しなければならない困難 さも含んでいる。以上のような点か ら従来の伝
統的な文化財を保存修復する上での困難さとは全 く次元の異なる問題点を有 していると判断される。 これ らの問題点
が もっとも顕著に現れているのが航空機の保存修復現場であると考 え、平成11年度には航空機の保存修復 に関する研
究会と、国内の保存修復現場での研究交流を行った。
研究組織
O増 田 勝彦、青木 繁夫、川野邊 渉、早川 典子、加藤 寛、井口 智子(以 上、修復技術部)、








技法は、いまだ具体的な調査が行われておらず、その効果や物性 について も未知な分野 といえる。すなわち、金属表





1996(平成8)年 度 は、焼付漆 を文化財に活川 している3工 房で、漆の塗布および焼付方法などの調査を行い、条





漆 と素黒目漆を鉄板 に塗布 し、付着性の試験 をおこなった。その結果は、常温硬化(20℃)と高温硬化(240～300℃)
で作成 した手板では、生漆を270℃で焼 き付けた塗膜が もっとも高かった。
1998(平成10)年度は、120°Cで4時間 といった低温焼 き付けを含む焼付漆の耐久性について実験 を行い、結果につ
いて検討した。伝統的技法 としての漆の焼 き付けの理由は 「常温乾燥では金属に対 しては付着製が悪 く、膜が剥がれ
てしまうため」であったが、実験の結果、耐久性試験では常温乾燥 も含めたすべての焼 き付け条件で剥離は起こらな
かった。伝統的な焼 き付け法は、炭火を使川 していたために低温焼 き付けを行 えなかったが、120℃で4時 間の焼 き付
けが最 もふさわしい結果であった。これ ら実験で作成 した手板は暴露実験 を行い、検討材料 とする。











めている。 しか し、従来 この分野の研究は国内でも十分に行われておらず、詳 しい調査 もできていない。
輸出 されてか ら百数十年を経過 して、損傷が顕著になってきたことか ら在外日本古美術品修復協力事業 の対象とし
て、近世工芸品が口本に来 る機会を捉えて調査 を行うものである。
成 果
平成11年度は、 ヨーロッパ ・ベル リン東洋美術館の漆工品2件 およびギメ美術館1件 、アメ リカ ・メ トロポリタン
美術館から4件 の武器武具類 を輸入 して修復事業を行った。 また、ク リーブランド美術館蔵の厨子は、3年 継続の3
年目で修復が最終段階を迎 えた。
ベル リン東洋美術館蔵の 「花鳥螺鋼食篭」は。今年度、詳細 な調査および写真撮影 を行い、雁皮紙による仮貼 り後
クリーニングを行った。「黒漆鼓胴」は、剥落寸前の黒漆塗膜 を雁皮紙を貼 り付 けて仮貼 りを行ったあと、全体 をクリー
ニングした。 ク リーブランド美術館蔵の 「大般若経厨子」は、平成9年 度 よりの継続修理で、昨年度解体修復 した
厨子本体 を、今年度 は組立 を行 い最終的な表面修復 をした。
メ トロポ リタン美術館の 「菊紋螺釦鞍」「鳳鳳蒔絵螺鋼矢筒」「南蛮兜」「雑賀鉢」の4点 は、今年度本格的な修復を
行い完成 をした。なお、 これらの作品は乾燥した倉庫 に保存 される見込みなので、二重構造の桐製保存箱 を新調 し、
調湿剤で湿度を維持 しなが ら保管するようにした。菊紋螺銅鞍 は、貝を一枚一枚貼 り戻 し、欠落箇所に極錆 をほどこ
した。鳳鳳蒔絵螺鋼矢筒は、底 にある 「重広」の螺鋼銘か ら、富山藩の漆工 「杣田重広」の製作であることが分かっ
た。富山県立博物館 には江戸時代の杣田細工の作品 を収蔵 しているが、その中にも重広の製作 した硯箱が含 まれてい
る。今年度 は、剥落 した螺鋼平文などの装飾の本格修理を行った。南蛮兜は、鉢の表面の錆部分をクリーニングおよ
び防錆処理、威 糸の部分的な強化を行った。雑賀鉢は、紀州の雑賀衆が着用 した実戦用の兜で、鉢、眉庇、腰巻の部
分が残っている。今年度は外 した塗膜を貼 り戻 し、 さらに欠失部分に新 しい塗膜 を作成 し貼 り付ける。塗 り替 えをし
ない鉄製漆塗 りの本格的な修復 は、 日本で最初の例になろう。
平成10年度に修復 した5件 の作品について、カラー図版入 りの報告書(日 ・英文、英文用語集)を 刊行 した。また、
1999年8月に技術的な要望から国際研修 「漆の保存 と修復」を行い、海外の学芸員や保管担当者に修復技術の基礎 を





O加藤 寛、川野邊 渉、早川 典子(以 上、修復技術部)、朽津 信明(国 際文化財保存修復協力センター)、
五味 聖(三 の丸尚蔵館)、北村 昭斎(漆 芸修復家)、室瀬 和美(同 上)、勝又 智志(同 上)、






お り、 これはアジアの文化財の保護 にとって無視できない問題である。 この問題 は国境 を越 えた問題であ り、アジア






した炭酸カル シウムが硫黄酸化物などの影響で硫酸カルシウムに変化 した もので、その過程で煤煙な どを巻 き込んで

















した。本研究は、保存・修復技術を磁泣 し、将来にわたって理想的な保存・修復が行われる事 を最終目標 とし、平成2
年(1990)12月にIE∫℃に合意lllを交わ した。'r成3年(1991)4月から合意書に則 って、環境 ・病害 ・修復材料の3
つの研究班 を組織 し、日llI共同で調査研究を行っている。 また、平成8年(1996)からの第2期3ヶ 年の共同研究は、
修復材料をテーマとして修復技術部が中心 となって進めた。





文化庁長官裁定 「敦爆文化財保護 に関する協力事業実施要項」にもとづき、第1回 「敦煙莫高窟壁画保存協力者会
議」が10月21日に開かれ、平成2年(1990)までの5ヶ 年で、協力者会議を6回 開催 し、訪中団を7回 派遣 した。
平成2年(1992)12月26日付けで、当研究所 と敦煙研究院の間で、合意書 「敦燈莫高窟第194窟、第53窟の保護 に関
する日中共同研究」が作成 された。
第1期 、 平成3年(1991)～ 平成7年(1995)
第194窟と第53窟を フィー ル ドとして研 究 を進 める ことし、 日本側 研究者 は、年間2回 敦 燈 を訪 問 し、調査 測定 、
試料 採取 を行 った。主 に 温度 湿度 日照 な どの測定 機器の設定 、設置、データ読 み出 し等、 また、病害原 因研 究 のた
めの試料採取 を行 った。計10回の訪 中 を行 う とともに、敦煙研 究院保護研究 所の若手研 究者 は、年間2名 が3ヶ 月 間
当研 究所で研修 を行 った。協 力者会議 は、平成6年 度(1994)まで3回 開催 した。
平成5年(1993)10月に、敦燈 で開催 され た国際 シンポ ジウム 「ConservationofAncientSitesontheSilkRoad」
において、共 同研 究2件 を発表 した。




共同テーマ として、年澗1回の訪中、敦煤側研究者の当研究所での年間2名 の2ヶ 月間研修を含み、3ヶ 年継続 した。
壁画修復の情報、言己入及び管理 をコンピュータによって行う、デジタルカメラと測{i(_技術 を組 み合わせたシステムの
開発を目指 して研究 を行った。壁画o)調査 としては、赤外写真撮影およびCCI)赤外カメラによる、彩色下の変更や下
描 きの探索を行ったが第53窟では効果の有 る場面を発見できなかった。 また、敦煤で実績のある修復技術 をビデオ記
録 し、敦焼壁画の特殊性 を究明するための補修川凝 ヒおよび ド地強化のための各種合成樹脂による基礎試験を現地及























が充分に整備 されているとは言い難 く、データの生産 ・利用に関する具体的システム像を多角的かつ総合的に検討す
ることが強 く求められている。本研究は、 こうした視野に立ち、美術史の基礎資料のデータベース化 と、広範な研究









近代美術関係展覧会情報、同カタログ ・冊子のデータ(第2次 、昭和52～61年)を入力 し、新営後以後の受
け入れ準備 を進めた。
3)画 像データ











2)ロ ーカルエ リアネッ トワークシステムの整備 ・運用 ・評価












関連研究分野の研究者3名 を招へいして 「東京国立文化財研究所情報 システム協議会」(1999年12月17日)を
開催した。
2)文 化庁 を中心 とする文化財情報ネットワークシステムへの対応
ホームページを通 じて所蔵資料の公開を進めている。
3)デ ータベースの有効利用
学術情報センター ・国文学研究資料館など学術利用を目的 とする各種データベースの利用を通 じて将来のイ
ンターネット環境における所蔵データベースの公開に向けた諸条件を検討 した。
(4)平成12年度の新営にともなう準備
新営以後のローカルエ リアネッ トワークの環境について、そのスペ ックを検討するとともに、具体的な設計案を協
議中である。情報資料部の管理する図齊や新営以後に新たに管理すべ き図誹 ・カタログ類 については、新たなデータ
化や既存データと図書類 との照合作業を進 めている。情報資料部が現在管理 している既存データの新たなネッ トワー
ク環境 における管理 と活用の方法 ・r順については、本研究で作成 したパイロットモデルを参照 しながら、適宜、協
議を行 っている。
研究組織
○米倉 迫夫、鈴木 廣之、島尾 新、井r誠 之輔、勝木言一郎、津田 徹英、中村 節子(以上、情報資料部)、






いる。従来、それ らを総合 して分析する作業、例 えば顔料の推定などは、多 くの部分を目視に頼 ってきた。 しか し、
デジタル画像処理技術の進歩によって、個々の画像の もつ情報を重ね合わせて表示 ・解析するシステムを実現す る基
礎が整ってきた。本研究では、 この技術 を基礎に文化財から得られる情報を多重化 して表示 ・解析するシステム を実
現する基礎的な条件について、い くつかの作品をサンプルとして具体的に考察する。
成 果
本研究の第1年 次である本年は 「源氏物語絵巻」(徳川美術館・五島美術館蔵)を 対象としてデータの収集 と分析を
行 った。
(1)デー タの集積
作品の通常写真(カ ラー ・モノクロ)、赤外線写真、透過X線 写真、エ ミシオグラフィー、蛍光写真、顕微鏡写真、
また、高解像度のデジタルカメラによる撮影等を行い、データを集積するの と同時に最適な撮影形態 を追求 した。ま
た、あわせて関連資料のデータ集積のため龍香御墨 ・「葉月物語絵巻」(ともに徳川美術館蔵)に ついて調査 ・撮影を
行った。
(2)技術的問題 とモデル化の検討
収集 した画像に、蛍光X線 分析な ど非破壊分析の結果を合わせ、それらを多重化する方法を検討 した。具体的には、
画像の重ね合わせに際 しての収差補正など技術的な問題、顕微鏡等によって得られるミクロの情報 と人間の視覚 とを
いかに連続 させるか等のモデルの問題についての研究をおこなった。
(3)研究の中間報告
研究の方向性の周知化を行 うべ く徳川美術館ならびに五島美術館 と共催でシンポジウム 「科学の目でみる国宝源氏
物語絵巻」(99年11月20日、於徳川美術館))を開催 した。
研究組織
○島尾 新、米倉 迫夫、鈴木 廣之、井手誠之輔、勝木言一郎、津田 徹英、城野 誠治(以上、情報資料部)、





過去10年ほどの間に、文化財に対する関心は著 しく多様化 した。現在では、人文科学 ・自然科学 といった多分野の
研究対象 となり、日本に とどまらない地域的な広が りをもつようになった。文化財 に関する研究を活性化 し、関心の
多様化 に対応するためには 「文献1と いう形で蓄積されてきた膨大な過去の成果物 をいかに適切に活用できるかが第
一に問われるが、従来型の分野縦割 りの体制ではこれに対応できない。 この研究では、美術工芸の分野を中心に、文
献にっいての的確な情報を資料化 し、多様な形態で流通をはか り、 これによって、現状の課題 に応 えることを目的に
している。
成 果
本研究の第1年 次である本年は、文献 についての的確な情報を資料化するための準備 として基礎作業を行 った。
(1)雑誌記事およびジャンル等のコー ドを改定 した。
(2)これにともないこれ までに収集された情報の整備 ・点検の一環として現有図書 ・雑誌類 の原本照合作業を進め
た。
(3)前年度 に引 き続 き戦前 に刊行 された貴重美術雑誌のCD化を行い、今年度は 『塔影』のCD-ROMを作成 した。
研究組織
○鈴木 廣之、米倉 迫夫、島尾 新、井手誠之輔、勝木言一郎、津田 徹英、中村 節子(以上、情報資料部)、
中野 照男(美 術部)
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昨年度に引き続き、国際文化財保存修復研究会の参加 者を中心 とした専門家 を対象にアンケー ト調査を行い、保存
修復国際協力事業の相手国の実状について調査を行 っている。 また、文化財保存人材データベース(非 公開)の デー
タ収集、整理 を行ってデータの充実・更新をはか るとともに、情報交換のための人的ネ ットワーク作 りを行っている。
海外の専門家からの情報収集
・アジア文化財保存セミナーにおける調査




の現状 と問題点、および今後の保存のための活用のあ り方について調査、討議が行われた。セ ミナーの場 で交わされ
た議論、および討議の結果はConclusion(結論)と してまとめられた。プレプリン トについては順次整理 し、国際文
化財保存修復協力センターのホームページ ヒで公開 している。 また、セ ミナー参加者から提供された各国の文化財保
存 に関わる研究機関や法律、文化財 その ものに関する資料を収集、整理 している。
・海外での現地調査
中国、インドネシア、タイ、パキスタン、ベ トナム、 トルコ、シリア、 ドイツなどにおいて遺跡や建造物、町並み




報を収集 している。収集 ・整理 した結果の一部は、国際文化財保存修復協力セ ンターのホームページにおいて 「文化
財保存関連情報 リンク集」 として公開 している。
研究組織
⊂)斎藤 英俊、西浦 忠輝 、松本 修自、朽津 信明、河原 脩、二神 葉子、松本 健、宗田 好史
(以上、国際文化財保存修復協力センター)
一39一
屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化 と保存修復に関す る調査研究[国 内]
(m年計画の第9年次)
目 的
屋外の石(レ ンガ)造 文化財の保存は屯要な課題の つ であ る。本研究は、屋外の石、 レンガおよび関連材質造文
化財の劣化原因、過程 を地質学、岩石学、鉱物学的 に検討するとともに、気象環境 と劣化原因との因果関係を考察 し、
さらには実際の保存修復処置についての実験ならびに応川研究 を行 って、保存修復対策 についての基礎的データを集
積 し、石やレンガ等の文化財の保存技術を向 ヒさせることによって、文化財保存に貢献することをu的 とする。
成 果
洞窟、磨崖仏等の調査研究を行 っているが、北海道余Ifl町、国指定史跡 ・フゴッペ洞窟において特に詳細 な調査を
行った。 これまでの調査で、塩類の析出 とともに,藍 藻などの生物の繁茂が問題 となっている。 これ までは、塩類析
出 との関連から水の問題を考察することにllt点を置いていたが、今年度は光の問題を中心に調査、検討、考察を行っ
た。具体的には、蛍光灯に波長500～(i()Un≫〉以外1よ通 さないソィルターを入れるというものである。全波長 を均等に抑




に保存処置され、再使用された古瓦の物性の追跡調査を行った、,愛媛県、重文 ・定光寺観音堂(室 町時代末期)は 昭
和54～55年に解体修理されたが、その時、古瓦の強化、防水処理(擁 水性 シリコーン樹脂の含浸処理)が 行われ再使
用された。その際、処理された平瓦の一・部 を東文研の屋 ヒで屋外曝露 した。約20年が経過 した平成12年2月に曝露台
か ら取 り外し、吸水試験を行 った。その結果、処理瓦は約20年前の処理直後とほぼ同じ高い防水性(低 い吸水率)を
維持 していることが明 らかとなった。
大分県下に残 されている石仏群の調査を継続的に行 っている,,これ らのイ1仏は長い年月の間の風化で表面の損傷が
著 しいが、当初のもの と推定される彩色を確認できたもの も少な くない。現在観察 される彩色を、分 光光度計 によっ











鉱物学的に検討するとともに、気象環境 と劣化原因 との因果関係 を考察 し、 さらには実際の保存修復処置についての
実験ならびに応用研究を行 って、保存修復対策についての基礎的データを集積 し、石ならびにレンガ造文化財の保存
技術を向上 させ ることによって、世界の文化財保存協力に責献することを目的 とする。
成 果









水分の影響 についての測定 とコンピュータシミュレーションを行 った。 また、 トランパ ン トンラン寺院の保存修復パ
イロット事業を行った。アユタヤ遺跡ではラチャブラナ寺院での気象観測 と解析を行ってお り、またマハター ト寺院
をフィール ドとしたレンガ造構造物の劣化 と水分の挙動についての調査、測定、解析およびコンピュータシ ミュレー
ションを行 った。その結果、雨水が滞留する場所が集中的劣化(塩 類風化)を 起 こす ことが明 らかにされた。 これを
うけて、実際の レンガ造構造物の ミニチュアを造 り、水分計を設置して構造物内への雨水の浸透 と移動についての測
定を開始 した。
パキスタン国ガンダーラ遺跡のラニガ ト遺跡 における、雨水の浸透を防止するための粘土 によるキャッピング技術





O斎藤 英俊、西浦 忠輝、朽津 信明、二神 葉子、松本 修自、松本 健、宗田 好史(以 上、国際文化財













存対策についての調査、研究 を行い、有効な保存対策 を開発 し国内外のレンガ造文化財の保存技術の向上に貢献する
ことを目的とする。
成 果
栃木県野木町の旧下野煉瓦窯や北海道函館市のベ イはこだてな どの煉瓦造建造物における観察 と、室内実験 とによ
り、塩類風化の進行プロセスを解明 した。塩類風化 は、通常は煉瓦壁表面付近における塩類の結晶成長 によって直接
引 き起 こされると考えられているが、実際には、煉瓦表面で塩類が最 も成長する時期 と、表面崩落が顕著に引き起 こ
される時期 とには時間的なずれが観察 された。フィール ドにおいては、いずれも冬に塩類の析出量が最高に達するが、
この時期には壁面崩落量 は少なく、 これに遅れて春から夏にかけての塩類が減少する時期に、壁面崩落量は最大に達
する。これは、室内実験 においても確認され、乾燥条件で煉瓦表面に塩類が成長するときには煉瓦の崩落はそれ程見
られず、その塩類が表面 に析出したものを湿潤状況に移 し、塩類が減少してい くときに、顕著な崩落が引 き起 こされ
た。この ことか ら、塩類風化は、冬場の乾燥条件の下で表面に析出した塩類が、春になって湿潤条件に移 り変わる際
に潮解現象を起 こし、それに伴って煉瓦が塩類 に吸着されてこれ と一緒に崩落することによって引き起 こされている
面が大きいと考えられる。 このことから、文化財の塩類風化を防 ぐには、その文化財の置かれている環境条件、 とく
に湿度条件 をコン トロールすることによって、上記のような現象をなるべ く軽減していくことが対策として考えられ
る。
海外においては、タイ国のアユタヤ遺跡 を中心に調査、研究を行っている。アユタヤ遺跡の中心であるマハター ト
寺院におけるレンガの著 しい塩類風化には、地下水よりも雨水の影響が大 きいと判断 されたため、それに対する具体
的な対策 を検討 している。実際の遺跡の近傍 に、実際の構造物の縮小模型をレンガで2つ 作成 し、片方の上面に搬水
処理を施 し、 もう片方はそのままにして、 その後の経過を観察することとした。それぞれの縮小模型構造物 に水分計
を設置 し、一定時間ごとの含有水分の変化 をモニターしている。 これにより、雨水の遮断が構造物自体の水分コン ト
ロールに有効であるかどうか、そして、その水分 コン トロールが、構造物の劣化防止に有効であるかどうかを観察す




石崎 武志(保 存科学部)渡 辺
蹴"糊 欄卿喩ミ
灘 靭 廊鐸 甥
謬離 轡
ヂ 藩
英俊、二神 葉子、松本 健(以 上、国際文化財保存修復協力センター)、
邦夫(埼 玉大学)、尾崎 哲二(埼 玉大学)、三田 直樹(地 質調査所)
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' ・ 幽 幽箇幽 一
アユタヤ遣跡マハタート寺院の実験用縮小模型構造物
4.受 託 研 究









パ ッター しながら、φ0.06μmの電子ビームを入射 し、表面から3～5μm程 度の深 さまで銀および銅の濃度分布 を測定
した。その結果、3資 料 とも表面では銀濃度が高 く、内部にいくに従って濃度が低下する(銅濃度 は表面で最 も低 く、
内部にいくほど増加する)結果を得 ることが出来た。享保豆板銀(銀 品位64%)について得 られた測定結果を下に示
した。最表面 には腐食生成物が存在 していると考えられたが、その直下(約500nm=0.5μmの深さ)で は銀濃度72%
(銅濃度は28%)という値であり、公称品位 よりもはるかに高い値 を示した。また、深さ方向に進むに従 って銀濃度

















を張 る 「水替 え」 という作業を行 う工房 もある。
このような古糊は装漬文化財の修復に数多 く用いられているにも関わらず、その化学的な組成や、求められる物性
を与 えている要因についてはほとんど解明されてきていない。本研究では、従来研究 されてこなかった古糊の化学組
成や物性 に焦点 を当てて行った。 また、生麩糊および占糊などの試料は株式会社岡墨光堂より提供を受けた。
成 果
古糊 と生麩糊 について化学組成 と物性 を比較した。化学組成 に関 しては赤外線吸収 スペク トル、熱分解ガスクロマ
トグラフィーおよびゲルパー ミエーションクロマ トグラフィーによる分析を行い、物性 に関 しては粘度測定により検
討した。
赤外線吸収スペク トル、熱分解ガスクロマ トグラフ ィーについては、大きな違いは見られなかった。試料 に用いた
のは、生麩糊 と古糊の固形成分のみであったため、この結果のみにて二者の組成の相違 を論 じることはできないが、
接着 に大きく関与する高分子成分の組成 としては、著 しい違いは生 じていないことが示唆 された。分子量測定に関 し
ては二者に大 きな違いが生 じている。古糊は生麩糊に比べて著しく分子 肚が小さい結果 となった。 これは、従来推定
されてきた微生物によるデンプンの分解 を裏付けている。
また、この結果を受けた同モル濃度における粘度測定においても、占糊は生麩糊 と比べてはるかに小 さい値を持ち、
ニュー トン流体 に近い挙動を示 している。
これ らより、古糊は、生麩糊のデンプンが分解 されて低分f・.iとなったものであり、分解されたもののうち接着に
関与するであろう成分は、生麩糊 と同じような糖類に属す るものであることが示唆された。
また、今後 はデンプンの分解に伴って生じる低分子最成分について評価や、古糊の質の不均 ・性に関する評価 も必
要であろう。
研究組織






花寵 車蒔絵鐙 一 対 安 芸市歴 史民俗 資料館蔵
幅12.Ocm長 さ29.7cm高さ25.Ocm江戸 時代(18～19世紀)
(2)修理概要













修復は、原則 として塗 り直 しなどを行わず現状維持 とする。ただし、打痕や亀裂など部分的な形状復帰はオリジナ












研究協議会報告樽 「近世輸出工芸品の保存 と修復」に口英両言語で掲載 した。
(8)分析およびX線 撮影
本作品の搬入時にX線 撮影 を行い木地構造および素材の調査を行 った。また、剥落 した平文は、蛍光X線 分析を保
存科学部の早川泰弘研究員に依頼し、微量の銅を含む銀製であることの結果を得た。
研究組織




武者塚古墳は、7世 紀の円墳である。 この古墳では毛髪や刀の鞘な どの有機物がよく保存 されていた。 これ らは保





ていなかったが、鞘に塗 られた漆膜は比較的よく残 っていた。その漆膜は、新 しく制作 した鞘 に移植された。漆膜の









が行われるようになった ことにより、金膚革紙 の復元のため、使用されている塗膜顔料 ・金属箔紙質等について分析
調査を行い、より効果的な復元技法の確立を目的 とする。
成 果
前回報告で分析 を行った壁紙試料 に加えて、今回は追加調査 として、洋館2階 北隅室の金唐革紙1種 、撞球室壁紙
3種の試料を分析 した。今回の分析 目的は、表面に塗布された塗料の分析、金属箔使用の有無、紙質である。塗料の
分析は、各種溶媒によって表面よ り試料を溶解 し、それぞれの層のバインダーをFT-IRによって分析 した。また、クロ
スセクションを作成 して塗膜層の構造を検討 した。同時にX線 分析顕微鏡 による金属元素の同定 を行った。金属箔の
存在の有無についても各試料のクロスセクションを作成 しX線分析顕微鏡 による金属元素の同定を行った。紙質分析
は、顕微鏡写真と染色法によって繊維の同定を行った。
その結果、今回分析 した試料すべてが、紙質分析 により和紙 を原料 としてグランドパルプや化学パルプを用いた漉










徳川 美術 館 と五 島美術館 が所蔵 」るII・1宝1源氏 物語絵 巻1に つい て、X線 撮影 な どの 光学的 調 査を行 い、作品研 究
の基礎 的知見 を得 ると同時 に、将 来の修理 の ための'1'i'iYIDを得 ることを目的 とする、,
成 果
「源氏物語絵 巻」19面につ いて、通 常撮;;臼は び赤外線 写 真の撮 影 をf∫い、 さ らに また 、X線 お よび顕 微鏡 写真・蛍
光写真 の撮 影、 さらに は蛍 光X線 での非破壊 にLる 顔 料σ)元素分析 を行 った。 その結 果、肉眼 に よる目視だ けで は得
られ ない数多 くの情 報 を得 る ことが で きた,,
研 究組織
の米 倉 辿 夫、島尾 新、井 」㍉誠之 輔、津 川 徹 英、城野 誠 治(以 ヒ、情 報資料 部)、 モ浦 定俊 、
早川 泰弘(以L、 保存 科学部)、増 川 勝 彦(修 復技 術部)
備 考










5.文 化財保存修復 に関す る国際交流促進事業
ス ミソニア ン研究機構 との国際研究交流
目 的
ア メリカのスミソニアン研究機構 は、ソリア ・リ ックラー髪術館のように東洋の美術品を集めた美術館や文化財の
科学的研究 を行っているミュージアム ・サポー トセンターなど様々な博物館、美術館、研究所 を持つ、世界最大の文




構のアダムス長官(い ずれ も当iiのが、文化財の保存技術についてH米 が提携することで合意 し、奈良国立文化財研
究所、東京国、/.博物館、国 、7:歴史民俗博物館等の協力を得て、・粕1ぐ国 、Z文化財研究所を中心に共同研究を開始 した。
'1成ll年度は佐野1{任1冴究官が文部省在外研究員として渡米し、ブリア ・サックラーX術 館で染織品の保存 に関する
共同研究を行った。
なお本研究は当初より科研費(国 際学術研究)を 川いてk要 な研究を行ってきたが、研究代表者であった西川杏太
郎所長(当 時)が 平成7年3月 に退官 したため、代表者を奈良国立文化財研究所沢田正昭埋蔵文化財 センター長に交
替した。平成8～IO年度 「陶磁器文化の交流に関する科学的研究」に引き続き、平成ll年度からは 「アジア地域 におけ
る陶磁器の流通に関する自然科学的研究」を行 っている。
研 究組織
(⊃三浦 定俊(保 存 科学 部)、町川 章 、沢川 　1:IP、西村 康 、巽 淳一郎 、村L隆(以 上 、奈良 国立文
化財研究所)、齋 藤 孝IK(文化庁)、二宮 修 治(東 哀学芸大学)、L.V.ツ ェル ス ト、R.L.ビ シ ョップ 、





日本 と ドイ ツ両 国は、古 い歴 史 と多 くの 文化財 を持 って いる点だ けで な く、第 ㌃次大戦 の惨 禍 か ら急速 に復 興 し高
度 に産業化 された社会 を作 り トげた反面 、占 来の 文化 やk化 財が 衰退 や破壊 の危 機 に晒 され ている点 も共通 してい る。
本研 究 は互 いの国 の文化財保 護に関 」る知識 や経験 を 交換 し、それ ぞれ の国の 文化財 保護1・二資 する ことを目的 として
い る。
本研 究の背景 には次の よ うな経緯 が ある,,il本と ドイツ との間で は、昭和49年(1974年)に科学技術 に関 する学術
交 流の ための 協定 書が調印 され、医学 ・物理 学 な どを中心 に日独学 術交 流が行 われて きたが、11/_成2年(1990年)の
第13回口独科学技術 合同交流 委員会 におい て ドかソ側 か ら 「文化財保護 に関 する 日独学術 交流1の 提 案があ り、'1/1成
4年(1992年)から交流が開始 された、 日・卜側 では・4`ll([iくi、71文化 財研 究所 が、 ドイツ側 では ミュ ンヘ ンのバ イエル ン州
立文化 財研 究所 が、それ ぞれ事務 局 とな ・て川lil研究 を行 ってい る。 また建造物 σ)保護 に関す る学術 交流 は、 ドイツ
側 ではヘ ッセ ン州 文化財保 護局が中心 とな ってい る,,
成 果
平成6年 度 ～11年度 にか けて実施1た 漆L品 の保 で∬'に関 す る研究成 果 を まとめ、 英 ・独2力 国語 でバ イェ ル ン州 、1五
文化 財研究所 か ら出版 した。また平成11年3月 に 三'ン ヘ ンで 東文研 とICOMOSドイツ国内 委員会な どが共催 した、
lKI際シンポジ ウムの論 文集の編集 を行 一・た、,詳細 については 文部省 科学 研究 費補助 金(∫封盤研 究)「彩色文化 財の材料
と技法 に関 す る科学的研 究」 の項Uを 参照,,
研 究組織
〇三浦 定俊(保 存 科学 部)、渡邊 明 筏(所 長)、石崎 武志、 佐野r絵 、 早川 泰弘(以 ヒ、保 存科 学部)、
加藤 寛(修 復 技術 音i9、斉藤 英俊 、松 本 修 自(1'.1ヒ、国際 文化財保 存修復 協力 センター)、
岡 田 健(庭 術 部)、津 川f散 英(1rlg報資料部)、沢 川1日1召(奈良IKI"ノ:文化財研 究所)、宮1腰 哲雄(明 治大学)、
北村 昭斎(漆 芸家)、M.ペ ツ ・ッ ト、M.、 ・一 レン タール 、K.ヴ ・'ルビ(以i、 バ 仁Lル ン州 、7:文化財研




敦煙莫高窟の壁画の保存 と修復 を目的 として、東京国立文化財研究所 と敦燈研究院保護研究所の交流 を図る。
昭和61年(1986)「莫高窟壁画、彩蜷の保存・修復 に関する共同研究」を開始後、平成2年(1990)12月作成の合意
轡に基づき、第1期共同研究 は、平成3年(1991)4月か ら5年間、環境 ・病害研究を中心に行 った。現在は、平成8
年(1996)11月11日作成の合意魯 に基づき、第53窟をフィール ドとし、第2期3ヶ 年共同研究 として、修復および修
復材料 をテーマに、修復技術部が中心 となって進めた。本年度か ら開始 した第3期 は3ヶ 年 とし、1)修復材料 として
の合成樹脂に関する実験 を継続、2)修復のための記録作製 と保管活用のシステムを、写真測量技術 とコンピュータを




現地 で行った壁面図作成のための測量 と撮影、国内における図面化作業は、日本側を中心 として行ったが、修復用
合成樹脂の実験 は、現地での実験 とともに、年間2名2ヶ 月間招へいする敦燈側研究者が当研究所で、主に実施 して
いる。選定 した修復用合成樹脂についての物性試験 を行った後、敦煙側から提供された、修復材料 としての泥土に対
して、合成樹脂を含浸した場合の土の物性 などについて実験 を行った。










本国際共同研究 は、文化財保存 ・修復の最先端技術 について、この分野の先進研究所であるベルギー王立文化財研
究所 と研究を行 うと同時に、東南アジアo)中で、実際 ヒの問題 を多 く抱 えつつ も、…応の研究体制の整っているタイ
国政府芸術総局 とも研究を行 うものである,,本研究は 個 間の協力事業 として、文化財の保存技術の向上をめざし、
もって世界の文化遺産の保存に貢献することを目的とする。
成 果
東南 ア ジアで建 造物、遺跡 等屋 外の 文化財 の保存 、修復 に用 いられ てい る合成樹脂 について の調 査 を、 タイ国政 府
芸術局 考古部 と共 同で行 った。タ イ東北 部の クメール石造遺跡 、 アユタヤ遺 跡 、 スコー タ イ遺跡 では、現地調査 と現
場実験 を行 った。東南 アジア地域 では屋外 文化財へ の雨水の影響 が甚だ大 き く、防水性 をF{視した処理が必 要で ある。
また、生物劣化 も大 きな問題 であ る。
欧米 で石造文化 財の保存修復 に多 く川 い られ ている 合成樹脂 につ いての、成分分 析、物性 評価 につ いて は、ベル ギー
王立文 化財研究所 で系統 的に行われ てい る。イ1材の材質 や気象環境 が欧米 とは大 き く異 な る東南 ア ジア地域 におい て、
欧米 で開発 、応 用 され てい る新材 料が有 効に応川 し得 るか どうか とい う観 点か ら、ベル ギー王立文化財研 究所の研 究
資料 を基 に、評価 実験 を行 ってい る。東 南ア ジアでは、高等生物(草 、木)、微生物 の影響 が大 き く、 この点の考察 が
重 要であ る。
東南 ア ジア地域 で、博物館 、美術館 の収 蔵品 を中心 とした、屋内 に保存 され てい る文化財 の保存、修復 に用 い られ
てい る合成樹脂 に ついての調査を、 タイ国立 博物館保 存部 と共同で行 ってい る。伝統 材料 としての天然樹脂 もか な り
用 い られて お り、合成樹脂 との使 い分 けや、 その根 拠 な どについ て も調査 、検討 、 考察 を行 って いる。
1999年3月にバ ンコクで開催 した セ ミナー 【FirstSeminar(》nThai-JapaneseCooperatiollInConservationof
MonumentsinThailand]の成果 を ま とめた,・文の本 【Collservation()fMonumelltsi11'Thailand]を作成 すべ く、
日タイ共同 で編 集作業 を行 い、原稿 を完成 した,,









○西浦 忠輝、斎藤 英俊、二神 襲r、



















西洋近代の学を範 として明治20年 前後にはじまった日本の美術史学が、その成立当初から、国家的制度や機構 と
密接な関係 を維持 し、国民が共有 しうる美的価値と歴史の体系を形成 してきた ことを、近年の研究成果は明 らかに し
ている。それは近代国家 として西洋に認知され ようとする国情 を背景 として、日本の文化的ナショナルアイデンテ ィ
ティの構築 をめざす ものであった。今 日、一般的に川いられる美術史の言葉や思考が、 こうした美術史学の歴史のな
かで形成 され、意識化されない制度 として働いていることは、美術史研究者が広 く認識すべき問題 となっている。
本研究は、このような問題意識にたち、日本における美術 史学成立期以来の資料 を収集するとともに、1)美術行政 ・
美術教育 と美術史学、2)「作品」概念の成立 とその社会的機能、3)日本におけるアジア美術研究、4)美術史家の美術
批評 と創作、5)近代の言説 と日本美術史観の形成 という5つ の観点から美術史学の歴史に分析 を加え、美術史学の今
日的な課題 と可能性を問い直すことを目的 とす る。
成 果
(1)資料収集
明治初期の博物館・博覧会行政 にたずさわった田中芳男(飯 田市美術博物館)、納富介次郎(佐 賀県立美術館)に つ








前年度に引 き続 き 『京都日の出新聞』(明治25年～27年)の美術及び文化財関連記事を収集、冊子化 したほか、各分
担者の専門分野にしたがって個々の美術史言説が形成され る背景 を分析 した。
(4)研究会の開催
美術 ・美術史学の制度をめぐる問題についてより多角的に検討すべ く、今年度 はとくに工芸 ・書道の分野をめ ぐっ
て研究者を招へいし、研究会 と総合討議を行 った(於 東京国立文化財研究所)。




O米 倉 辿夫(情報資料部)、宮島 新一、中野 照男、田中 淳、山梨絵美子、岡田 健、塩谷 純(以上、
美術部)、鈴木 廣之、島尾 新、井手誠之輔、勝木言一一郎、津田 徹英(以上、情報資料部)、玉贔 敏子(調
査員)、三輪 英夫(九 州大学)、金子 一夫(茨 城大学)、北澤 憲昭(跡 見女子大学)、佐藤 道信(東 京芸術
大学)、安達 直哉(東 京国立博物館)、高木 博志(京 都大学)、長岡 龍作(東 北大学)、横溝 廣子(東 京芸










～9世 紀)の 日本における仏像様式 との比較検討におよぶことを目的 としている。なお本研究は、第1年 次は東京芸
術大学において文部省科学研究費の補助を受け開始 したが、代表研究者(水 野敬三郎)の 定年退官に伴い、岡田健 を
代表者に替 え、東京国立文化財研究所において継続実施 した。以下に、2年 間の成果をまとめて記す。
成 果
(1)現地調査 第1年 次(平 成lO年)8月23日～9月13日、第2年 次(平 成11年)8月28日～9月18日の日程で中
国へ赴き、中国側研究分担者 とともに麟游県慈善寺石窟および同県麟漢橋摩崖仏についての現地調査を実施した。
具体的内容は以下の通 り。
1)慈 善寺石窟3窟 および10命のすべてについて、調書作成、写真撮影、作図を実施 し、全作業 を終了 した。




(2)資料 の整理2年 間 で収集 した資料 について は、
1)日 中双方が それ ぞれ の言語 で調査 ノー トを整理 した。
2)①4×5ポ ジ52枚②6×6カ ラーポジ272枚、③6×6カ ラー ネガ261枚、④35mmカ ラー ネガ1,652枚を撮 影、
整理 した。
3)陳 西省石窟寺 院 に関す る文献資料 リス トを作成 した。
(3)中国側研究分担者の招へい 第1年 次は平成11年2月21日から3月11日の日程で陳西省考古研究所張建林氏を
日本へ招へいし、第2年 次は同年11月16日から11月23日の 日程で西北大学王世和氏、同王建新氏 を日本へ招へい
した。
(4)報告書の作成 本調査については、年度最後 に科学研究費報告書を作成、発刊 した。このほかに、 日中共同の
学術出版 をめざし、現在別途原稿の作成等準備 をすすめている。
研究組織
○岡田 健(美 術部)、津田 徹英(情 報資料部)、水野敬三郎(東 京芸術大学)、浅井 和春(青 山学院大学)、
副島 弘道(跡見学園女子大学)、東野 治之(奈 良大学)、加島 勝(東京国立博物館)、長岡 龍作(東北大
学)、瀬山 里志(サ ン トリー美術館)、王 世和、王 建新、再 万里(以上西北大学)、張 建林(陳






人類共通の遺産である文化財の保存 に対 し、この分野で進んだ技術 を有するわが国の役割は大きく、諸外国か らの
協力依頼 も数多く寄せられている。 このような背景の ド、かなりの数の国際協力事業が行われている。 しか し文化財
の種類、材質は多様であ り、保存修復に携わる研究者の専門分野 も広範囲にわた り所属学会 も異なるな どの理由か ら、
意見交換の場が得難 く、情報交換や人的ネットワー クづ くりが遅れてお り、事業を実施する中で得 られたノウハウが
他の事業に有効に生かされていない現状がある。また、専門家、実務者からも事業についての情報を得たい という要
請が多 く出されていた。
本研究では、日本が行 った、 また現在行っている文化財保存国際協力事業の実態を総合的に調査、研究 し、問題点
を明らかにして、解決方法を検討、考察する。 また、事業を行っている(または行った)研 究者間の情報交換のため










発表に関する質疑応答 ・討議 という形で進められた。文化財の保存修復 に関する技術的問題についての議論 はもちろ
ん、事業の運営上、財政上の問題 を含めた総合的な議論が行われた。また、研究会における報告 ・討議内容 をまとめ






さらに、GIS(地理情報システム)を利用 した地図情報 と組み合わせたデータベース構築のために、現地調査 を行って
い るタイの遺跡の情報、特にGpSによる位置情報のデータを収集した。
研究組織
O西浦 忠輝、斎藤 英俊、松本 修自、朽津 信明、二神 葉子(以上、国際文化財保存修復協力センター)、





伝統的な絵画、彫刻、建造物などの 文化財に川いられている彩色文化財の技法 と材料 について、美術 史など歴史研
究者、伝統的彩色技術者、自然科学 者が 川"」して科学的層位分析を行 い、その保存 と修復 に貢献することを目的 とす
る。特に、多 くの彩色文化財は後 世補修を受 けているので、文化財の保存修復においてはそのオーセンティシテ ィを
考えるために、当初の彩色だけでな く後世の補采三について材料 と技法を【り」らかにすることもIE要な課題 としている。
成 果
平成11年度は、7月 から8月にかけて南 ドでツ(バ イエルン地方)のqI世彩色木造彫刻をドイツ側研 究者 と共に調
査 した。調査 を行 ったのはバ ドトルツのllfくの礼拝堂、エルバ ッハの修道院、バンツ修道院、巡礼者教会、 ロットイ
ンの教会などにある彩色木彫像o)他、バ で1ル〉州 、:11文化財研究所の修復工房、 ミュンヘンのエルンス ト修復工房、
ノイバウエル修復工房、ツンハンマ・一修復i房 な、ビで彩色文化財の修復方法 について、実際の修復作品を前に討議を
行 った。また8月 にはフランスの洞窟壁画の彩色技法について調査 を行い、建造物彩色については12月にマイセン、
ヴィースバーデンなどで調査を行 った,,ドでツ側研究 者は日光東照宮、滋賀県の西明寺、京都の西本願寺、奈良の浄
瑠璃寺などの彩色文化財の調査を3月 に行,た 、,仙ぜ て東京の明珍修そ夏r房、京都li位博物館の修理所などを訪問 し、
日本の修復技術者 と共に討議を行 った、,また日本の占墳壁iihiの彩色 についてソランス研究者が12月に来日し、日本側
研究者 と研究討議を行った。この他、我が国の文化財については試料採取が困難なために、現場で試料 を採取 しない
でそのまま顔料分析できるようポータゾル蛍光X線装置を開発 したが、その装置の性能について実験室で試験 を行い、
コリメータで絞 って照射面でφ2mm程度のX線 ビーノ・にしても1三要元素については十分な分析精度がでることを確
認 し、 この研究成果を日本文化財科学会で発表した、,またこの研究の成果を徳川X術 館 との源氏物語絵巻物の共同研
究に生か して成果を得 ることがで きた(関 連の項 を参照)。
研究組織
○渡邊 明義(所 長)、三浦 定俊 、石崎 武志 、佐野r絵 、'　'-III泰弘(以 ヒ、保存科学 部)、加 藤 寛(修 復
技術部)、 岡田 健(美 術部)、津 川 徹 英(情 報資料研 究部)、斎藤 ・笈俊 、松本 修 自(以 一ヒ、国際文化財 保
存修復協 力 セ ンタ ー)、沢田i1{昭、木村 勉(以 上、奈良lk泣文化財研 究所)、田淵 俊 夫、長 澤 市郎(以
上、 東京芸術大 学)、神庭 信{:、後 藤 文 」乳(以 ヒ、 東京国 、`1二博物 館)、宮腰 でフ1雄(明治大 学)、M.キ ュー レ
ンタール、K.ヴ ァル ヒ(以 ヒ、バ イ1:ルン州 、81二文化1{オ研究所)、E.エ マ ー リン(ミ ュンヘ ンr.科大 学)、S.エ ン











































までとは異なった自然科学的な視野 を考古学へ導入し、歴史の流れをより深 く理解することを目的 としている。
成 果
本年度は中国湖北省文物局や上海博物館 ・河南省博物館、また北京大学や香港中文大学な どと連携 して研究できる
ように中国側 と折衝をすすめた。 また実際の資料に関しては日本の泉屋博古館および東京国立博物館の東洋課が所蔵
する資料に関 して、資料採取および鉛同位体比 と化学組成o)測定をすすめた。
中国から研究者を招請 し、鉛同位体比測定およびitt一期中lK情銅器の発展に関 して、討議を行った。中国側研究者 と
測定および討議 を続けることができたことは日本 と中国の学術交流として有意義であった。
日本 の研究者が上海 ・武漢 ・北京を訪れ、各所の研究グループと交流 ・遺跡の見学を行った。武漢では商時代中期
の盤龍城遺跡を見学 し、出土青銅器の展示および修復現場 を見学 した。普通には見られない所蔵品および修理現場 を
見学で きた ことは今後の研究に大 きな成果であった。上海博物館では青銅器類の所蔵量が12万点 と非常 に多 く、共同
研究の意義が充分 にあることを理解 した。
研究組織
○平尾 良光、早川 泰弘(以 上、保存科学部)、森田 稔(文 化庁)、井上 洋一(東 京国立博物館)、










文化財の虫や徽などによる生物被害は全国いずれの場所 においても起 こり、またその進行は1し く速いため、生物
被害の防除は極めて重要な問題である、,しかしオゾン層の保護のため、文化財燃蒸ガスとして広範 に川いられてきた
臭化メチルの全廃時期が2005年に前倒 しになることが国際的に決定 したため、これに変わる方法の導入が現場から強
く要請されている。 しか しながら、i化 メチルの効果を完全に代替できる適当な薬剤 は、世界的にみて も未だないと
いうのが現状である。 そこで、虫 ・徽などの生物被害を単独に考えずに総合的な資料保存の一環 として とらえ、害虫
とエコロジーに対する知識 を総合的に活川 してきめの細 かい対応 を行お うという総合防除対策(IPM〈Integrated
PestManagement>)が世界的に着目されている。本研究は、 このような観点か ら、臭化メチル1窯蒸に文化財の害虫
対策を全面的に頼ってきた我が国の従来の体制 を、環境や人体への影響 も考慮 した総合的な資料保存体制へ移行する
ことを目指 し、具体的な対処法を検討 ・開発する。そのために現場のスタッフとともに、収蔵庫のデザ イン、掃除の
仕方、被害のモニタリングのノ∫法、被害作品の隔離スペースの設概など具体的な項目について検討 を行い、システム
のモデル作 りを行 うことを目的 とψる、,
成 果
(1)害虫ハ ンドブックの製作IPMの ・環 として、現場で学芸員のプ∫々 が被害のもととなった害虫を同定 し、また









〇三浦 定俊、木 川 りか、山野 勝次 、佐野 「°絵 、石崎
資料館 ・史料館)、長 谷川孝徳(イ1川県 、εノ:歴史博物 館)
∠
モニタリングに使用する昆虫用 トラップ類
武 志(以 ヒ、保存科 学部)、i'i木 睦(国 文学研 究
lPMプログラムの一環としての収蔵庫清掃風景
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ラチャブラナ寺院に設lklした無電源(電 池稼働)自 動環境計測システムにより環境条件(大 気温度、大気湿度、雨
吐、日照強度、 レンガ表面温度、レンガ内部温度)の,li'測を継続的に進めてお り、1999年のデータの解析処理を行っ
た。その結果、1年 中最高気温が:3()℃を超 えること、雨は雨季の末期に多く、短時間に集中して降ることなどが明 ら
か となった。
マハ ター ト寺院近 くの一一角に設rjt(!Lしたレンガ造柱 を用いたシミュレーション実験を継続的に行 った。構築柱の含有
水分量 と上中の水分ll協よび地下水位の変化を測定し、その結果を解析中である。
マハター ト寺院の一角の特にレンガの劣化の激 しい部分において、詳細な観察 と含有水分の変化についての測定を
継続的に行っている。また、この部分 における水分の動 きについて、 コンピュータによるモデル解析を行い、部分的
に水分 硅が高まることが確認 された。 この現象を防且上するために上層部分を擾水処理することを検討中である。 この




関連調査 として、スコータイ遺跡および東北部のクメール石造遺跡の劣化 と保存修復についての調査 も行った。 ま
た併せて、関連の文献資料等の収集 も行った。
研究組織
(う西浦 忠輝、斎藤 英俊、朽津 信明、二神 葉f、松本 修自(以上、国際文化財保存修復協力センター)、
石崎 武志(保 存科学部)、今津 節生(奈 良県立橿原考古学研究所)、チラポン・アラニャナク、シ リチャイ ・



































タを得るための基礎的な系をつくることを目的 としている。古代試料のDNA分 析においては、DNAの 保存状態が
非常に悪いこと、細菌やカビ、人間をiiめた現世の生物のコンタミネーションを避けられないことなどの制約がある。























凍結、融解による凍結劣化などが大 きな問題 となっている。 これらの文化財 に対 して適切 な保存対策手法を構築する
ためには、材料中の年間を通 した水分分布、水分移動状況をil三しく把握する必要がある。本研究では、 これら文化財
中の水分分布、水分移動に関するコンピューターによるシミュレーション手法を開発 し、これ を個々の現場 に適用す
ることにより適切な保存対策手法をたてることを主な目的 としている。
成 果
図1に 現在観測を行 っているタイ、アユタヤのソッ トマハタッ ト(WatMahathat)と呼ばれるレンガ建造物の東
西方向で切った断面図を示す。図中のAで 示 したところが塩類風化の激 しいところで、乾期 には塩類の析出が見られ
る場所である、一方Bで 示 したところは乾季で も塩類の析出があまり見 られず、塩類風化の影響が少ないところであ
る。気象条件などのデータを用い有限要素法(llydrus-2D)により、水分分布の解析を行 った。雨季の終わ りの9月
では、蓄えられた水が、表面の水の蒸発 と共に表層へ流れてくる(図2)。A点とB点 を比較すると、A点 では、表面
付近 に大 きな含水率の勾配があり水の流れが大 きいのに対 して、B点 では、含水率の勾配が小さ く水の流れが小 さい
ことがわかる。この解析では、特に、レンガの塩類風化 による劣化の大 きい所 とレンガ材料内の水分移動の大 きい場
所 とを関係付 けることができた。
研 究組織
○石崎 武 志、三浦 定 俊(以 上 、保 存科学部)、 朽津 信明(国 際文化財保存 修復協力 セ ンター)、
溝 口 勝(東 京大学)、 登尾 浩助(岩 手大学)、 マルチ ヌス ・バ ンゲニ ヒテ ン、ユ ッカ ・シムネ ック(米 国塩
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ている。本研究 は、澱粉糊の接着力の低Fを 利川して、下張 り文講の剥離技術に応用 しようとするものである。
成 果
本年度は、蒸気発生器 による(昨年度購入)、文:tt剥離実験 を行った。下張 り紙に見られる和紙2枚 を小麦澱粉糊で
張 り合わせてサンプルとし、箱に密閉 し、蒸気 を導入 した後、剥離の容易 さをテス トしたところ、やや紙の損傷 を少
ない状態で剥離することが可能となったので効果あ りと判定 した。そこで、縦170cm、横50cm、厚さ30cmの箱を作成
し、下張 りを有する屏風下地を箱内に趾き、箱 に接続 したホースを通 じて蒸気を導入 してテス トを行った。蒸気導入
を開始 してから、剥離に効果を期待できる蒸気が箱内に充満 し、下張 り紙 に浸透するまで、1時 間以上 を要 し、また
下張 り全体が加熱されているため、取扱まで冷却が必sに なるなど、実作業上不利な点が確認された。
昨年の実験では、加水加熱法が、実際の剥離作業には最 も良い成績 を示しているので、剥離に関 しては、当初計画
を変更 しする事 とした。 しか し、加熱による紙の劣化が懸念されていたため、加水加熱処置後の楮紙の紙力低下 を測
定した。 熱湯95℃に楮紙を浸 し、5分経過後に引 き ヒげ、自然乾燥 したサンプルの、引張力を測定 した。その結果、
コン トロール と比較 して、紙力低下が認められなかった。
海外文献 に於いても同様な実験結果が出てお り、和紙洋紙 ともに、手漉紙では、熱湯による紙力低下がみられない
とするのが妥当である。
本研究の結論 としては、加水加熱法即ち、刷Cに よる加水 とアイロンその他による加熱を利用することが、現時点
では最 も有効な手段であることを確認 した。
そこで、研究分担 者を中心 として、下張 り紙 を剥離 し、文Itを整理、記録する方法の検討を行いフォーマットを作
成 した。 またその仕様に従って、江戸時代麻風 の ド張 り文lllの加水1川熱法による剥離 と整理法フォーマッ トに基づ く
剥離文書の整理 を行った。
研究組織











本年度 は、北海道開拓の村の歴史的建造物 と岩f県 志波城の築地塀で、年間を通 した降水量、風速、日射などの気
象条件 を観測する装置 を設置すると共に、建造物 の材料 表面での水分測定、温度測定を行 った。図1は 、北海道開拓






(Vl崎 武志、三浦 定俊、早川 泰弘(以 上、保存科学部)、青木 繁夫、川野邊 渉(以 上、修復技術部)、
朽津 信明(国際保存修復協力センター)、小林 幸雄、小林 孝二(以上、北海道 開拓記念館)、土谷富士夫(帯













迦陵頻伽 とは、人の頭 をもち、鳥の脚や翅を有する想像Lの 動物である。その形態はインドのキンナラや中国の鳳
鳳にも類似する。それ らは極楽浄土の世界に棲んでお り、 ときに美しい声で仏法を説き、 ときに楽器を演奏するとい
う。 この想像上の動物について、絵画の分野では主に阿弥陀浄ひ土変相や観経変相の中の図像 として、工芸の分野では
華量などの図柄 として、建築の分野では斗キョウ飾 りとして、そして音楽や芸能の分野では雅楽の曲目や舞踊 として
取 り入れられてきた。
なぜ迦陵頻伽がこれほどまでに多方面の芸術の領域 にわたって取 り入れ られたのであろうか。 この間に対する答え
はいまだに十分でない。その原因は迦陵頻伽に対する研究が美術史や工芸史において も音楽 ・芸能史においても必ず
しも多 くないことに由来する。






1)迦 陵頻伽等の作例 データの収集 とその分析
昨年度 に引 き続 き、迦陵頻伽等の作例についてリストアップをすすめ、それに対する分析をすすめた。 また
勝木が クチャ地方の石窟壁画に取材し、中央アジアのガルー ダに関するデータの収集 と分析を行い、その研究
成果の一部を公表 した。さらに服部がガンダーラ地 ノ1を中心に西北 イン ドの飛天の作例 を調査し、その研究成
果の一部 を公表 した。
2)場 の象徴 としての迦陵頻伽の役割
飛天や迦陵頻伽などは、尊像 として必ずしも高い地位を得ていないが、その空間を象徴する ヒで重 要なモチー






樋口が敦燈壁画 に取材 し、飛天の持物 としての楽器を調ff1:し、その研究成果の一部を公表した。
研究組織





地 ノ1の芋社には未調査の楽器が 多く残 され、最良 とは昌えない保存状況の中で朽ち果てようとしている。 そのなか
には従来知 られていなかった特㌦畳・1な形態o)もの もあ り、今日の規格 に整 う以前の過渡期の姿を留めた ものも少な くな




期の遺物を何点か発見してきたが、今まで発見した鼓胴 は黒漆を施 しただけの簡素な加飾であった。 ところが沼名前
神社の鼓胴は、黒漆の ヒに蒔絵 も施 してあり、過渡期の岐胴を能楽川に1ウ1川した と認められるものであった。 この鼓
胴の形態は大鼓然としているのだが、法lll:は完成期のノ」・鼓 に近 く、小鼓が大鼓から派生 した可能'iゾkもうかがわせ る貴
亜な遺品である。
また、春 日大社 に所蔵 される沈金蒔絵小鼓胴の、ヲ1・i査もおこない、前年調査した大倉家伝来名晶中の沈金蒔絵大鼓胴












一 人神楽か ら花祭 りヘ ー
(3年計画の第2年次)
目 的
花祭 りに関する文書史料(祭 文 ・呪 文類)をf'/1"蔵している7集 落(愛 知県北設楽郡豊根村4・ 東栄町3)の 新史料
を翻刻、その内容を分析 して、それらが花祭 り次第中どのkう な目的で使川されていたかを追究する。その ことによっ
て、江戸時代末期に中断 した数集落集合の式{卜祭である大神楽から各集落の花祭 りへと定着 した過程を明 らかにし、
花祭 りの芸能史的位嗣づけをおこなうことを目的 とする。
成 果
2年 目の今年度 は、初 年度 に収 集 した御 陳1・人人の重要 と思 われ る占 文、1}約30点につい て、武 井IE弘氏 の 協力を得
て翻刻 ・註釈 ・解題 を完rし た、,完∫'した 文、llについて、伊藤II扶氏の 協力 を得 て版 ドを作成 する作業 を進 め、校 正
の段階 であ る。
古文 書調査 と併行 して 、東 栄町 各地 ・豊根村 各ま琶三の現 行花祭 り調 査、過 去の花祭 り ・大神楽 に関す る伝 承 について
聞 き取 り調査 を実施 し、収 集 したIlki類 および聞 き取 り調査 にkる 資料 を顯 こ、 大神 楽か ら花祭 りへ伝 承 された芸
能 に関 す る論 考2本 、1霜月 祭 りにみ る翁猿 楽σ)影響 花 祭 りの1し ザめ 」 」およ び 「花祭 りの鬼 その成 、7:過程 に
関す る研究 一」 をま とめた。 前 者は、現lj花祭 りの次第中最 もli腰な演 目とされてい る 「しず め1が 、 江戸時代 の大
神楽 にお いて 「土公神祭1と 並行 して行われ ていた ことか ら、花祭 り伝 承の各地 に所蔵 され て きた1ヒ 公神祭 文1の
内容 を比較検 討す るこ とで、「しずめ1の成 、`ノニと役割 の変容 につい て検証 した、,後者 は、鬼の 芸能 と して知 られ てい る
花祭 りの鬼 が、古代の宮 廷の追灘 や 、l」}院の修 正会 ・修 二会の結原1〔行 事や村 々の お こない に伝承 した 鬼の 諸相 を ↓、募盤 と
して、廃絶 した大神楽 の鬼か ら現行花 祭 りの鬼へ と定着 する過 程 について 号察 した。
研究組織
O中村 茂f'(芸能部)



































多孔質中の熱、水分、塩分移動が屯要な役割を演 じている。 この水分移動速度 は材料中の不飽和透水係数、水分特性




タイアユ タヤの レンガ材 料の水 分特性曲線 を、 吊 り ドげ法、加圧 板法 、蒸 発法、サ イ クロメー タ法の4つ の方法で
測定 した。 その うちの、蕉 発法 の実験 装置 を図1に 示す。
蒸発面 か ら2cm下 の側llllに間隙水 の圧 力 を測 るため のテ ン シオ メー タと熱伝 導 ポテ ン シャル計(IIDS)を埋 設 し
て、 レンガの水 ゜.r.テンシ ャルの経時 変化 をデー タriガーで1時 間 毎 に測定 し、電 子天秤 の 上に置 いた レンガ試料 の質
li(.変化か ら、蒸発面 にお ける水分 フラ ックスを算 出 した。レンガの質 量変化 は、コン ピュー タで1時 間毎 に記録 した。
実験終 了後 、Simunekら(1998)が開発 した数値 モデルHYDRUS-1Dを使 って、測定 した水 分 ポテ ンシャル と水 分 フ
ラ ックスの経時 変化 を生 じさせ る ようなレ ンガの水分特性 曲線 と透 水係数 を蒸発 法 によって求めた。 ここで、水 分 ポ
テ ンシャル とは多孔質体 中の水 の圧 力状態 を示 すパ ラメー タで あ り農学 の分野 で良 く用 い られ る。例 えば、水分 ポテ
ン シャルが 一1000cmll、0とは、多孔質体 中の水 の圧力 が1000cmH20の負圧 と釣 り合 うだ け大 気圧 よ り低 くな ってい る
ことを示 してい る。 また、体 積含水 率 とは、単位体 積 中に含 まれ る水 の体積 で ある。蒸発法 の測定結果 を他 の手 法に
よ る結果 と共 に図2に 示 す。蒸発 法に よる結果 は、水分 ポテ ンシャルが高 い場合 に、加 圧板 に よる結果 よ り小 さ くな っ
た。 今後 は、これ らの測定 法の特性 を把握 し、測 定法 の改良 を進 めてい く予 定 であ る。
研究組織
○石崎 武志(保 存科学部)、朽津 信明(国 際 文化財保存修復協力センター)、溝 口 勝(東 京大学)、
登尾 浩助(111手大学)






幕末から明治初年にかけて活躍 した画家 ・菊池容斎については、幕末の俗気を帯びた画家、もしくは忠孝 ・擁夷思
想を鼓舞 した勤王画家、 という両極の評価が災いし、とくに戦後は研究対象として疎 んじられる傾向にあった。 しか
し近年、明治期に洋画 ・日本画を問わず流行 した歴史画の先駆者であるという位置づけが定着 しつつあ り、新出作品





月5日 於練馬区立美術館)に 反映 させ、図録 に1{要作品の解説、落款 ・印章一覧等 を掲載 した。
(2)作家研究





3)容 斎 をめぐるネッ トワーク
容斎の交遊関係か ら、その画業 と水戸学や医学 との関わ りを考察する。
4)菊 池容斎、その後
容斎が没後 どのように評価 され、位IIYIづけられたのかを諸文献 を通 して追う。
(3)東京国立博物館所蔵資料の調査
東京国立博物館には菊池容斎に関する資料109点が一・括所蔵されており、その調査を行った。容斎が所持していたと
思われる書物やその著書 『前賢故実』の画稿等、容斎を研究する上で煎要な資料が含 まれてお り、なかでも 『前賢故
実』画稿は容斎が人体モデルを使 って人物画を描いていたことをあらためて実証するものとなった。
(4)容斎関係文献の収集
菊池容斎に関する明治期以降の文献を収集、文献目録を作成 し}一記展覧会図録に掲載 した。 またこれに基づいて、













青 木 繁 夫AOKIShigeo(修復技術部)
(2)(報告)921台湾中部大震災の文化財被害(青木繁夫、三輪嘉六)921台湾中部大震災文化財 被害調査報告書
99.11
(3)(論文)象 眼のある鉄器 ・鉄剣(青 木繁夫)r週 刊朝 日百科 日本の国宝』109pp.280-28199.4











(発表)文 化財における台風被害について 風災害研究会 日本風工学会99.7.22
(発表)史 跡 ・加 曽利貝塚住居跡の保存 について 考古資料保存研究会99,8.21
(発表)敦 煙壁画はなぜ残 されてきたのか 府中市生涯学習講座 府中市生涯学習センター99.11.9
(発表)921台湾中部大地震の文化財被害 文化財保存修復学会例会99.12.7
(発表)文 化財の活用における問題点 群馬県博物館協議会99.12.15
(発表)遺 構保存のために新材料 文化財保存修復学会セ ミナー00.1.8
(発表)建 築金具の保存 日本建築 セミナー00.1.15
(発表)遺 跡の保存 韓国保存学会研究大会特別講演00.2.18
(発表)遺 跡保存の問題点 遺跡保存研究会00.3.10
石 井 倫 子ISHIITomoko(芸能部)
(4)(解説)能 ・狂言鑑賞入門 「日本の伝統芸能」1999年度テキス ト 日本放送出版協会99.4
(6)(講演)国 立能楽堂公開講座 「戦国時代の能」 国立能楽堂大会議室99.10
(6)(講演)世 阿弥忌・研究セミナー シンポジウム「〈逢坂物狂〉をめぐって」 奈良商工会センター会議室99.8.8
石 崎 武 志ISHIZAKITakeshi(保 存 科 学 部)










(3)(論 文)タ イ 国 ス コ ー タ イ 遺 跡 の 大 仏 中 の 水 分 移 動 解 析(石 崎 、 西 浦 、 シ ム ネ ッ ク 、 バ ン ゲ ニ ヒ テ ン)『 保 存 科
学 」 第39号pp.43-5000.3
一69一
(3)(論 文)展 示 公 開 施 設 の 館 内 環 境 調 査 報 告 一 平 成10年 度 一(石 崎 、 佐 野 、 三 浦)『 保 存 科 学 』 第39号pp.87-91
00.3
(5)(発 表)タ イ 国 ス コ ー タ イ 遺 跡 の ス リ ・チ ュ ム 寺 院 大 仏 中 の 水 分 移 動 解 析(石 崎 、 西 浦 、 シ ム ネ ッ ク)日 本 文
化 財 保 存 修 復 学 会 第21回 大 会99.6.5
(5)(発 表)タ イ 国 ア ユ タ ヤ の 歴 史 的 レ ン ガ 建 造 物 中 の 水 分 移 動 解 析 、(石 崎 、朽 津 、 西 浦 、 シ ム ネ ッ ク)日 本 文 化
財 科 学 会 第16回 大 会99.6.26
(5)(発 表)ガ ラ ス 粉 粒 体 中 に お け る ア イ ス レ ン ズ の 成 長 と 含 水 比 の 関 係(武 藤 、 渡 辺 、 溝 口 、 石 崎)、1999年 度 日








(6)(発 表)寒 冷 地 に お け る 石 造 文 化 財 、レ ン ガ 建 造 物 の 劣 化 と保 存 対 策1999年 博 物 館 保 存 科 学 研 究 会 「野 外 展 示





(6)(発 表)屋 外 環 境 下 で の 遺 跡 、石 造 文 化 財 の 劣 化 と保 存 、平 成11年 度 保 存 科 学 部 研 究 会 「寒 冷 な 環 境 下 で の 遺 跡 、
石 造 文 化 財 の 劣 化 と 保 存 」 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所00.3.29
井 手 誠之輔IDESeillosuke(情報資料部)
(3)(論文)請 来 された宋元仏 画の諸相 『東洋美術 史研 究の展薄{』Ikl際交流美術 史研 究会第16回国際 シ ンポジ ウム報
告書pp.13H4499.3
(3)(論文)境 界美術 の アイデンテイテ イ 請ー 来仏 画研究 の 、ン:場か ら 東京国立文化財研 究所編 『語 る現在 、語 ら
れる過去一 日本 の 美術 史学IOO年』'1'1・L社pp.16918399.5
(3)(論文)元 時代 の釈 迦三尊像 ・雑感 一東福 寺1日蔵本 をめ ぐって 一 『仏教 の美術』 静 嘉堂文庫 美術 館pp.11-21
99.10
(3)(論文)研 究資料 見心来復編 『澹游集』編 目一・覧 附、 見心来復略 年譜 『美術 研究』373号00.3
(4)(報告)第2セ ッシ ョン報告 東京国 、L.,.文化財研 究所編r語 る現 在、語 られ る過去一 日本 の美術史学100年』 平
凡社pp.207-22199.5
(4)(翻訳)呉 同著 ・湊 信幸翻訳 監修 『ボス トン美術 館蔵唐 宋元絵画 名品 集』 解説39点 大塚 巧芸 社00.3
(5)(学会 発表)鎌 倉仏画 におけ る 「宋風」受 容の問題 東ノ∫学会99.ll.5
(6)(講演)中 国 ・宋元 と高麗 の仏画 静 崩堂 文lrljX術館 『仏教のX術 」 展特別講演99.IL2(1
岡 田 健OKADAKen(X術 部)
(2)(報告書)平成11年度科学研究費補助金(基盤研究(AX2))研究成果報告轡 『中国陳西省唐代石窟造像の調査研究
一慈善寺石窟 と麟渓橋摩崖仏を中心 として 一』
(6)(講演)中 国美術史における阿修羅像 『興福寺仏教文化講座』O〔}.3.16
勝 木 言一郎KATSUKIGen'ichiro(情報資料部)
(3)(論文)東 アジアの芸術 ・芸 能 と仏教 にお ける地獄 と極 楽 と接点 『ア ジア遊学』10号pp.2-2299.ll
(3)(論文)石 鼓廟 地獄 図壁 画の図像 について 『アジア遊 学』14号pp.59-8900.3
一70一
(3)(論文)古 代 クチ ャ地 方でつ くられた ガル ダの図像 につ いて一キ ジル石窟 ・クム トラ石 窟 を中心 に一 『ア ジア遊
学 』14号pp.8611000.3
(4)(その他)フ リー トー ク 天女 をめ ぐってrア ジア遊 学』14-x;pp.2-2700.3
(4)(その他)イ ンタビュー天女談義 一川面稜 一先生 ・荒木か お り先生 を囲ん で一 『ア ジア遊学』14号pp.138-153
00.3





(2)(論文)野 郎形 兜 『在外古U本 美術 品修復協 力事 業』修理報 告書工芸品00,3.31東 京 国立 文化財研 究所
(3)(論文)ア ジアで漆 の木 を探 す 季 刊 『銀 花』第119号99.9.30文化 出版局
(3)(論文)海 外 で漆器 を探 す 『海 を渡 った文化財 』一様 々なすがた とわ ざ一99.11.30第13回 「大学 と科学 」
公開 シンポ ジウム組織 委員会
(3)(論文)TheRestorationofUrushiwarefor1‾:xportwithAnimalGlueandUrushi『JapaneseandEuropean
Lacquerware』00.3バイエル ン州立 文化財研 究所
(3)(論文)HistoricalStudyontheKestorationofUrushiware『JapaneseandEuropeanLacquerware』00.3
バ イエル ン州立文化 財研 究所
(3)(解説)GlossaryofUrushiterms(三浦、加藤 、松 原)『JapaneseandEuropeanLacquerware』00.3バ
イエル ン州立文化財 研究所
(3)(論文)能 楽鼓胴の成立 につ いて 芸術文 化雑 誌 『紫 明』第6号00.3.15能 楽資料館
(3)(論文)鼓 胴 をめ ぐる2、3の 問題 『保存科学』 第39号pp.64-7700.3.31東京 国立文化財研 究所)
(3)(論文)能 楽鼓胴 に関す る美術的所 見 『地方 に残 る雅楽 ・能 楽の古楽器研究』00.3.31平成9、10、11年度








(講演)漆 芸品修復の歴史について 第5回 漆文化財修復技術講座00.1.15-16木曽地域産業振興センター
(講演)法 隆寺献納宝物 と献茶 草月流講演会99.9.15東京国立博物館法隆寺宝物館
(講演)輸 出漆器について 江戸東京博物館定期講演会99.10.22江戸東京博物館
鎌 倉 恵 子KAMAKURAKeiko(芸 能部)
(3)(聞桝 き)上 方歌舞伎 の変遷 一 中川 芳三氏 に聞 く一 『芸能 の科 学』28号pp.97-12500.3
川野邊 渉KAWANOBEWataru(修 復 技術部)
(3)(論文)高 分子化学 か ら見た漆の世 界 『lnternationalCours(mConservationofUrushi1999』99。8.14東
京 国立文化財研 究所
(3)(論文)第 五福竜丸 エ ンジンの保存処理 について(川 野邊 、宮尾、 田島 、西n)『 保 存科学』第39号pp.59-63
00.3
(3)(論文)九 州装飾古墳 の緑 と 「青」 につ いて 一福 岡県下の例(朽 津、川野邊)『 保存 科学』 第39号pp.24-32
00.3
(3)(論文)外 装用漆塗装法 の耐 候性向上 に関 する試み(井口、川野邊、加藤 、板垣 、舘川)『 保 存科学』 第39号pp.
51-5700.3





(3)(報告)文 化財 と高分子 『高 分子』485739291999
(3)(解説)東 京 国立文化財研究所 修復技術部 第二修復 技術研 究室 『成 型加工』11(12)pp.972-9751999
(6)(講演)合 成樹 脂の建造物 への応用 平成11年度文化財 建造物 主任技術 者講習会(普通 コー ス)OO.9.30文 化
庁 建造物課
(6)(講演)漆 文化財 の劣化 と修復 第6回 漆文化財 修復 技術講座00.2.26木 曽地域産 業振興 セ ンター
(6)(講演)高 分子化学 か ら見た漆の 世界 「漆の保存 修復 」 国際研 修99.8.23東 京国立 文化財研 究所
木 川 り かKIGAWARika(保 存科 学部)
(3)(論文)大 谷古 墳出土馬 甲に付,.した毛皮 の獣毛の形態 お よびDNA分 析 に よる生物種 調査 『和 歌 山市立 博物館
研 究紀要』14pp.25-2899.10
(3)(論文)文 化財 の生物被 害対 策の現状 臭化 メチル1の 代替対 応策 について一(木川、三 浦、山野)『 文 化財
保 存修復学 会誌』44pp.526900.03
(5)(発表)低 酸 素濃度 お よび二 酸化炭素 によ る殺虫:日 本 の文 化財害虫 についての実用化(木 川、実 宝、 山野 、三






(6)(講演)紙 資 料 の虫 害 防 除 の 今後 に つ い て 平 成11年度 地 域 史 料 保 存 調 査 研 修 会 和 歌 山 県 立 文 書 館
99.11.11
(6)(講演)低 酸 素濃度 お よび二 酸化炭素 に よる文化財 害虫 の殺 虫法 第21回文化財(書 籍 ・古文 書等 を含 む)の 虫
菌害保存 対策研修 会 ㈱文化財虫 害研 究所99.7.1-2
串 田 紀代 美KUSHIDAKiyomi(芸 能部)
(3)(論文)中 級 後期 日本 語教育 における コー ス・デザ イン(共 同執筆)『ICU夏 期 日本語 教 育論 集』16号 国際基
督教大学00.3
(6)(解説)日 報 を読 んで 一す き間 うめる記 肇期待 ―新潟 日報朝1二ll」99.10.26
(6)(解説)日 報 を読 んで一一文化 の価値 基準簡 明 に 「新潟 目報朝i:1月99.11.23
(6)(解説)日 報 を読 んで一教t・ 文化 の改 革願 う 「新潟 日報朝1:ll」99.12.21
(6)(解説)日 報 を読 んで一文化 を創 する紙 面 「新潟 日報朝1:ll」OO.1.18
(6)(解説)日 報 を読 んで一差別 人権 議論0)場を 「新潟 日報朝1:ll」OO.2.15
(6)(解説)日 報 を読 んで 一権力 に評価 ドす姿勢 を 「新潟Il報朝i:ljlOO.3.14
朽 津 信 明KUCHITSUNobuaki(国 際 文化財保存修復 協力 セ ンター)
(3)(論文)史 跡 ・吉 見rf穴に才∫ける蒸発岩(朽 津 、尾崎)『 地 質学雑誌』pp.26627299.4
(3)(論文)Saltweatheringofthebi-icicm()mlmelltsIllAyutthaya,"1'hailanc}.(Kuchitsu,Ishizaki,andNishiur-
a),EngineeringGeology,55,pp.919999.12
(3)(論文)九 州装飾古 墳 の緑 とh°r1につ いて 福 岡県 トの例(朽 津、川野 邊)『 保存 科学』 第39号pp.2332
00.3
(3)(論文)大 分県下 の石仏 の彩色 につい て(朽 津 、111田)「保 存科学』第39号Pp.3:3-4200.3
(3)(論文)輸 出漆器 の修理材料 の分析(II)(早川 、朽津)『 保存科 学』第39号pp.788600.3
(3)(論文)加 曽利 貝塚 にお ける遺構保存 を 目的 と した環境 調査(ID(朽津、i醒f木)『貝塚博物館紀 要』27pp.4755
00.3






(5)(学会発表)顔 料鉱物の可視光反射 スペ ク トルに関する基礎的研究(朽 津、黒木、井口、三石)文 化財保存修
復学会第21回大会99.6.5
(5)千葉市 ・加 曽利貝塚遺跡における遺構保存を目的 とした環境調査(II)(朽津、青木)日 本文化財科学会第16
回大会99.6.26-27
(5)(学会発表)塩 類風化の進行プロセスについて一重要文化財・旧下野煉瓦窯 における観察か ら一 日本地質学会
第106年学術大会99.10.10
(5)(学会発表)史 跡・フゴッペ洞窟の劣化 と保存(Ⅲ)一 含水率変化の計測一(朽津、安田、山形)日 本応用地質
学会平成11年度研究発表会99.10.27
(5)(学会発表)史 跡・フゴッペ洞窟の劣化 と保存(IV)一崩落危険度評価一(安田、山岸、小林、朽津)日 本応用
地質学会平成11年度研究発表会99.10.27
(5)(学会発表)塩 類風化の進行プロセスについて一重要文化財・旧下野煉瓦窯における観察か ら一 第3回 岩石の
風化に関するシンポジウム00.3.6
(6)(講演)地 球科学 と文化財研究、かわさき市民アカデミー99.12.2
(6)(講演)世 界の石造 ・土構造文化財の塩類風化の現状 と遺跡保存 第4回 地圏環境 ・防災に関する公開セミナー
00.1.19
児 玉 竜 一KODAMARyuichi(芸能部)
(3)(論文)市 村座切抜帳(共 編)『 歌舞伎 研究 と批評』23号99.6
(3)(論文)六 代 目菊五郎の舞踊と身体 『舞踊学』31号99.10
(3)(論文)六 代 目菊五郎の研究へ 『舞踊学』31号99.10
(4)(解説)六 代 目尾上菊五郎展関連企画一六代目菊五郎の芸 早稲田大学演劇博物館99.6
(4)(解説)六 代 目尾上菊五郎展関連企画一映画 『鏡獅子』をめぐって 早稲田大学演劇博物館
(4)(解題)雑 誌第一次 『演劇界』 『歌舞伎 研究 と批評』24号99.12
(5)(学会発表)六 代 目菊五郎 と日本舞踊 舞踊学会シンポジウム及び基調講演99.6
(5)(学会発表)六 代 目菊五郎の周辺(共 同討議)楽 劇学会例会99.9
(6)(講演)六 代目尾上菊五郎展関連企画一六代 目菊五郎 と東京歌舞伎 早稲田大学演劇博物館
(6)(講演)日 本舞踊 ・歌舞伎の能摂取 東京国立文化財研究所芸能部公開講座99.11
99.6
99.7
斎 藤 英 俊SAITOHidetoshi(国際 文化財保存修 復協力 セ ンター)
(1)(編集)『皇室 の名宝 御 所 と離宮』p.32朝 日新 聞社99.5
(2)(報告r)『 ブー タ ンの歴 史的建造物 ・集落保存 のた めの基礎 的研 究』(斎藤、宮 澤、伊東 、木村、鈴木 、糸永、
川口、加藤 、武 内、 中園 、山田、水谷)科 学研 究費補助 金研 究成果報告 書 【本 文編】p.312【図版編 】p.21200.3
(3)(論文)KatsuraVilla『ArchitectureandArt:CulturalHeritageSites』PP.46-49GettyEducationInsti-
tuteForTheArts99.6
(4)(解説)江 戸時代 の御所 と別荘 『皇 室 の名宝 御所 と離 宮』pp.170-171朝日新聞社99.5
(4)(解説)離 宮 の錺 金具 『皇室の名宝 御所 と離 宮』p.188朝日新聞社99.5
(4)(解説)桂 離宮 『皇室の名宝 御所 と離宮』pp.189-193朝口新聞社99.5
(4)(解説)桂 離宮 の庭 園 『皇室 の名宝 御所 と離 宮」p.194朝日新聞社99.5
(4)(解説)修 学院離 宮 『皇室 の名宝 御所 と離 宮』pp.195-196朝日新聞社99.5
(4)(解説)修 学院離 宮の庭園 『皇室 の名宝 御所 と離宮』p.197朝日新聞社99.5
(4)(解説)国 際協力 への取組 み 『文化 庁月報』pp.8-9ぎょうせい99.10
(6)(講演)ベ トナム の全国民 家調査 「第5回 ホ イア ン町 並み保存国際 シンポ ジウム:ベ トナムにお ける文化 財の保
存 につ いて」 昭和 女子大学国際文化研 究所99.11.4
一?3一
(6)(講演)文 化財 を とお しての国際協 力 全 国国宝重要 文化財所有 者連 盟講演 会99.12.2
(6)(発表)文 化財 の分 野 にお ける 日本 の国際協 力 「日本 ・モ ン ゴル文化 フォー ラム」 国際交流 交流基金99.12.9
(6)(講演)近 世 宮廷 文化サ ロンの文芸 と遊興 の場 昭和 の くら し博物館 講演会00.2.12
(6)(講演)ヴ ェニ ス憲章 とオーセ ンテ ィシテ ィ 「ホ イ ア ン文化 財 修復 セ ミナー2000」ベ トナ ム ・ホ イ ア ン市
00.3.19
(6)(講演)ベ トナムの民 家調 査 の 目的 と方法 「ベ トナム木 造建 築 文化財 保 存越 日 シ ンポ ジウム2000」ベ トナ
ム ・ハ ノイ市00.3.22
(6)(講演)温 泉津 の歴史 と魅力 温 泉津町教育委 員会講 演会00.3.26






(3)(論 文)展 示 公 開 施 設 の 館 内 環 境 調 査 報 告 一 平 成IO年 度 一(石 崎 、 佐 野 、 三 浦)『 保 存 科 学 』 第39号pp.87-91
00.3
(5)(発 表)天 然 染 料 染 色 絹 布 の キ セ ノ ン ラ ン プ 劣 化 に よ る 変 退 色 に つ い て(斎 藤(麻)、 小 原 、 馬 越 、佐 野 、谷 田 貝 、











(6)(講 演)文 化 財 の 科 学 調 査 、 指 定 文 化 財 修 理 技 術 者 講 習 会(..sl:都)99.10
(6)(講 演)文 化 財 の 保 存 と環 境 、 武 蔵 大 学99.ll.15
塩 谷 純SHIOYAJun(美 術 部)
(3)(論文)容 斎 断章 『没後120年 菊池容斎 と明 治の美術』 練馬 区立 美術 館pp.ll-2399.10
(6)(講演)"写 意"と"理 想"と"こ ・う もち"明 治 中期 の 日本 画 と言説 第33回美術 部 ・情報 資料部公 開学術
講座 於 東京都 美術 館99.10.22
島 尾 新SHIMAOArata(情 報資料 部)
(3)(論文)雪 舟画伝 来考近代編(稿)『 天 開図画』2号t燈1舟 研究会pp.456399.3








(論文)日 月の図像学 「日月四季花鳥図鮮風」再論r美 術史論壇」9号pp.12513699.9
(論説)多 様化するまなざし 『谷口財団70年の歩み ・学術研究と国際シンポジウム』pp.130-13199.11
(論説)一 禅僧の見た日中交流 『世界美術全集東洋編 ・元』月報 小学館99.10
(解説)渡 唐天神図 『皇室の至宝 東山御文庫御物』1毎 日新聞社99.4
(解説)孔 門十哲図屏風、ほか 『皇室の至宝 東山御文庫御物』2毎 日新聞社99.8
(解説)薄 に小鳥図、ほか 『皇室の至宝 東山御文庫御物』3毎 日新聞社99.12
一74一
(6)(講演)雪 舟と室町時代の水墨画 於四日市市立博物館99.5.22
(6)(講演)室 町時代の画と詩一雪舟筆 「破墨山水図」について一 第33回美術部・情報資料部公開学術講座 於東
京都美術館99.10.22
(6)(基調報告)新 知見と今後への課題 徳川美術館 ・五島美術館 ・東京国立文化財研究所共催シンポジウム 「科学
の目でみる国宝源氏物語絵巻」 於徳川美術館99.11.20
(6)(講演)雪 舟画の表情 「破墨山水図」の詩 と画 雪舟研究会 於山口県立美術館00.3.19
城 野 誠 治SHIRONOSeiji(情報資料部)
(6)(基調報告)特 殊撮影法による画像再現の試み 徳川美術館 ・五島美術館 ・東京国立文化財研究所共催 シンポジ
ウム 「科学の目でみる国宝源氏物語絵巻」 於徳川美術館99.11.20
鈴 木 廣 之SUZUKIHiroyuki(情 報 資 料 部)
(3)(論 文)想 像 の 「江 戸 」 と帝 国 の 美 術 史 『美 術 フ ォ ー ラ ム21』 創 刊 号pp.120-12699.11
(4)(論 説)日 本 の 前 近 代 美 術 史 の 現 状 と 問 題 点 北 澤 憲 昭 、 木 下 長 宏 、 イ ザ ベ ル ・シ ャ リ エ 、 山 梨 俊 夫 編 『美 術 の
行 方 、 美 術 史 の 現 在:日 本 ・近 代 ・美 術 」 平 凡 社pp.43-4599.8
(5)(研 究 発 表)"MuseologyandMuseographyintheMeijiPeriod(1868-1911),"presentedforapaneldiscus-
sion,entitled"NationalismandArtResearch,"attheGettyResearchInstitutefortheHistoryofArtand
theHumanities,LosAngeles,November9,99
高 桑 いつ みTAKAKUWAIzumi(芸 能 部)
(2>(報告書)地 方に残 る雅楽 ・能楽 の古楽器研 究 科学研 究費補助金研究成 果報 告書00.3
(3)(論文)仁 和寺 蔵 『今様 之書』 と乱 拍子 鎮仙472号99.4
(3)(論文)「恋の祖父 」の古演 出 『芸 能 の科 学』28号pp.1-2200.3
(3)(論文)室 町時代の謡 と嘘子 武蔵 野女子大 学能楽資料 セ ンター紀 要No.1100.3
(3)(論文)能 の唯子 『芸能双 書』NO.26pp.23-3700.3
(4)(解説)太 鼓 の世界一 その歴史 と音 楽一 花伝 の会特 別公演パ ンフ レッ ト99.8
(4)(翻刻)資 料 紹介 「代伝抄 」 『芸能 の科学 』28号pp.53-9500.3
(5)(学会 ラウ ン ドテー ブル)「実践 と しての研究 」パ ネラー 東洋音楽学会第50回大会99.10.17
(5)(学会発表)ミ ッシ ング リンクの発 見 東 洋音楽学会 第428回定例研究会00.2.5
(6)(講演)能 の音楽 「嘘子 」 法政大学 エ クステ ンシ ョンカ レッジ 「能楽講座 」99.5.22
(6)(講演)狂 言の技法 芸能部 夏期学術講座98.7.5-8
(6)(講演)能 の唯子 石川 県立能楽堂 芸能講座99.9.11
(6)(講演)室 町時代 の謡 と嘘子 武蔵 野女子 大学能楽 資料 センター公 開講座99.9.30
(6)(講演)能 の音楽 「唯子 の しくみ」 財 団法人塩尻 市文化振興 事業団能楽入 門講 座00.2.12
(6)(講演)声 と息 鎮仙 会 「公開講座 能の 演技一愚 く ・狂 う一」00.3.28
田 中 淳TANAKAAtsushi(美 術部)
(6)(批評)豊 か な多様性 と沈潜 と 「戦 前期」 とらえなおす 三重、愛知 で2展 覧会 『中 日新 聞』99.10.6(夕)
(6)(解説)20世紀 日本人 の美 の遺産3、4、7、8『 朝 日クロニ クル 週刊20世紀』47、48、51、52号各pp.38-39
99.12.26-00.2.6
津 田 徹 英TSUDATetsuei(情報資料部)
(3)(論文)新 出 ・光明院大威徳明王像 についてr金 沢文庫研究」303号pp.13-40神奈川県立金沢文庫99.10
(3)(論文)僧 形八幡神像の成立 と展開一神護寺八幡神像 と東寺八幡三神像 をめ ぐって一『密教図像』18号pp.
47-68密教図像学会99.12
(3)(論文)中世千葉氏による道教の真武神図像の受容 とr源平闘課録』の妙見説話 野口実編 『千葉氏の研究 第
一75一
二期関東武士研究叢書5』 名著出版pp.167-18000.3
(4)(随筆)放 下僧 の上演にさきがけて 横浜市金沢区主催 『称名寺薪能』パンフレット99.5.1
(5)(研究会発表)室 生寺金堂諸仏私見 彫刻史研究会 於東京国立博物館99.6.5
(5)(基調報告)千 葉氏の妙見信仰 をめぐる二、三の問題 千葉市美術館秋期特別展 『房総の神 と仏』シンポジウム
於 千葉市美術館99.11.13
中 野 照 男NAKANOTeruo(美 術部)
(6)(講演)シ ルクロー ドの仏教遺跡一敦煙莫高窟の壁画保存 にかかわって一 千葉市民文化大学 ㈲千葉市文化
振興財団99.10.29
(6)(講演)シ ルクロー ドの仏 教遺跡 西域北道 の遺跡 と美術一 千葉市民 文化大学 ㈲ 千葉 市文化振興財団
99.11.5
(6)(講演)仏 教美術 とシルクロー ド 神栖町中央公民館00.2.27
中 村 茂 子NAKAMURAShigeko(芸 能 部)
(3)(論文)三 信遠 地域 の くお こない〉 に伝承 した翁猿楽 の特色 『芸能 の科学』28pp.24・5100.3
(4)(解説)民 俗芸 能の継承一21世紀 へ 「奈良新聞 」99.7.2
(4)(解説)祭 りが 創 る歴史 と文化 神奈川 テ レビ ア クセ スNOW99.8.14
(4)(解説)近 畿 ・東海 ブ ロック民俗芸能大 会 奈良 県大 和 高田市サ ザ ンカ ホール99.10.3
(4)(報告)学 校教 育に おける民俗芸能 『音楽鑑賞教育 』2月 号No.37800.2
(4)(報告)東 京花 祭 り見学記 『音楽鑑賞教育 』3月 号No.37900.3
西 浦 忠 輝NISHIURATadateru(国 際文化財保 存修復協 力 センター)
(2)(編集)ト ル コ共和 国 ゴール デ ィオ ンMM古 墳 の現地調 査報告書99.4
(3)(論文)SaltweatheringofthebrickmonumentsinAyutthaya,Thailand(Kuchitsu,Ishizaki&Nishiura)
ENGINEERINGGEOLOGYNo.55pp.919999.4
(3)(論説)岩 の みほ とけの心 を現代 に:国 宝 臼杵石仏 の保 存修復 「文化財 の保 存 と修復 一何 を どう残す のかP」
文化財保 存修復学 会編 クバ プ ロpp.738699.11
(3)(論文)タ イ国 ス コー タイ遺 跡の ス リチュム寺院 大仏 の保 存修復 特 集=ア ジ アの世 界遺産 を護 る 『建 築雑
誌』Vo1.115No.1452pp.22-2500.3
(3)(論文)タ イ国 スコー タイ遺跡 の大仏 中の水分移動解 析(石 崎 、西浦、 シム ネック、 ヴ ァンゲニ ヒテ ン)『 保存
科学』第39号pp.43-5000.3
(4)(監修)シ リア 「世界遺産 を旅 す る:ト ル コ ・中近 東 ・ロシア」 近畿 日本 ツー リス トpp.H2-9199.4
(4)(解説)感 動 的 な遺跡 に出会 える国 シ リア 「世 界遺産 を旅す る:ト ル コ ・中近 東 ・ロ シア」 近 畿 日本 ツー リス
トp.7799.4
(4)(論説)我 が国 によ る文化遺産保存国際協 力 事業の現状 と問 題点 国際 文化財保 存修復研 究会 か らの知 見一(西
浦、二神)「JAPANICOMOSINFOIZMA'1'ION」第4期 第8号PP.172199.11
(4)(解説)第9回 アジア文化財保存 セ ミナーlTOBUNKENNEWS」No.100.3
(5)(発表)我 が国 によ る文化遺 産保存国際 協力'ド業の現状 と問題 点 国際 文化財保 存修復研 究会か らの知 見(二
神、西浦)第21回 文化 財保存修復学 会大会99.6,56
(5)(発表)伝 統 的土壁工 法 を応川 した遺跡保 存法の 開発 パ キ スタン ・ラニガ ト遺跡 の保存 処理(西 浦 、増 井、
海老澤)第21回 文化 財保存修復学 会大会99.6.6
(5)(発表)タ イ国 スコー タイ遺跡 の スリ ・チ ュム 芋院 大仏中の 水分移動解析(石 崎 、西浦、 シム ネッ ク)第21回
文化財保存修 復学会大 会99.6.6
(5)(発表)沖 縄 県、重文 ・園比 屋御嶽石 門 の保 存修 復処 置 と15年経 過後 の状 態 日本文化 財科学 会 第16回大 会
99.6.25-26





(6)(講演)保 存科学 東京農 工大学博物館 学講座99.8.34
㈲(講 演)タ イ国石(レ ンガ)造 遺跡 の保 存修復 一一日・タイ国際共 同研 究の経緯 、現状 、問題 点 第6回 国際文 化
財保存修復 研究 会99.10.14
(6)(講演)ア ジア文 化遺 産 と適正 保存修復技 術 の開発 上智 大学 コ ミュニ テ ィカ レッジ「過 去 と未来 を結ぶ世界 文
化遺産 一ア ジアの文化遺産 と21世紀 一」99.11.4
羽 田 爬HATAHisashi(芸 能 部)
(3)(資料紹 介)代 伝抄r芸 能 の科学』28号pp.55-9500.3
(4)(解説)鯛 庖 丁、二人 袴 友枝 昭 世の会第5回 公演 パ ンフレ ッ ト99.4
(4)(解説)堂 本 正樹 『僕 の新作能』 をめ ぐって 能劇 の座第10回パ ンフ レッ ト99.11
(6)(講演)能 の唯子 名 古屋能楽 友の会99.4.20
(6)(講演)狂 言 の演 出 東京国立 文化 財研究 所芸能部夏期 学術講座99.7.5-8
(6)(講演)能 と歌 舞伎舞 踊の離子 東京国立 文化財研究所芸 能部公 開学術 講座99.11.16





(3)(論 文)輸 出 漆 器 の 修 理 材 料 の 分 析(早 川(典)、 朽 津)『 保 存 科 学 』 第39号78-8600.3
(6)(講 演)「 漆 の 化 学 組 成 と 分 析 」(第6回 漆 文 化 財 修 復 技 術 講 座00.2.26木 曽 地 域 産 業 振 興 セ ン タ ー)
早 川 泰 弘HAYAKAWAYasuhiro(保 存科学部)





(3)(論文)ポ ー タブル蛍 光X線 分析装 置 によ る国宝源氏物語 絵巻の顔料分析(早 川(泰)、平 尾、三浦 、四辻 、徳川)
『保 存科学』第39号pp.H400.3
(3)(論文)三 の丸 尚蔵館所 蔵 「網 干図屏風」の顔 料同定(早 川(泰)、三浦)『 保 存科学』第39号pp.15-2300.3
(4)(解説)ヒ ス イ勾玉 の原産 地 を探 る一硬 玉製勾 玉 に含 まれ る微 最元紮の測定 む きざいNOW第174号(科
学技術庁 無機材質研 究所)99.3
(4)(解説)『文化財 を探 る科学 の眼4一 古墳 ・貝塚 ・鉄 器 を探 る 一』(平尾、111岸編)国 土社pp.6-899.6
(5)(発表)蛍 光X線 分析 法 によ る天正 大判 の 表面 変色 の分 析(早 川(泰)、三 浦、 田尻)第60回 分析 化学 討論 会
99.5.15
(5)(発表)ポ ー タブル蛍光X線 分析装置 の開発 と文化財 試料 への適 用(早川(泰)、平尾、三浦 、田村 、杉原、佐藤 、
四辻、徳川)日 本文化財科学 会第16回大会99.6.26
(5)(発表)ア イヌ玉の 考古化学 的研究(2)(斉藤(亜)、早 川(泰)、平尾、中井、佐 々木)日 本文化 財科学会 第16回
大会99.6.26
(5)(発表)蛍 光X線 分析法 による文化財試料 の分 析 第3回分析 化学東京 シ ンポ ジウム99.9.2
(5)(発表)ポ ー タ ブル蛍光X線 分 析装置の開 発 と国宝源氏 物語絵巻 の分析(早 川(泰)、平尾、 三浦、 田村 、杉原、
佐 藤、四辻 、徳 川)日 本分析化 学会第48年会99.9.8
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(5)(発表)ポ ー タブル蛍 光X線 分析装置 の開発 と文化財試料 への適用(田村 、杉原 、佐藤 、早川(泰)、平尾 、三 浦、
四辻 、徳 川)第35回X線 分析討論会99.11.4
(5)(発表)Multi-elementAnalysisofEarlyChineseBronzeObjectsbyICP-AES/MS(Y.Hayakawa,Hirao,
Jin,andZheng)2000PittsburghConference2000.3.14
(6)(講演)可 搬型 蛍光X線 分析装置 に よる文化財 試料の測定 中国科学院 自然 科学 史研究 所講演 会「文 化財 の科学
的調査 」 中国科学院 自然科学史研究所99.10.26
(6)(講演)蛍 光X線 に よる顔 料成分 の直 接分析 につ いて 徳 川美術館公 開 シンポ ジウム 「科学 の 目で み る国宝 源氏
物語絵巻 」 徳 川美術館99.11.20
平 尾 良 光HIRAOYoshimitsu(保存科学部)
(1)(編集)『青銅の流通 と鋳造』平尾良光編、鶴山堂(東 京)99.2.26
(1)(編集)古 墳 ・貝塚 ・鉄器を探 る 『文化財を探 る科学の眼一4』平尾、山岸編











(3)r古 代青銅 の流通 と鋳造』鶴 山堂(東 京)平 尾良光編pp.
29-161
(3)r古 代青銅 の流通 と鋳造』鶴 山堂(東 京)平 尾良光編pp.
163-208
(3)r古 代 青銅 の流通 と鋳造』鶴 山堂(東京)平 尾良光編pp.315-325
99.2.26
(3)(論文)カ マ ン・カ レポユ ックの第12次調査(1997年)で出土 した鉛製品 の鉛同位体比(榎 本 、平尾)『 アナ ト
リア考古学研 究』8pp.263-27399.3.13
(3)(論文)ICP・AES/MSによる中国二里頭遺 跡出土青銅 器の多元素分 析(早 川(泰)、平尾 、金、鄭)『 保存科学』
38号pp.98-IO799.3.31
(3)(論文)鉛 同位体 比法 を用 いた産 地推定1号Ilゴ学 と年代測定学 ・地球科学 」『考古 学 と自然科学4』 松 浦、上杉 、
藁科編 同成 社(東 京)pp.314-34999.4.10
(3)(論文)古 代 中国青銅器 の鉛 同位体比 『日本 中国 考占学 会会報 』9pp.12399.10.16
(3)(論文)景 初4年 銘竜虎鏡 の鉛 同位体比('r尾、榎 本、早lll(泰))『辰馬考 古資料館 考古学研 究紀 要』3pp.
52-58(1999)(2000年5月18日配 布)OO.5.18
(3)(報告)山 梨 県長田 口遺跡 か ら出土 した銅 製品の 自然科学的調査(平尾 、瀬川)「 山梨県 中巨摩郡 櫛形 町長 田 口
遺跡」『山梨県埋蔵文化 財セ ンター調査報iii7ft第82集』山梨 県教 育委 員会編pp.219-223(1993)(1999年に配布)
99.6.17
(3)(報告)東 京都 八王子市 中郷遺 跡 か ら出f:した小 銅鐸の鉛 同位体比(平 尾、 鈴木)『 東京都八王子 市中郷遺跡』
八王子市 中郷遺跡発 掘調査団編pp.119122(1998)(1999年に配布)1999.5.27
(3)(報告)下 り松遺 跡か ら出土 した銅製品(ii1一川(泰)、榎 本、 平尾)「 一般 国道50-x;結城 バ イパ ス改築工事地 内埋
蔵文化財 調査報告書 」 『下 り松遺跡 ・油 内遺 跡(ド巻)』 茨城 県教 育財 団文 化財調査 報告 第145集 茨 城県 ・茨城
県教育財 団編pp.435-44599.3.26
(3)(報告)前 田村遺跡 か ら出土 した和鏡 の 白然科学 的研究('1梶、早川(泰)、榎本)「 伊 奈 ・谷和原丘 陵部特 定土
地 区画整 理事業事 業地内埋蔵文化 財調査 報告轡4」 『前田村遺跡G・H・1区(下 巻)』茨城 県教育 財 団文化財 調
査報 告書 第146集 茨 城県 ・茨城 県教育財団綱pp.88389699.3.26
(3)(報告)熊 の山遺跡 出土の天部立像 お よび耳環 に関す る自然 科学 的調査(早川(泰)、榎 本、平 尾)「(仮 称)島名 ・
福 田坪 地区特定土地 区画整理事 業地内埋蔵 文化財調査 報告轡 Ⅲ」 『熊の 山遺 跡(下 巻)』茨城 県教 育財 団文 化財
調査報 告書 第149集 茨城 県 ・茨城 県教育財 団編pp.589-59899.3.26
(3)(報告)加 茂政 所遺跡 出土銅 釧の鉛同位体 比(平 尾、榎 本)「 加茂政所遺 跡 高松 原古才遺跡 立 田遺 跡」 『岡山






尾)『 村史紀要千代川村の生活 第5号 』千代川村史編さん委員会編pp.62-7699.7.12




(3)(報告)浄福寺2号 遺跡出土銅釧の鉛 同位体比(馬淵、平尾)「 東広島ニュータウン遺跡群II(本文編)」『広島








(4)(解説)鉛 同位体比から見た古代 日本の青銅器(平 尾、鈴木)ぶ んせき1999-11pp.930-93699.11.11
(5)(発表)ア イヌ玉の考古化学的研究(斎 藤(亜)、早川(泰)、平尾、中井、佐々木)日 本文化財科学会大16回大
会99.6.26
(5)(発表)ト ルコ共和国のカマン ・カレポユ ック遺跡から出土 した鉛製品の鉛同位体比(榎 本、平尾)日 本文化
財科学会大16回大会99.6.26
(5)(発表)福 田型銅鐸の鉛同位体比(平 尾、鈴木)日 本文化財科学会大16回大会99.6.26
(5)(発表)藤 ノ木古墳 と観音 山古墳 出土の銅製品の鉛同位体比(平 尾、榎本)日 本文化財科学会大16回大会
99.6.27
(5)(発表)ポ ータブル蛍光X線 分析装置の開発 と文化財資料への適用(早川(泰)、平尾、三浦、田村、杉原、佐藤、
四辻、徳川)日 本文化財科学会大16回大会99.6.26
(5)(発表)ポ ータブル蛍光X線 分析装置の開発 と国宝源氏物語絵巻の分析(早 川(泰)、平尾、三浦、田村、杉原、
佐藤、四辻、徳川)日 本分析化学会第48年会99.9.8
(5)(発表)ポ ータブル蛍光X線 分析装置の開発 と文化財資料への適用(田村、杉原、佐藤、早川(泰)、平尾、三浦、
四辻、徳川)第35回X線 分析討論会99.11.4











(講演)鉛 同位体比法を用いた青銅材料の産地(平 尾、早川(泰)、金)国 際 日本文化研究センター99.9.20







(講演)日 本で出土 した古代銅器の鉛同位体比 第5回 『和の国』連続国際 シンポジウム99.12,7




(4)(翻訳)甦 った王 妃 ネフェル タ リ(N.ア グニ ュー、前 川信)「 日経 サイ エ ンス」2月 号 日経 サイ エ ンス社
pp.66-7200.2
(4)(解説)第6回 国際文化財保存修復研 究会 「TOBUNKENNEWS」No.1PP.1-200.3
(5)(発表)我 が国 に よる文化遺 産保 存国 際協 力事 業 の現 状 と問題点(1)一国 際 文化財 保 存修 復 研究 会 か らの知 見
一(二神 、西浦)第21回 文化 財保存修復学 会講演 会大会 京都 造形芸術 大学99.6.5-6
(6)(講演)夏 休 み地 球 カ レッジ1999名 古屋 市科学館99.7.25
(6)(講演)夏 休 み地 球 カ レッジ1999ア クロス福岡99.7.31
星 野 紘HOSHINOHiroshi(芸 能 部)
(4)(解説)民 俗芸能 とは何 か④ 獅 子舞 「音楽文 化の創造 」No.1499.6.1
(4)(解説)民 俗芸能 とは何 か⑤ 人 形 まわ し 「音 楽文化 の創造 」No.1599.9.1
(4)(解説)チ ベ ッ ト族の輪踊 り 「国際民俗 芸能 フ ェステ ィバル 青森 公演」 プロ グラム99.10.17
(4)(解説)記 録作成 の方法 「民俗音楽」2500.3
(4)(解説)民 俗芸能 普及伝承へ の大 きな 貢献 「かながわの 民俗 芸能 」6400.3
(6)(講義)芸 能文 化史 「博物館職 員講習 」 文部省 ・国立教 育会館社会教 育研修所99.7.7
(6)(発表)第10回 地 芝居サ ミッ ト パ ネル デ ィスカシ ョン"子 供 へのアプ ローチ"和 歌 山県清 水町 ㈹全 日本郷土
99.9.
(発表)SystemofYrotecti()ilforIntangibleCulturalPropertyandIntangibleFolk-CulturalPropertyin
「ユ ネス コ無 形文化財制 度 に関 する国際 ワー クシ ョップ」 韓国99.10.15
(解説)チ ベ ッ ト族の輪踊 り 慶 応大学 アー トセン ター99.10.20







(6)(解説)杉 野原 の御田植 え 「第49回全国民俗 芸能 大会」 働 日本青年館99.11.27
(6)(発表)シ ンポ ジウム"伝 統芸能 の伝承"「 文化振 興会議1文 化庁 ・埼玉 県教育委員 会OO.1.25
(6)(発表)PresentsituationofparticipatiollintheI)ataDankproject-Japan「20()O年アジア太平洋地域 セ ミ
ナー」ACCUOO.2.8
増 田 勝 彦MASUDAKastuhik〔》(修 そ夏技術 部)
(3)(解説)高 松塚 古墳壁画 の保 存修 復 「海 外の1体 美術品 の修 復」ガ垂を渡 った文化財 一様 々なすがた とわざ一第
13回「大学 と科学」公 開 シンポ ジウム組織 委 員会編 クバ プロpp.ll412299.1
(3)(解説)敦 煙文 化財の保存修 復に関す る日中共同研 究 「文化 財の保存 と修復 」文化財保 存修復学 会編集 クバ
プ ロpp.65-7299.11
(3)(解説)敦 煙文 化財の保存修 復に関す るIiIll共同{肝究 「X部時報」文 部省pp.38-39{}O.1
(3)(解説)"Conservati()nofWa11Pailltings111Jを1Pal1"、Preprintof9thSe111illorOlltheConservationof
AsianCulturalIleritageOi1St'1'ViltlO11》fWallPahlthlgshlAsiapp.444799.5
(3)(解説)電 子線 で劣化 した絹 が歴 史的絵画 の修 理 に利川 され ている ―Isotope・News」社1・11法人 日本 アイ ソ トー
プ協会pp.10-1199.7
(3)(解説)高 松塚 古墳壁画 の修 復 『週i二lj朝日百科ii本 の国宝109』・;サlli新聞社pp.27527799.4.4
(4)(コラム)揉 みか ら紙 と保 存会の こと1百 万塔 」1{〕4号側)紙U)博物 館99.10
(4)(コラム)風化 す る震 災体験、 「文化財 は守れ るのかP阪 神淡路 大震災の検証 」 文化財保 存乖誓復学 会編 クバプ
ロp.8799.6.5
(6)(講演)修 復 技術 文建 協 研修99.ll.15
(6)(講演)絵 画 の保 存 と修理 朝 日 カル チ ャー セ ン ター公 開講 座1伝 統技 術 と保 存科学 占美術保 存 の現状 」
00.3.11
(6)(講演)ド ウサ と和紙 の劣化 日本美術 家連盟研修 会OO.1
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松 原 藁 智 子MATsuBARAMichiko(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー)
(3)(論 文)GlossaryofUrushiTerms「lnternationalCourseonConservationofUrushi1999」東 京 国 立 文 化
財 研 究 所PP.132399.8
(3)(論 文)GlossaryJapaneseandEuropeanLacqucrware(Miura,KatoandMatsubara)(Ed.Michael
Ktlhlenthal)「ArbeitsheftedesIiaycritichenLandesamtesfUrDenkmalpflege」pp.588-6002000.2
(4)(翻 訳)第1、2章(中 川 武 監 修)「AnnuallleportontheTechnicalSurveyofAngkorMonument1999(ア
ン コ ー ル 遺 跡'調査 報 告 轡1999)」 日 本 国 政 府 ア ン コ ー ル 遺 跡 救 済 チ ー ムpp.21-2533-9099.7
(4)(翻 訳)「C(》ntcmporaryJapalleseDecorativeArti!1TraditionalStyle(アジ ア 友 好 日 本 古 美 術 展 「現 代 日 本
























(4)(翻 訳)OnthePublicationoftheRestorationReport(AkiyoshiWatanabe)「在 外 日 本 古 美 術 修 復 協 力 事 業
修 理 報 告{1}工 芸rl占1」 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所p.22000.3
(4)(翻 訳)OntheRestoratiollofCraftW()rksillForcigllMuseums(IIiroshiKato)「在 外 日本 古 美 術 修 復 協 力
'!}修 理 報 告 樽+!・rr-1.i;nnI」東 京 国 立 文 化 財 研 究 所pp.4522000.3
(4)(翻 訳)ColorC;apticros「在 外 日 本 古 美 術 修 復 協 力 事 業 修 理 報 告 ・ill工芙llllI」東 京 国 立 文 化 財 研 究 所
pp.15182000.3
(4)(翻 訳)OntheKestorationofthe``〃召〃`・1ぜ`〃`,ηTraywithEaglePattem"intheCollectionofthePeabody
EssexMuseum(YoshiakiTaguchiandIIikaruiOi171)「在 外 日 本 古 美 術 修 復 協 力 事 業 修 理 報 告 書 工 芸 品
1」 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所pp.28-352000.3
(4)(翻 訳)UlltheRestorationofExportedUrushiwarewithAnimalGlueandUrushi(HirotshiKatoand
WataruKawatwbc)― 在 外Il本 古 美 術 修 復 協 力 事 業 修 理 報riiiii工芸llllI」東 京 国 立 文 化 財 研 究 所p.42
2000.3
(4)(翻 訳)OntheIZestoraticmof"Sulzrcrrr〃で〃`・1(抜γθん'4"(KiyomiOkukubo)「在 外 日 本 古 美 術 修 復 協 力 事 業
修 理.報告 轡 工 芸 品1」 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所pp.51582000.3
一81
(4)(翻 訳)OntheRestorationof"MakieHyomonSaddle"intheCollectionoftheEastAsianArtMuseumin
Cologne(YoshihikoYamashita)「在 外 日 本 古 美 術 修 復 協 力 事 業 修 理 報 告 書 工 芸 品1」 東 京 国 立 文 化 財 研
究 所pp.71-762000.3
(4)(翻 訳)OntheRestorationof"S≪.tiui-rokakuMakieVases"intheCollectionoftheNationalMuseumofArt,
Dresden(YoshihikoYamashita)「在 外 日 本 古 美 術 修 復 協 力 事 業 修 理 報 告 書 工 芸 品1」 東 京 国 立 文 化 財 研
究 所pp.87-922000.3
(4)(翻 訳)OntheRestorationofaYarn-galaHelmetintheCollectionoftheMetropolitanMuseum(Masami
Ozawa)「 在 外 日本 古 美 術 修 復 協 力 事 業 修 理 報 告 轡 工 芸 品1」 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所pp.99-1022000.3
松 本 修 自MATSUMOTUShuji(国 際 文化財保 存修復協 力セ ンター)
(1)(編著)古 代 住居 ・寺社 ・城郭 を探 る 『文化財 を探 る科学 の眼6』(平 尾良光 と共 編)48p国 土社99.ll






(解説)門 を 通 し て 建 築 物 を み る 「古 代 住 居 ・寺 社 ・城 郭 を 探 る 」pp.27-2899.11












三 浦 定 俊MIURASadatoshi(保 存 科 三学 部)
(1)(編 集)"JapaneseandEur〔}peallLacquerware-Adoptiol1・Adapticm・Conservation"MichaelKuhlenthal
Ed.BayerischesLaildesamtftlrDellkmalpflege,MtlnchenOO.3
(3)(著 書)「 研 究 の 始 ま り 一 忘 れ ら れ た 塗 りの 技 術 一」 『海 を 渡 っ た 文 化 財 様 々 な す が た とわ ざ 一 』第13回 「大 学











(4)(解説)鎌 倉大 仏 の科 学調 査一修理 と保 存 の新 しい局 面 週 刊 朝 日百 科r日 本 の国宝 』第109号pp.274-275
99.4
(4)(解説)光 学 的調査法 『日本の 美術 』400号pp.74-7999.9
(4)(解説)「永仁 の壼 」の材質鑑定 「SUTBULLETIN」第17巻第1号PP.19-2300.1
(論文)美 術工 芸品 の地震対 策 「建 築防災 」第263号pp.253099.12
(論文)臭 化 メチル の使 用規制 について 「文化財 の虫 菌害 」第38号pp.3899.12
(論文)古 文化 財研究 と光技術 「第24回光波 セ ンシング技術研 究会講演論 文集」pp.21-2899.12
(論文)文 化財 の生物被 害対 策の現状 臭化 メチル燐蒸 の代 替対応策 につ いて一(木川、三 浦、山野)「 文化財
pU.707900.3
(論文)ポ ータ ブル蛍光X線 分析装ryillLによる国宝源氏物 語絵 巻の顔料 解析(早川、平尾 、三浦 、四辻、徳川)『 保
pp.1-1400.3
(論文)三 の丸 尚蔵館所蔵 網 干図扉風 の顔 料同定(県 川、三浦)『 保存 科学』第39号pp,152300.3
(論文)展 示公 開施設 の館 内環境 調査報 告 一平成10年度(石 崎 、佐野 、三浦)『 保 存科学 」第39号pp.87-91
一82一
コ(4)(解 説)ド ウ サ と紙 の 劣 化 「連 盟 ニ ュ ー ス 」(日 本 美 術 家 連 盟)第387号pp.1-200.2
(5)(発 表)速 見 御 舟 の 絵 画 技 法(小 谷 野 、 米 田 、 東 定 、小 谷 野 、 三 浦)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第21回 大 会99.6.5-6
(5)(発 表)低 酸 素 濃 度 お よ び 二 酸 化 炭 索 に よ る 殺 虫:日 本 の 文 化 財 害 虫 に っ い て の 実 用 化(木 川 、 実 宝 、 山 野 、 三
浦 、 後 出 、 木 村 、 富 田)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第21回 大 会99.6.56
(5)(発 表)電 解 式 除 湿 器 を 用 い た 展 示 ケ ー ス 内 の 安 定 型 低 湿 度 制 御(香 林 、 酒 寄 、 宮 地 、 木 村 、 山 内 、 三 浦 、 竹 内 、
花 田)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第21回 大 会99.6.5-6
(5)(発 表)世 界 の 文 化 財 倫 理 綱 領 の 現 状 文 化 財 保 存 修 復 学 会 第21回 大 会99.6.5-6
(5)(発 表)ポ ー タ ブ ル 蛍 光X線 分 析 装ltL`の開 発 と 文 化 財 試 料 へ の 適 用(早 川 、 平 尾 、 三 浦 、 田 村 、 杉 原 、 佐 藤 、 四



















(6)(講 演)展 示 環 境 の 科 学 第1回 指 定 文 化 財(美 術 工 芸 品)企 画 ・展 示 セ ミ ナ ー(東 京)99.7.12、(京都)99.11.8
(6)(講 演)保 存 科 学 文 化 財 建 造 物 保 存 技 術 者 養 成 研 修(東 京)99.11.15
(6)(講 演)生 物 被 害 対 策 の 今 後 公 開 承 認 施 設 連 絡 協 議 会(東 京)00.1.13
山 梨 絵美子YAMANASHIEmiko(美 術部)
(3)(論文)五 百城文 哉再 考 五 百城文哉 展(水 戸市立博物 館 ・小杉放奄記念 日光 美術館)図 録pp.8-900.2
(3)(論文)「高村光雲 その時代 と作 品一仏師 か ら彫 刻家 へ」「高村 光雲年 譜」 『高村規 全撮影 木彫 高村光 雲』
中教出版pp.212-226,pp.228-23999.9
(4)(解説)黒 田清輝 展か ら 大 分合同新 聞99.9.16






(解説)原 田直次郎 「靴屋の阿爺」解説(和 ・英)大 蔵省印刷局 凹版美術集
(評論)轡 評 ・大竹伸朗著 「すでにそこにあるもの」 『週刊ポス ト』9月10日号(1505号)
(発表)日 本近代 における 「工芸」概念の成立 美学会全国大会 シンポジウム99.lO.3
(講演)黒 田清輝 と林忠正 武蔵大学99.11.29
山 野 勝 次YAMANOKatsuji(保 存 科学部)
(3)(論文)5種 の シフル トリン製剤の防蟻効 力試験 「文化財 の虫 菌害」37号pp.7-1499.6
(3)(論文)薬 剤混入 防蟻 板 の野 外効 力試験 「文化財 の虫菌害 」37号15-19pp.99.6
一83一















(6)(講 演)文 化 財 害 虫 の 生 態 と 防 除 対 策 第21i・1文化 財(轡 籍 ・占 文iiiを 含 む)の 虫 菌 害 保 存 対 策 研 修 会 文 化
財 虫 害 研 究 所99.7.1
(6)(講 演)文 化 財 虫 菌 害 燃 蒸 処 理 仕 様 淋 な ら び に 危 害 防 止 措 置 規 定 に つ い て 第19回 文 化 財 虫 菌 害 処 理 実 務 講 習
会 文 化 財 虫 害 研 究 所99.lO.7
(6)(講 演)昆 虫 学 の 基 礎 的 知 識 昆 虫 に よ る 文 化 財 の 被 害 と 防 除 文 化 財 の 殺 虫 燃 蒸 第21回 文 化 財 虫 菌 害 防 除
作 業 主 任 者 の 能 力 認 定 試 験 と そ の 講 習 会 文 化 財 虫 害 研 究 所99.2.2
(報告)平 塚市 美術 館生物被害 調査99.3.7
(報告)国 立歴史 民俗 博物館 生物 被害調査OO.3.27
(論説)〈巻 頭言〉乾材 シロア リの防除対策の確立 を 「しろあ り」116号pp.1-299.4
(解説)「第19回文化財 虫菌害煉蒸処理 実務講轡会」 報告 「文化 財の虫菌害 」38号pp.42-4499.12
(解説)燥 蒸施工 こぼれ話 『文化財 の虫菌害』37号pp.32-3599.6
(解説)野 外 シ ロア リ試験 こぼれ話 「しろあ り」118号pp.27-2899.10
(発表)低 酸素濃 度お よび二 酸化炭素 によ る殺虫一 日本 の文化財 害虫 につい ての実 用化 一(木川、実 宝、 山野 、
文化財保存修復学 会第21回大 会99.6.5
米 倉 迫 夫YoNEKuRAMichio(情 報資料部)
(3)(論文)掛 幅伝 絵研究 の課題 法然 ヒ人伝 絵の場合 一『仏教 文学」24号Pp.1526仏 教文学 会00.3
(5)(学会発表)掛 幅伝絵研 究の課題 仏 教文学 会全国 大会99.6.5
(6)(講演)鎌 倉 時代 の肖像画 神 奈川 県 、ンニ金沢 文11期 特別講演 会99.5.16
(6)(基調報告)温 故知新 東京liくドノ:博物 館法隆 芋宝物館 開館記念 シンポジ ウム 博物館 ・美術館 にお けるマルチ メ
デイアの活用一 於 東京国 、`五博物館'1∠成館講 堂99.7.27
(6)(講演)日 本 肖像画 の諸相 香川 県 美術r芸 イ肝究所'{∠成10年度 美1ボ1講演 会OO.1。29
渡 邊 明 義WATANABEAkiy《)shi(所 ⊥f)
(1)(著 書)古 代 絵 画 の 技 術 『日本0)庭 術 』401号 至 文 堂99.10
(6)(講 演)WallpaintingofAsia:'rheircollservation,restoratiollalldilltematiollalcook)erati(》n(アジ ァ の 壁
画:そ の 保 存 修 復 と 国 際 協 ノJ)第91・1ア ジ ア 文 化 財 保 存 セ ミ ナ ー1,1調講 演99.lLl6



















































































表 とともに、欧米で普及 し始めたIPMの取 り組みの具体例や、新たな文化財の殺虫法についての発表が行われ、国内




欧米 とアジアの違いはもとより、アジアのなかでも、東南アジアのタイ ・シンガポールなどと、東アジアの日本 ・
韓国などでは、気候や国状がかな り異な り、取 り組みの内容はそれぞれである。しかし、逆に共通 していえることは、
文化財の害虫の発生の原因 を探 り、適切な対処 を早期に打 っていくことで、毒性の強い薬剤のみに頼らずに文化財を
害虫から守 る方法論 をそれぞれの地域で追求 し始めていることである。
日本 においては2005年の臭化メチル全廃を前に、一一日も早い対応が必要である。わが国の気候条件を考えると、ガ
ス燥蒸 という方法論 は、非常事態の対処法 としてはとっておかねばばらない選択肢であるが、 もはや世界情勢からみ
ても、予防の方法論 といくつかの代替策を普及していくことがわが国にとって も急務である。
② アジア文化財保存セミナー
人類共通の貴重な遺産である文化財を保存 し、継承 していくためには国際協力が不可欠である。特にアジア地域 に
おいては、その必要性 と緊急性が叫ばれている。
本セ ミナーは、アジアの文化財保存に関する種々の問題 について報告と協議を行なうものである。 日本およびアジ














アジア地域には多 くの貴重な壁画が残 されている。 これらは主に建造物の壁や古墳内の壁 に描かれてお り、美術的
に優れているばか りでな く、歴史資料 として極めて重要なものである。 しか し、それ らは時間の経過 とともに、様々
の要因により劣化状態にあるものが多い。従って、 これ ら貴重な壁画を後世に伝 えるためには、保存修復処置を行 う
ことや保存環境を整えることが不可欠であ り、そのための技術を向上させていくことが緊急の課題である。セミナー
では、壁画の保存 と修復に関する技術的な諸問題、および、 どこまで復元するのか等の保存哲学、社会学について、
アジア諸国の実状 を報告 し合い、よりよい方向に向けての協議を行うものである。尚、本セ ミナーで対象 とする壁画
は、アジア地域の伝統的なもののうち建造物、石窟寺院あるいは墳墓(い ずれ も遺跡を含む)で 、土壁、板壁に下地
を塗ってか ら描かれた絵画とする。岩 に直接描かれた、あるいは刻まれた、いわゆるロックアー トは含めないもの と
した。
セ ミナーは、壁画の保存 にたずさわっているアジア諸国および国際機関の専門家による事例報告 と、出席者による
討議 という形式で行った。
内 容
11月14日(日)サ イ トセ ミナー(日 光)
11月15日(月)サ イ トセ ミナー(日 光)





14:00～15:00基調講演 「ア ジアの壁画:そ の保存修 復 と国際協力」
15:30～16:30基調講演 「壁 画保 存の ための憲章」 イコモス名誉議 長
16:30～17:10「イ ン ドにお ける壁画 の保 存」 イン ド国立 文化財研究所
17:10～17:50「バ ングラデ シュにおけ る保存 の実 際」 ダ ッカ大学助教授




ローラ ン ド ・シルバ
アツル ・K・ ヤダ ヴ










「日本の壁画の保存」 東京国立文化財研究所 ・修復技術部長 増田勝彦
「韓国における伝統的壁画保存の現状」 韓国国立文化財研究所 金 思恵
「キジル石窟壁画の顔料に関す る研究」 敦煙研究院 蘇 伯民
「ルアン ・プラバ ンのパフワク寺院の壁画の保存」
ラオス博物館考古局 ・次長 ボーンホム ・チャンタマッ ト
「記念建造物木造部材の金彩色漆の保存」
ベ トナム文化財保存センター ・副所長 レ ・タン ・ヴィン
「タイにおける壁画の保存」 タイ国芸術総局 ヴィラチャイ ・ヴィラスクサワディ
「南スラウェシにおける壁画の保存:ト ラジャの伝統的家屋の木壁の場合」





「マレーシアの壁画に関する予備調査」 マレーシア博物館考古局 サニム ・ビン ・アーマ ド
「大気汚染 と壁画の保存:ア ジアの遺産に対する評価 と初期警告 システム」
ユネスコ(推薦)ウ ェスレイ ・K・フォーエル(米)
11月18日(木)セ ミナー(国 立 オ リンピ ック記念青 少年総合 セ ンター)
9:40～10:20「ブー タンにおけ る壁画 の保 存」 パ ロ国立 博物館 ギ ュエ ム ・シェ リン
10:20～11:00「ネパ ールにおけ る壁画 の保 存」 ネパー ル中央文化財修 復研究所 オム ・プ ラカ シュ ・ヤ ダヴ
11:00～11:40「現 場で の壁画 の保 存:保 存技術 者に とっての一 つの挑戦 」


























欧米の美術館 ・博物館の保管する日本i芸 品に対する関心の高まりの中で、海外からの日本工芸品に関する保存 と
修復に対する問い合わせが出はじめている。 しかし、従来この分野ので詳しい調査が行われておらず、保存 と修復に
関する研究も十分 とはいえない。今回、輸出i二e-J:品に関する歴史的研究および実践的修復の最新情報を報告し、今後
の保存 と修復の課題 を提示 したい。














13:30～14:30―ク リーブ ラン ド美術館蔵 大般若経 厨子 の修復 につい て」
漆 芙修復家 北村 昭斎
1430～15:20「 メ トロポ リタン美術 館 鳳鳳 蒔絵螺VIII矢筒の修復 につい て」
U白 漆芸 文化財 研 究所 室瀬 和 美
15:20～16:001ケル ン東洋 美術館 蔵 瓢策 蒔絵螺鋼鞍 の修復 について」
漆 共修 復家 山 ト 好彦
16:00～16:40「メ トロポ リタ ンX術 館 蔵 黒 漆兜の修復 につ いて」




















Ⅳ 「淡路人形浄瑠璃 を核 にした特色ある学校づ くり」
V「椎葉村における学校教育と民俗伝承」
総合討議 司会 星野 紘、中村茂子
成 果










1.明 確 な 目標 を設定 す る。
2.先 の四 者の 共通理解 が必 要で ある。
3.地 域 に伝承 芸能 がない場 合 は、新 作 に取 り組 むこ とも.,J能
で ある。 その場合 は、 日標 を明確 に し、学校 の立場 や状況 に
よって異な ってよい。
4.軌 道修iEをしつ つ終始 柔軟 に取 り組 む。











存修復を行 う際には、様々な問題に直面 しているのが現状 である。
本研究会は、海外 の文化財の調査研究、保存修復事業に携わるさまざまな分野の国内の専門家を招 き、文化財保存
修復の国際協力事業に関するさまざまな問題点について議論 し、その解決に向けて方策を探 ることを目的 とする。 ま
た、本研究会は情報ネットワーク構築の一環 としても位置づ けている。





「ヴェ トナム、フエの保存修復の経緯、現状、問題点(1)」 早稲田大学 中川 武
「ヴェ トナム、フエの保存修復の経緯、現状、問題点(II)」 日本大学 重枝 豊








「エジプ ト、アブ ・シール南丘陵遺跡の保存修復」一石像建造物に関す る保存修復案作成に向けての問題点一




「エジプ ト博物館における王族 ミイラの保存、展示プロジェク ト」
アメリカ ・ゲティ保存研究所 前川 信
g「ギリシャにおける遺跡の保存修復」 熊本大学工学部 伊藤垂剛




(4)研究会 ・講演会 な ど
1)総 合研究会
総合研究会では毎年4、6、10、12、2月に各部 ・センターが順番に研究発表を行っている。
期 日 題 目 所 属 難 灘 饗 饗'
99.4.13ブータンの歴史的建造物と集落 国際文化財保存修復協力センター 斎 藤 英 俊
99.6.8意匠研究会(遂 初会)に ついて一明治期"理 想画"の 研究 に向けて一 美術部 塩 谷 純
99.10.12民俗芸能に伝承する翁猿楽一三信地域のおこないを中心に一 芸能部 中 村 茂 子
99.12.14青銅器の鉛同位体比から見た古代中国王朝の変遷 保存科学部 平 尾 良 光
00.2.8博物館コレクションにおける絵画 と表装の関係 修復技術部 増 田 勝 彦
2)美術部 ・情報資料部




99.4.28ア ン トニ オ・フォ ンタネー ジ再 考 美術部 山 梨 絵美子










宮内庁三の丸尚蔵館 大 熊 敏 之






美術部招へい研究員 ・京都工芸繊維大学 永 井 隆 則
「1920年代の人格主義的セザンヌ受容 とそ
の思想的背景」をめぐって 関西学院大学 加 藤 哲 弘
99.12.1朝鮮王朝時代肖像画の類型及び社会的機能 情報資料部招へい研究員 ・成均館大学校 趙 善 美





筒 井 茂 徳
名 児 耶 明
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3)芸 能部
幾 鍛 題 目 所,属 発 表 者 名
















「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」 平成11年度 第1回 研究会














セ ッション1(座 長 三浦定俊)
石造文化財、レンガ建造物中の水分塩分移動 石崎武志 保存科学部
韓国での古墳の保存に関する研究 徐満哲 韓国、公州大学
洞窟遺跡の劣化 と保存 ジャック ・ブ リュネ フランス、歴史記念物研究所
セ ッション2(座 長 石崎武志)
ドイツに於 ける歴史的レンガ建造物の保存について ピーター ・ハウプル ドイツ、 ドレスデン工科大学
レンガ建造物中の熱、水分移動 シミュレーション手法の開発
ジョン・グルネワル ド ドイツ、 ドレスデン工科大学






























題 目 博物館館内環境の設計 ・管理 ・調査










































催)を 受けて、平成11年度は航空機に焦点を当てて研究調査を実施 した。この1年 では材料や修復方法の問題点 と共
に、 どのように航空機を文化財 として評価 し、遺 してい くのかという問題点について考える研究会 を開催 し、アメリ




ポール ・E・ガーバー施設 と 「愛知M6A1晴 嵐」 の修復 について ボブ ・マ クレー ン(Mr.RobertM.McLeanJr.)




博物館 にお ける航 空機保存 につい て ロバー ト・ミケ シュ(Mr.RobertC.Mikesh)






㌧りll博康 グ ラーデ復元 の会代表
第3回 研究会2000(平成12)年3月28日(火)
場 所 東京国立文化財研究所会識室







復のために里帰 りをしている。 これらの1:芸品を対象 として、近世輸出工芸品の歴史的の背景や材料技法の検討 を行
うために、9月20日(月)に 第3回 在外日本古美術品修復技術研究会を開催 した。研究会の目的は、里帰 りをしてい
る作品の調査会ならびに検討会を開催 し、従来あまり知 られていない近世輸出工芸品の実体を明 らかにすることで













































調査を行 った。 この調査で新史料の発見や長崎螺釦1の歴史的な展開などが明らかにされた。 この調査での報告の一部
















































発生 しているところが多 く、その保存 には困難 を極めている。遺構の土壌条件 に大 きな差があるために成功例があっ











































事例報告1.正 法寺庫裏(水 沢 市)窺 芋 茂、山田繁男
事例報告2.彦 部家住宅(桐 生市)高 木裕雄樹、古川 洋
事例報告3.冷 泉家住宅(京 都市)塚 原1・三雄、西澤英和
事例報告4.山 口県旧県会議事堂(山 口市)木 村和 夫、長谷川哲也





「保存計画」とは、実際の保存修復事業の計画1、ア案にかかわ ることばか りでな く、社会背景や経済条件、人的資源や
教育 の問題に至るまで、およそ保存修復 を成立 させるあらゆる要素が対象 となる。本研究会 は、保存をデザインする
conservationdesignという観点か ら、衆知 を集めて関連する広 くさまざまな問題を検討する機会である。なお、第一一
回は昨年度(平 成11年1月29日)に、「文化財保存修復の教育カリキュラム」 と題 して開催 している。
日 時2000(平成12)年3月21日(火)
会 場 東京国立文化財研究所セ ミナー室
一96一




ピーター ・バーマン ヨーク大学保存センター長 教授
台湾中部地震文化財被災対策研究会
目 的
1999年9月21口未明に発生 した台湾中部地震(台 湾921集大震災)で は、死者2,000人以上、倒壊家屋13,000棟余
という甚大な被害 を及ぼしたが、歴史的建造物、美術工芸品等の文化財 にも深刻な被害を及ぼした。
これらの被災文化財の保護 に関 し、台湾の文化財保護の中心機関である 「国立文化資産保存研究中心簿備庭」 より
東京国立文化財研究所長宛に協力依頼がなされたことを受 けて、当該地震による被災状況の情報収集、および協力等


















文化財修復学会 として11月15日か ら20日の間、台湾において調査 を行った青木繁夫(東京国立文化財研究所)、若林
邦民(財団法人文化財建造物保存技術協会)、高木裕雄樹(同)氏により美術工芸品、歴史的建造物に関する破損状況、
応急措置や保存 ・修復の進捗状況について報告があり、今後の専門分野 における協力の方向 と可能性について討議 し
た。
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2.調 査 指 導 な ど
(1)所外経 費 によ る調査指 導
公費 ・文部省科学研究費補助金 ・受託研究費などの所内の経費によらずに調査指導を行った事例は下記の通りであ
る。
慈 名、 調 査 先毛
週
目 的
青 木 繁 夫 奈良国立博物館 天神山古墳出土品修理委員会出席
青 木 繁 夫 奈良国立博物館 天神山古墳出土品修理委員会出席
青 木 繁 夫 群馬県立博物館 文化財保存修復会講師
青 木 繁 夫 宮崎県西都原古墳 西都原古墳の保存調査
青 木 繁 夫 神戸大学文学部 コア ・カリキュラム研究プロジェク ト研究会出席
青 木 繁 夫 奈良国立博物館 天神山古墳出土品修理委員会出席
青 木 繁 夫 元興寺文化財研究所 重文 ・湯舟坂2号 墳出土品調査
青 木 繁 夫 宮崎県西都原古墳 西都原古墳群遺構保存指導
青 木 繁 夫 奈良明日香村高松塚古墳 高松塚古墳保存点検
石 崎 武 志 福島県柳津町 銀山跡の煉瓦煙突の保存に関する調査
石 崎 武 志 山梨県立美術館 山梨県立美術館環境調査
石 崎 武 志 沖縄県立埋蔵文化センター 沖縄県立埋蔵文化センター館内環境調査
井 手 誠之輔 京都国立博物館 高麗仏画の調査研究
井 手 誠之輔 奈良国立博物館 情報資料 ・写真資料の整備に関する調査研究
臼 井 国 明 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ
加 藤 寛 オランダ他 在外日本古美術品協力事業に関する事前調査 ・協議
加 藤 寛 名古屋市立博物館他 近世漆工芸基礎資料の研究に伴う調査
加 藤 寛 石川県立美術館他 近世漆工芸基礎資料の研究に伴う調査'
加 藤 寛 国立歴史民俗博物館 資料買い取りに伴う監査委員会出席
加 藤 寛 高知市高知 グリー ン会館 土佐山内家宝物資料館資料購入審査会出席
加 藤 寛 京都市高津古文化館他 近世漆工芸基礎資料の研究に伴う調査
川野邊 渉 京都科学 ・本社 第五福竜丸エンジンの修復指導
川野邊 渉 広島県厳島神社 大鳥居他の保存対策の検討
川野邊 渉 栃木県日光市 文化財周辺の環境測定の指導
川野邊 渉 奈良県唐招提寺 木造建造物の劣化調査
川野邊 渉 国立民族学博物館 共同研究会出席
川野邊 渉 京都市法界寺 法界寺の修復技術の検討
川野邊 渉 京都市さわの道玄工房 西楽寺の修復技術の検討
川野邊 渉 京都市法界寺 法界寺の修復技術の検討
川野邊 渉 栃木県日光市 文化財周辺の環境測定の指導







川野邊 渉 広島県厳島神社 大鳥居他の保存対策の検討
川野邊 渉 京都市さわの道玄工房 西楽寺の修復技術の検討
川野邊 渉 栃木県日光市 文化財周辺の環境測定の指導
川野邊 渉 京都科学 ・本社 第五福竜丸のエンジン修復の指導
川野邊 渉 インドネシア 木造建造物修復に関する研究交流
川野邊 渉 那覇市首里城 木造建造物塗装に関する調査
川野邊 渉 山口県小野田市 セメン ト釜保存修復 に関する調査
河 原 脩 オランダ他 在外日本古美術品協力事業に関する事前調査 ・協議
木 川 り か 奈良市東大寺 東大寺法華堂及び戒壇院の虫害調査
木 川 り か 和歌山県きのくに志学館 地域資料保存調査員研修会講師
木 川 り か 奈良明日香村高松塚古墳 高松塚古墳壁画の保存点検
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存調査委員会出席
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存調査に係 る照明影響調査に伴 う指導
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存調査委員会出席
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存調査委員会出席
朽 津 信 明 大分県臼杵市 脆弱遺物の保存処理 ・保管対策方法等に関する指導
朽 津 信 明 宮崎県西都原古墳 西都原古墳の保存調査
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟照明影響調査
小 関 仁 志 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ
斎 藤 英 俊 岐阜県白川村教育委員会 白川村伝建審出席及び現状視察
斎 藤 英 俊 奈良国立文化財研究所 アンコール文化遺産に関する検討委員会出席
斎 藤 英 俊 岐阜県白川村教育委員会 白川村伝建審出席及び保存地区修理 ・修景の指導
斎 藤 英 俊 岐阜県白川村教育委員会 白川村伝統的建造物群保存地区保存審議会出席
斎 藤 英 俊 パナマ他
パナマのカスコ・ビエホ街区の保存協力 に関する事前調査及び協
議
佐 野 千 絵 京都国立博物館 修理技術者講習会の講師
佐 野 千 絵 鎌倉市教育委員会 作品の保存状況調査
塩 谷 純 小杉放奄記念日光美術館 「黒田清輝101年目の日光」展の撤去立ち会い
島 尾 新 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
島 尾 新 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
島 尾 新 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
島 尾 新 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
島 尾 新 静岡大学 歴史的絵画資料情報の分析とモデル他に関する調査
城 野 誠 治 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
城 野 誠 治 奈良国立博物館 情報資料写真資料の装備に関する調査撮影
高 桑 いつみ 滋賀県山口憲氏宅ほか 文化財を支える用具 ・原材料の調査
高 桑 いつみ 京都府堀安右衛門氏宅ほか 文化財を支える用具 ・原材料の調査
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疑 織 調 査 先 闘 的
田 中 淳 小杉放奄記念日光美術館 「黒田清輝101年 目の日光」展の展示指導
津 田 徹 英 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
津 田 徹 英 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
津 田 徹 英 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査 ・撮影
津 田 徹 英 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査 ・撮影立会い
中 野 照 男 四街道市教育委員会 四街道市文化財審議会出席
長谷川 洋 一 奈良国立文化財研究所 独立行政法人化に関する打合せ
早 川 典 子 広島県厳島神社 大鳥居の保存対策の検討
早 川 典 子 栃木県日光市教育委員会 文化財周辺の環境測定の指導
早 川 典 子 京都市法界寺 法界寺壁画修復のための調査
早 川 典 子 栃木県日光市 文化財周辺の環境測定の指導
早 川 典 子 栃木県日光市 文化財建造物の外装塗装の調査
早 川 典 子 沖縄県那覇市首里城 木造建造物の塗装に関する調査
早 川 典 子 京都市岡墨光堂 文化財修復材料の研究
早 川 典 子 大分県臼杵市 磨崖仏の修復材料に関する研究
早 川 泰 弘 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻に関する自然科学的調査
早 川 泰 弘 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻に関する自然科学的調査
早 川 泰 弘 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻に関する自然科学的調査
早 川 泰 弘 徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻に関する自然科学的調査
平 尾 良 光 トル コ アナ トリアの遺跡出土の銅、青銅製品の調査
平 尾 良 光 京都国立博物館 指定文化財セミナー講師
平 尾 良 光 和泉市久保惣博物館 青銅器の調査
平 尾 良 光 福岡大学 青銅盟の調査
平 尾 良 光 広島県立歴史博物館 青銅資料の採取
平 尾 良 光 京都国立博物館 青銅資料の採取
星 野 紘 大韓民国 ユネスコ第2回 人間国宝制度に関する国際 ワークショップに出席
星 野 紘 大阪府堺市 西暦2000年世界民族芸能祭第2回国内演者招聰検討会議出席
星 野 紘 山梨県甲府市 平成11年度国際民俗芸能フェスティバル指導及び講師
星 野 紘 中華人民共和国 平成12年度国際民俗芸能フェスティバル招聰芸能事前調査
増 田 勝 彦 京都国立博物館 京都国立博物館文化財保存修理所迎営委員会出席
増 田 勝 彦 中華人民共和国 敦焼莫高窟壁画保存修復共同研究第3期打合せ及び成果発表
増 田 勝 彦 ア メ リカ ボストン美術館保存部門整備長期計画の内、日本絵画担当修復専門家教育に関する協議
増 田 勝 彦 アメ リカ 在外日本古美術品保存修復協力事業に関する事前調査 ・協議
増 田 勝 彦 京都国立博物館 法界寺壁画修復調査
増 田 勝 彦 イタ リア、 ポル トガル 在外日本古美術品保存修復協力事業に関する事前調査 ・協議
増 田 勝 彦 山口県防府市阿弥陀寺 山口県指定版本大般若経保存修理委員会出席
一100一
1氏 ト 名 ■ 査 先 欝 ・ 鍵… 撚1灘 難 難 難
Y竃'ノ ζ
松 本 修 自 愛媛県松山市教育委員会 史跡来住廃寺調査指導委員会出席
松 本 修 自 ルーマニア モルダヴィアにおける中世修道院の修復に関する国際会議出席
松 本 修 自 松山市史跡来住廃寺跡 遺跡保存調査指導
松 本 修 自 松山市埋蔵文化財センター 史跡来住廃寺調査検討委員会出席
三 浦 定 俊 イタ リア イクロム財政事業計画委員会、FPC・AAB合 同委員会出席
三 浦 定 俊 北海道余市町 フゴッペ洞窟保存調査委員会出席 1
レ
三 浦 定 俊 名古屋市愛知県立美術館 愛知県立美術館運営会議出席
三 浦 定 俊 鹿児島県隼人町 史跡隼人塚整備保存のための指導
三 浦 定 俊 岩手県平泉町中尊寺 新讃衛蔵環境調査
三 浦 定 俊 北海道余市町 フゴッペ洞窟保存のための調査
三 浦 定 俊 イタ リア イクロム財政事業計画委員会、FPC・AAB合 同委員会出席
三 浦 定 俊 奈良市西の京薬師寺 薬師寺玄笑三蔵院保存会議出席
三 浦 定 俊 京都国立博物館 指定文化財企画展示セミナー講師
1
「三 浦 定 俊 奈良市西の京薬師寺 薬師寺玄笑三蔵院保存会議出席
三 浦 定 俊 京都国立博物館 指定文化財企画展示セミナー講師
三 浦 定 俊 岩手県平泉町中尊寺 新讃衛蔵環境調査
三 浦 定 俊 イタ リア イクロム国際セミナー講師
三 浦 定 俊 大分県別府市別府大学 石造文化財保存に関する調査研究
三 浦 定 俊 奈良市西の京薬師寺 薬師寺玄　三蔵院保存会議出席
三 浦 定 俊 岩手県平泉町中尊寺 金色堂、新讃衛蔵環境調査
三 浦 定 俊 奈良市西の京薬師寺 薬師寺玄突三蔵院保存会議出席
三 浦 定 俊 奈良国立文化財研究所 保存科学研究集会講師
三 浦 定 俊 イタ リア イクロムへの日本人文化財専門家派遣 に関わる打合せ
三 浦 定 俊 国立民族学博物館 標本資料の保存に関する指導 ・助言
三 浦 定 俊 イタ リア イクロム財政事業計画委員会、理事会、総会出席
宮 島 新 一 名古屋市名古屋城 名古屋城本丸御殿障壁画復元模写の指導
宮 島 新 一・ 京都市泉涌寺 調査
宮 島 新 一 奈良国立博物館 資料調査
宮 島 新 一 名古屋市名古屋城 名古屋城本丸御殿障壁画復元指導
宮 島 新 一 奈良国立博物館 天平展図録作成
宮 島 新 一 名古屋市名古屋城 名古屋城本丸御殿障壁画復元指導
宮 島 新 一 奈良国立博物館 研究調査
山 梨 絵美子 大分市美術館 黒田清輝巡回展の展示指導
山 梨 絵美子 大分市美術館 黒田清輝巡回展の撤去立会い
米 倉 迫 夫 名古屋市徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻調査
米 倉 迫 夫 名古屋市徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
I
l
米 倉 迫 夫 奈良市談山神社他 中世絵画資料調査
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米 倉 適 夫 名古屋市徳川美術館 国宝 ・源氏物語絵巻の調査
米 倉 迫 夫 奈良国立博物館 情報資料 ・写真資料の整備に関する調査研究
渡 邊 明 義 大韓民国 共同研究文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究及び文化財保護に関する協議等


























































































































































































































































































































































































































































































(1)文化財の虫 ・カビ等の被害について調査 し、指導 ・助言を行った。

























重要文化財唐招提寺御影堂(奈 良県奈良市)の 東山魁夷筆襖絵 に徽の発生が繰 り返 された。 この原因追及のための
温度 ・湿度の測定を行い、除湿方法の指導を行 っている。
(1D法界寺壁画修復の指導(川 野邊渉)
重要文化財法界寺(京 都府京都市)金 堂壁画の最終の組み、アて と将来における再修理時の対策について指導 した。
(12)法界寺柱修復方法の調査(川 野邊渉、llりll典子)
重要文化財法界寺(京 都府京都市)金 堂柱絵 を赤外線によって残存状況 を調査 し、そのクリーニングと強化 を行 う
ための方法 ・材料に関しての検討 を行った。
(13)首里城正殿の塗装障害調査(川 野邊渉、加藤寛、早川典子)






平成9年 度 より継続 して行っているクリーブランド美術館所蔵の 「大般若経厨子」修復事業で、当該館の学芸員お
よび保存担当者を招 き、解体状況や組立後の修理について説明および指導を行った。
(16)尚家資料における保存修復の指導(加 藤寛)
尚家の保管する資料には、琉球独自の文化によって作 られた漆工品が含まれる。 これ らは従来の、 日本製の工芸品
とは違った修理方法が必要であ り、新たな保存修復に関 しての助言 と指導を行った。
(17)トヨタコレクションに関する助言指導(川 野邊渉、早川典子、加藤寛)
約1500件におよぶ トヨタコレクションは、近世から近代にかけての天文 ・測量 ・写真 ・からくりなどの資料 を含 ん
でいる。それらの資料 は、従来の文化財 には見 られないガラス、真鍮、鶏卵紙などの近代的な素材で作 られている。
これらの保存修復について助言指導を行 った。
(18)長崎螺鋼の修復 に関する指導(加 藤寛)
近世の輸出工芸品である長崎螺銅は、国内の漆工品 とは異なる手法で作 られている。長崎県の美術館 ・博物館にお
いて漆作品の保存修復 について指導助言を行った。
(19)マゼランチェス トに関する指導(増 田勝彦、加藤寛)
イギリス、ビク トリア ・アルバーツ美術館の保管するマゼランチェス トは近世輸出工芸品 を代表する漆塗 りの家具
で、現在、作品の亀裂や装飾の損傷が指摘されています。修復技術部では当該館の保存部長、保管担当者を日本に招
へいし修復の計画立案や日本の修復技術などの指導を行った。
(20)アルゼンチ ン国立装飾博物館 ・東洋美術館保管の漆芸品修復に関する指導(加 藤寛)
ブェノスアイレス市にある2つの施設 に保管 されている300点余 りの漆芸品について、現地で調査を行 い、保管 と修
復のための技術的指導を行 った。
⑳ リヨン博物館 「鶴の間」の保存修復 に関する指導(加 藤寛)
フランス、ローヌ県にあるリヨン博物館の展示物 について、保存修復の指導を行い、今後の作業計画 を立案 した。
(22)小野田セメント徳利窯の保存に関する現地指導(川 野邊渉 ・朽津信明)
㈱ 重要文化財 ・旧岩崎邸の修復に関する材料分析(川 野邊渉 ・朽津信明)
⑳ 史跡 ・フゴッペ洞窟の保存に関する調査(三 浦定俊 ・朽津信明)
㈱ 国宝 ・臼杵磨崖仏の保存に関す る調査(川 野邊渉 ・朽津信明 ・早川典子)
㈱ 特別史跡 ・西都原古墳群の保存に関する現地指導(青 木繁夫 ・朽津信明)
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3.研 修
(1)「漆 の 保 存 修 復 」 国 際研 修
趣 旨
近年、海外の美術館 ・博物館の所蔵 している日本工芸品の保存 と修復に関する問い合わせが増加 している。 これら
の問い合わせについての対応 として、'1城ll年度に、漆芸品をテーマにした国際研修会 「漆の保存 と修復」を開催す
ることにした。研修会の内容は、漆芸品に関する基礎知識の学習 と作品の取 り扱いを含む実習を行 った。この研修会







参加者数 受講者7名 、ICRROMメンバー2名 、招へい外国人1名 、講師等 専門家9名
日 程
講 義 実 習
8月16日(月)開講式 木地固め、置目、薄貝貼 り
(実習担当:加 藤 寛、 レイモンド・リーベ ンブルグ)
17日(火)歴史か ら見 る日本の漆芸について 絵梨地、薄貝貼 り、漆掻き
(関西大学教授 高橋隆博)(漆 掻 き 谷口 吏)
18日(水)漆芸品の修復 について 布 目擦 り、塗 り込み
(目白漆芸研究所 室瀬和 美)







(修復技術部 川野邊渉)(漆 掻 き 谷口 吏)
24日(火)漆芸品の梱包について 錆研ぎ、下塗 り、磨き
(日本通運メンバー)
25日(水)漆の産地同定について ド醜 り研ぎ、中塗 り
(明治大学教授 宮腰哲雄)
26日(木)参加者によるプレゼンテーション 中醜 り研ぎ、上醜 り
27日(金)エクスカーション 東京 ・中尊 孝一う会津薪松市






1)ド ル ジ、チ ョンキ ョ、 ツエ リンMr.DORJIChellkyoTshering
パ ロ国立 ブー タン博物 館総 合課長 「パ ロ ・ナ シ ョナル ミュー ジアムの施 設 および活 動 内容 につ いて」
2)ア リク、 カル マーMr.ALLIKKalmer
エス トニ ア国立 カヌ ト保 存 セ ンター家 具保 存担 当官 「カヌ ト ・コレクシ ョンにお ける家具修復 につ いて」
3)ハ ッ ト、 ジュ リアMs.IIUTTJulia
ヴ ィク トリア ・アルバー ツ美術 館学芸 員 「マ リア ・フ ァンデ イー メンの箱 とマ ゼラ ン櫃 の蒔絵 につ いて」
4)ス テ イー ブ、 チ ャール ズ、 フレ ドリックMr.STABLECharlesFrederic
国 立ス コ ッ トラン ド博物 館保存担 当官 「国立 ス コッ トラ ン ド博物館 の 日本 美術 品展示 につ いて」
5)レ ンツ、 バラ ツMr.LENCZBalazs
国立 ハ ンガ リー博物館 美術 品修 復担 当官 「国立ハ ンガ リー博物館 日本美術 コレクシ ョンの修復 につ いて」
6)カ リヤ、 ヒロ コMs.KARIYAHiroko
ブル ック リン博物館保存 部 立体 物保存担 当員 「ブル ック リン博物 館 におけ る日本美術 品の保存 につ いて」
7)アブ リュー、ペ ドロMr.ABREUPedroポ ル トガル 国立保存研究所 家具保存部 長 「南蛮 美術 の保存 と修復」
② 博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修
近年博物館 ・美術館の数が増加すると共にその施設が近代化し、燃蒸室、保存 ・修理などの保存に関す る設備が整
備されて保存部門を担当する職員が配置 されつつある。 しか し、これ らの職員が保存科学の知識や技術を修得 しよう
としても適当な学習の場がないのが現状である。そのために博物館、美術館などの学芸員の保存担当者を対象に、文












保存環境 各論 一展示 ・梱包ケースの温湿度調節一
保存環境 〈実習〉一温湿度の制御法一
7月14日(水)
保存環境 各論 一害虫の生態 と被害一
保存環境 各論 一光 と劣化一
保存環境 各論 一照度基準一
保存環境 各論 一 これからの生物被害防除法一
7月15日(木)

















増 田 勝 彦
東京国立博物館 神 庭 信 幸




































































































































































































































三 浦 定 俊 ・石 崎 武 志
三 浦 定 俊 ・石 崎 武 志
1
向 坂 卓 也 神奈川県立金沢文庫
(3)資料保存地域研修
博物館 ・美術館な どの文化財公開施設における資料の保存は、保存 を担当する学芸員の努力によっていることはも
ちろんであるが、学芸員以外の館長、事務官や警備員、監視員、空調機器の管理 ・保守作業員など、博物館 の様々な
業務にたずさわる多くの人々の理解がなければ、円滑に進 まない。特に2005年の臭化メチルの全廃へ向け、IPM(総
合的害虫管理)を 実施するためには、できるだけ多 くの館関係者に文化財の保存に関する基礎的な知識 を理解 しても
らう必要がある。本研修 は文化財保護に関する基礎的な知識 を、文化財公開施設に勤務するできるだけ多 くの職員に
短い口数で学んで もらうため、各地の博物館協議会な どの協力を得て1998年度より開催するものである。
名 称 第2回 資料保存地域研修
期 間1999(平成11)年10月15日(金)




10:00～11:00保存環境 調査 の概 要
11:00～12:00温湿 度の制御 と管理
13:30～14:30照明 の制御 と管理











事が困難である。調査現場では、保存に関わる問題が多 くあるが、前述 したような事情から調査に参加 している保存












































































全 日 近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習
第4日9月9日(木)
午前 近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習











美術部第二研究室長 田 中 淳
美術部第,二研究室 塩 谷 純










情報資料部文献資料研究富長 鈴 木 廣 之
情報資料部写真資料研究室長 島 尾 新







して、保存修復に関連する研究を行 う事業である。1991(平成3)年度か ら絵画 を対象に事業を進めてきたが、1997(平
成9)年 度から工芸品など欧米の修復技術では修理が困難な分野 にも協力対象を拡げた。
この事業により修復 した作品の公開によってわが国の修復技術 に対する理解が深まり、修復技術の交流が促進 され





結ぶネッ トワークが構築 されつつある。 さらに、文化財保存の専門家の交流 も促進 され、わが国の文化財修復技術の
普及と理解に対 し、大 きな役割を果た している。
修復候補作品の調査、絵画

























ドイ ツ ハ ンブルグ工芸美術館 工芸9件
協力機関 外務省現地公館、国際交流基金、文化庁、芸術研究振興財団
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5.講 座 な ど
(1)公開学 術講座
美術部 と情報資料部、そして芸能部はそれぞれ美術 史研究と芸能研究の成果を一般に公開することを目的に、毎年
1回公開学術講座を開いている。美術部 ・情報資料音llの公開学術講座ではスライ ドを、 また芸能部の場合では演 者の
実技 を通 じて、専門性の高い学術研究の内容をわか りやす く解説 している。1966年(昭和41)年度に始まった美術部・






発表 者 ・発表 要 旨
1)塩 谷 純(美 術部第 二研 究室研究 員)""jl意"と"理 想"と"こ ・うもち"明 治 中期の 日本画 と言説
明 治20年代 末、 日本 の美術 界 は転機 を迎 えていた。 洋画 では黒川清輝率 い る白馬 会、 日本画 では岡倉 天心 ・橋 本雅
邦 を中心 とした 日本絵 画協会の画家 が新派 と して台頭 し、 また 美術 ジ ャーナ リズムの確 立 する この時期 には、画 家の
活動 が批評 家のi-i説(もし くは画家 自身)と 密接 にか らみ 合い なが らセ ンセー シ ョ ノリレに増幅 され てい く。 本発 表で
は、 そう した明治 中期 の美術 にまつ わ る,1説0)中か ら"'1'1一意""理 想""こ 、う もち"を キー ワー ドに、 当時 の、 とく
に日本画 をめ ぐる状況 を解 きほ ぐす 試み を行 った、,
2)島 尾 新(情 報 資料部写真資料研 究室長)室 町il与代の画 と詩 雪ノll「1波墨山水図1に つ いて
室町時代 の絵画 には、画 ヒに詩 のItかれ た ものが 多い,,題画詩 とい うと画 を観 た時の感 興イヒ詠ん だ もの と思わ れが
ちだが 、 この時代 の画 と詩 は禅僧 の社会の中 で よ り多様 な機能 を持 っていた、,「破墨 山水図1に記 され た、雪 舟自身の
言葉 と京都 の禅僧 た ちの詩 か らは、 この作品 が複 数の機能 を同時 に果たす、 いわ ば 多目的 の絵 画だ った ことが読 み と















場 所 矢来能楽堂(神 楽坂)
入場者数275名
発表者 ・発表要旨
1)児 ヨミ 竜一(芸 能部調査員)日 本舞踊 ・歌舞伎 の能摂取
日本舞踊の母胎 となった歌舞伎 による能摂取の様態は、概ね三つの段階にわ けて考えることができる。
ひとつは、劇術 および様式の完成途Lに あった新興芸能歌舞伎が、先行する芸能 である能に学び、摂取 していった
元禄歌舞伎以前の段階である。ついで、歌舞伎様式が完成 と燗熟を迎える18世紀中盤から19世紀前半の時期が、歌舞
伎がもっとも独自に能 を消化 した期間 と思われる。物語の枠組みを借 り受 けながら換骨奪胎 し、近世化 した典型は、
「京鹿子娘道成寺」などに明 らかである。さらに、天保11年(1840)に初演 された 「勧進帳」以降の、松羽目物を中
心 とする時代 を迎える。意識的に能そのままであることを売 り物 とし、その権威 にも追随しようとした時期である。
明治になってか らその傾向はより顕著 とな り、瓦解 に伴 う大変動によって、能趣味はハイカラな上昇志向の象徴 とし
て歌舞伎の中に新たに流入することとなる。
以上のような概観の上で、歌舞伎 と能の関係については松羽目物が多 く論 じられるが、むしろ巧みな換骨奪胎に際
して駆使 される脚色法に、両者の本質的な相違が見られ る点について触れた。
2)羽 田 興(芸 能部音楽舞踊研究室長)能 と歌舞伎舞踊の嘘子
「嚥子」 とは、能では、笛 ・小鼓 ・大鼓 ・太鼓であり、この四つの楽器編成 とその演奏内容 とをさす。笛の炸裂す
るような、あるいはソフ トで仔情的な質感、小鼓の柔 らかい音色 と大鼓の衝撃的な音色 との対比、その両者の織 りな
す リズム、太鼓の規則的な リズムによる安定感 と躍動感が、能の曜子の特徴であり、間(ま)と 気魂中心の音楽であ
る。 これに対 し歌舞伎で 「i;,;.子」 といえば、広義 に 「唄 ・三味線 ・鳴物」を包括す る慣わ しだったが、最近では 「歌
舞伎音楽」を 「唄 ・三味線 ・離子」と分け、その 「嘘子」は狭義に 「鳴物」を意味する。結果的には能の 「嗜子」 と
歌舞伎の 「嘘子」同義になっている。 しか し、歌舞伎で広義 に三味線 を含めて 「嗜子」と呼び慣わしてきたことには、
それな りの根拠がある。歌舞伎唯子における大鼓 ・小鼓の技法の基礎 には、能楽手法に加えて歌舞伎固有手法である
チリカラ拍子があ り、それは三味線の リズムとテンポを基本 として編み出された軽快な手法だか らである。能の唯子
が余白を重んじた、森厳な墨絵の趣であるとすれば、歌舞伎の嗜子 は華麗な色彩を施 した錦絵の趣である。




日本舞踊 と能の演 目の中から、主題等に共通性 を持つ作品 を交互 に部分上演 して、技法の比較を行 った。
能 「隅田川」 と日本舞踊 「賎機帯」には、ともに梅若伝説に取材 した母の物狂いという共通性がある。男物の狂乱
という共通性をもつ能 「芦刈」と日本舞踊 「一一人椀久」では、「…人椀久」に取 り入れ られた狂女物の能 「桜川」にお
ける網の段 を併せて ヒ演 した。それぞれの ヒ演 に先だって、羽田 ・児玉が曲目と技法に関する解説を行った。
能 「隅田川」「桜川」「芦刈」より









































































1995年(平成7年)4月 より東∫1ぐ芸術大学大学院 と連携 して大学院教育に従事 し、 これからの文化財保存 を担う人
材を育成 している。 システム保存学は、文化財 の保存環境を研究する保存環境学講座 と保存修復に用いる材料 につい
て研究する修復材料学講座に分かれている。各講座3名ずつ、所員が併任教官 として指導に当たっている。

































当研究所は、毎年、学術雑誌 ・年鑑 ・国際研究集会プロシーディングス ・研究会報告書 ・東文研ニュースなど、多




日本 ・東洋の古美術ならびに日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連する西洋美術について、研究論文 ・解説 ・資料
等を掲載 している。
『美術研究」第373号
初唐期の転法輪印阿弥陀図像についての研究 岡 田 健
研究資料 見心来復編 『澹游集』編目一覧 附、見心来復略年譜 井 手 誠之輔
2)芸 能の科学




































早 川 泰 弘、'F尾 良 光、三 浦 定 俊、四 辻 秀 紀、徳 川 義 崇
三の丸尚蔵館所蔵 網干図屏風の顔料同定 尽 川 泰 弘、三 浦 定 俊
九州装飾古墳の緑 と 「青」について 福岡県 ドの例 朽 津 信 明、川野邊 渉
大分県下の石仏の彩色について 朽 津 信 明、山 田 拓 伸
タイ国スコータイ遺跡の大仏中の水分移動解析
石 崎 武 志、西 浦 忠 輝、ユッノン・シム ネック、マルチネス・ヴァンゲニヒテン
外装用漆塗装技法の耐候性向 ヒに関する試み(1)
井i!智r、 川野邊 渉、加 藤 寛、板 垣 義 郎、舘 川 修
第五福竜丸エンジンの保存処置について 川野邊 渉、宮 尾 健 吾、田 島 弘 之、西lI裕 泰
鼓胴をめぐる2、3の 問題一能楽鼓胴の成立について 加 藤 寛
輸出漆器の修理材料の分析(II)早 川 典 子、朽 津 信 明


































































































平成11年度 、海 外の 美術 館 ・博 物館 か ら多 く寄 せ られて いた1:芸品 の保存 と修復 に関す る問い合わせ に対 し、 当研
究所 で は海外 での保 存修復 の一助 になる ように、 国際 研修 「漆 の保存 と修復 」 を開催 した。 この テキス トは、研修会































































口本の船の保存一「宗谷」の航跡 を辿 りなが ら
航空機の保存 と修復、復元


























































































































メキシコ考古学 と遺跡の修復 ・保存一テオテナンゴ遺跡の事例 を中心 として一
大 井 邦 明(京 都外国語大学)…1
カ ミナルフユ遺跡 とチャルチュアパ遺跡の保存修復の経緯、現状、問題点
大 井 邦 明(京 都外国語大学)…9
ホンジュラス、エル ・プエンテ遺跡及びラス ・ピラス遺跡における保存修復の経緯、現状、問題点
中 村 誠 一(ホ ンジュラス国立人類学歴史学研究所 ・ラス ・ピラス遺跡調査団)…29
イースター島モアイ石像の再建










ヴィエ トナム ・フエ遺跡群の復原的研究 とその保存
ベ トナム ・フエの保存修復の経緯、現状、問題点 ベ トナム
ベ トナム ・フエの保存修復事業に関す る討議
中 川 武(早稲 田大学)…1
・フエにおける明命帝陵修復支援事業 にっいて一
重 枝 豊(日 本大学)…13
33
タイ国石(レ ンガ)造 遺跡の保存修復一日 ・タイ国際共同研究の経緯、現状、問題点一






平成10年度に始められた芸能部主催の民俗 芸能協議会の成果 の報告書で、民俗芸能研究協議会に関係 した民俗芸能
保護団体 、各地の教育委員会、専門研究者等に配布 している。
平成11年度 には、1999年3月10日・11日に開催 した、1第1回民俗芸能協議会一復活 と継承一」の報告書(A4版100
ページ)を刊行配布 した。
一122








一般公 開(無 料)毎 週木曜 日 午後1時 ～4時
特別公 開1999(平 成11)年11月1日(月)～11月7日(日)(上 野の 山文化 ゾー ンフ ェステ ィバル)
年間入 場者数3,848名(平 成11年度)
2)資 料閲覧室
当研究所所蔵資料のなかで、各種図轡資料 ・写真資料 を中心 とする情報資料部が管理するものについては、大学院
生、文化財研究者を対象に閲覧に供 してきた。原則 として祝日 ・年末年始(12/25～1/7)を除 く、毎週月 ・水 ・金曜
日(10:00～16:30)に、情報資料部において行 ってきたが、新営建物への移転 と準備のため11月より閉室 している。
(2)黒田清輝 巡 回展
黒田清輝の遺作を多 く所蔵 している当研究所 は、黒田清輝の功績 を記念し、あわせて地方文化の振興 に資す るため



















図 録A4版 変型、159頁、原色 図版62頁、 単色図版77
(3)所蔵作晶等の貸与
本年度の所蔵作品等の貸与は、下記の通 り4件66点であった。
「東 アジア 絵画の近代 一油画の誕生 とその展開 」展(1999.4.10-5.23静岡県立 美術 館)(1999.5.29-7.11兵庫






「田舎屋」「虹(ミ レーの模写)」「栗拾い」「裸体・男」「湖畔」「智 ・感 ・情」「婦人 肖像」「梅林」「羊飼二天女」「郊
外構図(野 遊)」「漁舟着岸」「花野下絵」「海辺の遊び」「「昔語 り」の僧侶」「昔語 り下絵(構 図2)」「昔語 りの下図」
「昔語 り下絵(草刈 り娘)」「昔語 りド絵(僧)」「1i・E1語りド絵(舞妓)」「昔語 り下絵(舞妓)」「昔語 り下絵(仲居)」「昔
語 り下絵(男)」「昔語 り下絵(男 と舞妓)」「昔語 り下絵(清 閑寺景)」「昔語 り下絵(清 閑寺門)」「昔語 りの下絵(清
閑寺)」以上、黒田清輝作 油彩26t,',t
「昔語 り図画稿(構 図)」「昔語 り図画稿(舞 妓半身像)」「女の顔」「昔語 り図画稿(手)」「昔語 り図画稿(手)」「昔
語 り図画稿(男 裸体半身像)」階 語 り図画稿(男 着衣半身像)」「昔語 り図画稿(男 の脚)」「昔語 り図画稿(仲 居全身
像)」「昔語 り画稿(仲 居半身像)」「昔語 り図画稿(舞 妓全身像)」「昔語 り図画稿(舞 妓半身像)」「昔語 り図画工(僧
半身像)」「昔語 り図画稿(僧の手)」「昔語 り図画稿(僧の足)」「昔語 り図画稿(草刈 り娘全身像)」「昔語 り図画稿(草
刈 り娘の足)」「昔語 り図画稿(草 刈 り娘の顔)」以上、　<田清輝作 素描18点
「写生帖 第10号(昔語 り)」黒田清輝作(完 成図 ・写與パネル)、「黒田清輝像」高村光太郎作、遺品絵具箱
「ラフ ァエル ・コラ ン展」(1999.9.IO-10.24静岡県 、1.美術館)、(1999.10.30-11.28福岡市 美術館)、(1999.12.4-
2000.1.16島根 県立美術館)、(2000.2.9-3.5千葉 そ ごう美術館)、(2000.4.8-5.7愛媛 県美術館)、(2000.5.27-7.2
東京 ステーシ ョンギ ャラ リー)他)
「横 臥裸婦」 「夏 の終 わ り習作」「オペ ラ ・コ ミック座壁 画 『頒歌 」のた めの素描 」「オペ ラ ・コ ミック座 天井画 のた
めの素描」(1)(2)(3)、「『楽』 のための素描 」「オー ト ・ヴ ィエ ンヌ県庁天井 画下絵」 「『田園恋愛 詩』の ための素描 」
(1)(2)、「パー ン像 」「『庭 の隅』のための素描 」「『アフロ ディテ』 のための素描(処 女た ち)」「『アフロデ ィテ』 のた
めの素描(ク リュシス)」「『ア フロディテ』 のための素描(デ メ トリオス は愛情 を込 め てそれ に眺 め入 った)」「『アフ
ロデ ィテ』のた めの素描(ク リュ シスの髪)」「『アフロデ ィテ』のため の素描(晩 餐会)」 『ビ リテ ィスの歌 」挿絵 原画
のた めの素描(メ ナア ド)」「芸術」 「人類」以上 、 ラフ ァエル ・コ ラン作
「幕末 ・明治 の横浜 展」(2000.1.153.26横浜 美術館)







































研 究 交 流
1.職 員の海外渡航
7
無 名 渡 航 先 期 間
"
目 的
青木 繁夫 中国 99.06.02^-99.06.09敦煙壁画保存の共同研究打合せ
青木 繁夫 中国 99.09.12^-99.09.20
敦煙文化財保存修復協力事業第3期共同研究に関する調
査 ・研究及び打合せ
青木 繁夫 大韓民国 99.10.25^-99.10.30
文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究及び
文化財保護に関する協議等
石崎 武志 タイ 99.08.23^-99.08.28遺跡保存修復調査、研究、協議
石崎 武志 米国 99.10.20^-99.11.07石造文化財の劣化とその保存対策に関する共同研究
石崎 武志 タイ 99.12.13^-99.12.20遺跡保存日 ・タイ共同研究
石崎 武志 タイ 00.03.31^-00.04.06遺跡保存日 ・タイ共同研究
臼井 国明 パナマ、米国 00.02.15^-00.02.24
パナマ市カスコ・ビエホ街区の保存協力に関する事前調査打
合せ及び協議
岡田 健 中国 99.09.02^-99.09.18中国仏教美術の調査






オ ラ ンダ、ドイ ツ、
スイス
99.09.01^-99.09.12在外日本古美術品修復協力事業に関する事前調査・協議
加藤 寛 アルゼンチン 00.03.15^00.03.22在外日本古美術品保存修復協力事業に係る調査
鎌倉 恵子 大韓民国 99.10.12^99.10.19






河原 脩 中国 00.01.23^-00.01.29龍門石窟調査及び関係機関との協議
川野邊 渉 中国 99.08.26^-99.08.31文化財保護に関する意見交換及び関係機関の視察
川野邊 渉 イン ドネシア 99.12.16^-99.12.23木造建造物保存修復に関する研究交流
木川 りか 英国 00.03.12^-00.03.17ロ ン ドンNHMExternalCourse及び研究 調査
朽津 信明 タイ 99.08.25^-99.08.28遺跡保存修復調査、研究、協議
朽津 信明 タイ 99.12.13^-99.12.1?遺跡保存国際協力事業に関す るレビュー
朽津 信明 タイ 00.03.31^-00.04.04遺跡保存日 ・タイ共同研究
斎藤 英俊 ドイ ツ 99.12.11^-99.12.19
ドイツの歴史的建造物の彩色に用いられている材料と技法
に関する調査
斎藤 英俊 中国 00.01.23^-00.01.29龍門石窟調査及び関係機関との協議
一126一
i、氏 名 渡 航 先 期 聞 籔 灘' 葦
斎藤 英俊 パナマ、米 国 00.02.15^-00.02.24
パナマ市カスコ・ピエホ街 区の保存協力に関する事前調査打
合せ及び協議
斎藤 英俊 ベ トナム 00.03.17^-00.03.23
ベ トナム・ホイアンの文化財保存修復セミナー及びベ トナム
木造文化財保存 日越 シンポジウムへの講演 ・出席
佐野 千絵 米国、 フ ランス 99.05.17^-99.09.24文部省在外研究員:近現代染織資料の保存に関する研究
津田 徹英 ドイツ 99.07.28^-99.08.07彩色文化財の材料と技法に関する共同研究
津田 徹英 中国 99.08.28^-99.09.09中国仏教美術の調査
西浦 忠輝 タイ、パ キ スタ ン 99.08.23^-99.09.05文化財保存修復国際協力事業に関するレビュー
西浦 忠輝 イン ドネ シア 99.09.29^-99.10.07文化財保存修復国際協力事業に関するレビュー
西浦 忠輝 タイ 99.12.13^-99.12.20遺跡保存日タイ共同研究
西浦 忠輝 中国 00.01.23^00.01.29龍門石窟調査及び関係機関との協議
西浦 忠輝 タイ 00.03.31^-00.04.06遺跡保存日タイ共同研究
長谷川洋一 タイ 99.12.13^-99.12.20日・タイ共同研究に関する関係機関 との協議等
早川 泰弘 ドイツ 99.07.2899.08.07彩色文化財の材料と技法に関する共同研究
早川 泰弘 中国 99.10.19^-99.10.28早期中国青銅器 に関する調査 ・研究
早川 泰弘 米国 00.03.09^-00.03.17文化財の新しい分析手法に関する調査
早川 典子 中国 99.09.12^-99.09.20
敦燈文化財保存修復協力事業第3期共同研究に関する調
査 ・研究及び打合せ
早川 典子 米国 00.03.29^-00.04.08近代の文化財遺産の保存修復に関する調査
平尾 良光 トル コ 99.09.12^-99.09.25アナ トリアの遺跡出土の銅,青 銅製品の調査
平尾 良光 中国 99.10.19^-99.10.28早期中国青銅器に関する調査 ・研究
二神 葉子 タイ 99.08.23^-99.08.28遺跡保存修復調査、研究、協議
二神 葉子 タイ 99.12.13^-99.12.20遺跡保存国際協力事業に関するレビュー
二神 葉子 タイ 00.03.31^-00.04.06遺跡保存 日・タイ共同研究
星野 紘 大韓民国 99.10.12^-99.10.19
ユネスコ第2回 人間国宝制度 に関す る国際ワークショップ
出席
星野 紘 中国 99.11.06^-99.11.14
平成12年度国際民俗芸能 フェスティバル招へ い芸能事前調
査
星野 紘 中国 00.03.09^-00.03.162000年無形文化遺産 ワークショップ開催準備
増田 勝彦 中国 99.06.02^-99.06.09
敦燈莫高窟壁画保存修復共同研究第3期打合せ及び成果発
表
増田 勝彦 米国 99.06.13^-99.06.19
ボス トン美術館保存部門整備長期計画のうち、日本絵画担当
修復専門家教育に関する協議
増田 勝彦 米国 99.06.19^-99.06.23在外日本古美術品修復協力事業に関する事前調査 ・協議











磯 繊 濃 航 先 期 間 目 的
松本 修自 ルーマ ニア 99.10.04^-99.10.13
モルダヴィアにおける中世修道院の修復に関する国際会議
出席
三浦 定俊 イ タ リア 99.04.27^-99.05.02
イクロム財政事業計画委員会及びFPC・AAB合同委員会出
席
三浦 定俊 ドイツ 99.07.28^-99.08.07彩色文化財の材料と技法に関する共同研究
三浦 定俊 フランス 99.08.24^-99.09.05彩色文化財の材料と技法に関する研究
三浦 定俊 イ タ リア 99.10.25^-99.10.29イクロム財政事業計画委員会及びFPC・AAB合同委員会出
席
三浦 定俊 イ タ リア 99.11.25^-99.11.29イクロム国際セ ミナー講師出席
三浦 定俊 イ タ リア 00.02.13^-00.02.17イクロムへの日本人文化財専門家派遣に関する打合せ
三浦 定俊 イタリア 00.03.31^-00.04.09イクロム財政事業計画委員会、理事会及び総会出席
山岸 智幸 タイ 99.12.13^-99.12.20日 ・タイ共同研究に関する関係機関 との協議等
米倉 迫夫 大韓民国 00.03.19^-00.03.23国立中央博物館における中国絵画調査
吉野 貴子 大韓民国 99.10.12^-99.10.19
ユネスコ第2回 人間国宝制度 に関する国際 ワーク ショップ
にオブザーバー として出席




2.招 へ い研 究員等
(1)海 外
今年度における海外か らの招へいは ド記のとお りである。
招へい期間 氏 名 国 籍 所 属

















99.8.15^-8.29HuttJulia イ ギ リ ス
ビク トリア&ア ルバー ト博物
館 極 東 部 ア シ ス タ ン トキ ュ
レー ター














99.8.15^-8.29AbrewPedro ポル トガル 国立保存研究所家具保存部長 国際研修漆の保存修復参加
99.9.10^-9.20PeterFetchko ア メ リ カ



















99.9.25^-10.1GerhardBinkerド イ ツ 保存 コンサルタン ト
第23回文化財の保存 ・修復に
関する国際シンポジウム出席











99.9.26^-10.1韓成煕 大 韓 民 国 文化財管理局 第23回文化財の保存 ・修復に
関する国際シンポジウム出席










早期 中国 青銅器 に関す る調
査 ・研究
一129一
、'霧懸 鞭 凝 名 濁 籍 崩 属 招 へ い 理 南
99.10.19^-10.28王増林 中 国 中国社会科学院考古研究所助理研究員
早期中国青銅器に関する調
査 ・研究































イ ン ドネ シ
ア











99.11.12^-11.20SanimBAhmad マ レー シア
マレーシア博物館考古局学芸
員補





ラ オ ス ラオス博物館考古局次長 第9回 アジア文化財保存セ ミ
ナー参加







バ ン グ ラ
デ ィツシュ















99.11.12^-11.22RolandSilva ス リランカ イコモス議長
第9回 アジア文化財保存セ ミ
ナー参加
99.11.13^-11.20蘇伯民 中 国 敦煙研究院研究専門官
第9回 アジア文化財保存セ ミ
ナー参加
99.11.13^-11.20金恩恵 大 韓 民 国 韓国国立文化財研究所研究員
第9回 アジア文化財保存セ ミ
ナー参加





99.11.14^-11.19WesleyFoell ア メ リ カ









招へい期聞 氏 名 国 籍 所 麟 灘,蝋 鱒 灘 繊
99.11.14^-11.28張中学 中 国 四川省川劇学会長
講演及び日中民俗芸能の比
較 ・保存振興方策の研究
99.11.15^-11.24王世和 中 国 西北大学教授 報告書作成の打合せ及び関連
仏教考古資料の調査
99.11.15^-11.24王建新 中 国 西北大学副教授 報告書作成の打合せ及び関連
仏教考古資料の調査
99.11.29^-12.5趙善美 大 韓 民 国 成均館大学校教授
東アジアにおける肖像画の研
究
99.11.30^-12.8JacquesBrunetフ ラ ン ス フランス歴史記念物研究所
洞窟 ・古墳壁画の保存に関す
る研究
99.12.1^-12.8徐萬哲 大 韓 民 国 公州大学助教授
石造文化財、古墳、洞窟遺跡
の劣化 と保存に関する研究
99.12.1^-12.8PeterHaupl ド イ ツ ドレスデン工科大学教授
石造文化財、古墳、洞窟遺の
劣化 と保存に関する研究
99.12.1^-12.8RudolfPlaggeド イ ツ ドレスデン工科大学研究員
石造文化財、古墳、洞窟遺跡
の劣化 と保存に関する研究
99.12.1^-12.8JohnGrunewaldド イ ツ ドレスデン工科大学研究員
石造文化財、古墳、洞窟遺跡
の劣化 と保存に関する研究
99.12.15^-12.24姜大一 大 韓 民 国 韓国国立文化財研究所研究官
文化財の環境汚染被害の研究
打合せ








00.1.21^-1.28崔群福 中 国 河北省石家荘市文物局長
壁画保存修復協力に関する協
議











QO.1.28^-3.2ShayneLang イ ギ リ ス




































糠難繍閣 氏 名 国 籍 所 属 招 へ い 理 由

















00.3.13^-3.17李榮勲 大韓 民 国 国立中央博物館考古部長 文化財の展示 ・修復 ・保存 ・
管理に関する研究
00.3.13^-3.17李嫡国 大韓 民 国 大韓民国文化観光部公演芸術
課
文化財の展示 ・修復 ・保存 ・
管理に関する研究
00.3.13^-3.17金洛中 大 韓 民 国 大韓民国文化観光部文化交流
課
文化財の展示 ・修復 ・保存 ・
管理に関する研究
00.3.15^-3.22PeterBurman イ ギ リ ス ヨーク大学保存センター教授
歴史的建造物の保存修復手法
についての協議


















00.3.19^-3.25梁鐘承 大 韓 民 国 国立民俗博物館専門委員
無形文化遺産の保存に関する
国際ワークショップ事前協議
00.3.19^-3.25金濤 中 国 中国舞踊家協会専門学術委員
無形文化遺産の保存に関する
国際ワークショップ事前協議






エル ヴ ィン ・エ マー
リン
























00.3.23^-3.31AlmyrMAIbaR パ ナ マ パナマ文化庁文化遺産部長 文化財保存に関する研究協議
00.3.24^3.29趙由典 大 韓 民 国 韓国国立文化財研究所長 環境共同研究打合せ
00.3.24^3.29姜大一 大 韓 民 国 韓国国立文化財研究所研究官 環境共同研究打合せ





Smith イ ギ リ ス




招へい期間 氏 名 国 籍 所 属 灘 灘縫 繊


























00.3.27^-3.31SaidZulficarフ ラ ン ス 国境なき遺産事務局長
文化財の多様性についての協
議








構 、挨 宜鍛 ㌔、
所 属' ,、 椰 擢 へ い 理 鞭 ・ ㌔…"
錠 苗 距
99.4.14 湯山 賢一 京都国立博物館学芸課長 在外日本古美術品保存修復指導委員会出席
99.4.19^-4.20服部 等作 神戸芸術工科大学助教授 インド西北部の鳥人に関する資料の収集








99.5.12 山田 繁男 ㈱ ホンマ ・ア ーキライ フ 下野煉化製造構造調査







99.7.1 石井 米雄 神田外語大学長 平成11年度運営協力者会議出席
99.7.1^-7.2北野 康 名古屋大学名誉教授 平成11年度運営協力者会議出席
99.7.1 関口 正之 財団法人遠山記念館長 平成11年度運営協力者会議出席
99.7.1^一?.2 町田 章 奈良国立文化財研究所長 平成11年度運営協力者会議出席
99.?.12 湯山 賢一 京都国立博物館学芸課長 在外日本古美術品保存修復指導委員会出席









^蕊 ㎞ κ4憩 灘 灘 膿 欝醸 鱗 懸 鎌 、難 、..購
水野敬三郎 東京芸術大学名誉教授 中国仏教彫塑作品の調査
99.7.27^-7.29高木 博志 京都大学人文科学研究所助教授 研究分担者連絡会議及び研究会出席
99.8.2^-8.4 桜井 弘人 飯田市美術博物館学芸員 花祭り資料調査
99.8.16^-8.17高橋 隆博 関西大学文学部教授 漆の保存修復国際研修にて講演
99.8.17と8.23 谷口 吏 漆芸作家 漆の保存修復国際研修にて講演
99.8.18^-8.19北村 昭斎 重要無形文化財保持者 漆の保存修復国際研修にて講演
99.8.25 宮腰 哲雄 明治大学文学部教授 漆の保存修復国際研修にて講演
99.9.9 宗田 好史 京都府立大学人間環境学部助教
授
第9回 アジア文化財保存セ ミナー ・ワーキング
グループ会合出席
99.9.9 窪寺 茂 側)文化財建造物保存技術協会正
法寺修理設計管理事務所長
第9回 アジア文化財保存セ ミナー ・ワーキング
グループ会合出席
99.9.9 田村 洋一 ㈲日光社寺文化財保存会技術員 第9回 アジア文化財保存セ ミナー ・ワーキング
グループ会合出席






99.9.20^-9.22勝盛 典子 神戸市立博物館学芸員 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.9.20^-9.22石川 充宏 高知大学教育学部教授 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.9.20^-9.22下川 達弥 長崎県美術博物館次長 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.9.20^-9.22岡 泰正 神戸市立博物館学芸員 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.9.20^-9.22高橋 隆博 関西大学教授 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.9.20^-9.22小林 和香 安芸市立歴史民俗資料館学芸員 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.9.20^-9.22小野田一幸 神戸市教育委貝会学芸員 第3回在外日本古美術修復技術研究会出席





99.9.21^-9.23石田 正治 愛知県立豊橋工業高等学校教諭 近代文化遺産の保存修復に関する研究交流
99.9.21^-9.23早川 博康 三菱自動車主任 近代文化遺産の保存修復に関する研究交流
99.9.24 早川 博康 三菱自動車主任 修復現場視察と研究交流
99.9.27^-9.29川越 和四 イカリ消毒 ・部長 国際シンポジウム出席
99.9.27^-9.29規矩地耕一郎 イカリ消毒 ・次長 国際シンポジウム出席
99.9.27^-9.29長谷川孝徳 石川県立歴史博物館 国際 シンポジウム出席














W'「 藍 贈 蠕螂 甥殖 ヒ・ 欄fCii'・1㌔ 綴"




















99.10.13^-10.14海老澤孝雄 ㈱ざ ・エ トス代表取締役 第6回国際文化財保存修復研究会出席
99.10.13^-10.14森本 晋 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター主任研究官 第6回国際文化財保存修復研究会出席










99.10.13^-10.14西村 康 奈良国立文化財研究所測量研究室長 第6回国際文化財保存修復研究会出席
99.10.13^-10.14鈴木 稔 ㈲山梨文化財研究所 第6回国際文化財保存修復研究会出席






99.10.13^-10.14坂井 隆 ㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団 第6回国際文化財保存修復研究会出席
99.10.13^-10.14工楽 善通












99.10.13^-10.14泉田 英雄 豊橋技術科学大学助教授 第6回国際文化財保存修復研究会出席
99.10.13^-10.14上野 邦一 奈良女子大学生活環境学部教授 第6回国際文化財保存修復研究会出席
99.10.14 宮川 朝一 東洋大学国際地域学部教授 第6回国際文化財保存修復研究会出席




贈'鰍 勲 ・'^^・'・ ♪'









99.10.22 内田 俊秀 京都造形芸術大学教授 第1回台湾中部地震被災文化財研究会参加
99.10.22 百橋 明穂 神戸大学文学部教授 第1回台湾中部地震被災文化財研究会参加
99.10.26^-10.28山下 好彦 漆芸研究家 雅楽 ・能楽の古楽器調査
99.10.26^-10.28高橋 美都 東京音楽大学非常勤講師 雅楽 ・能楽の古楽器調査












99.11.1 岡 岩太郎 ㈱岡墨光堂代表取締役
第9回 アジア文化財保存セミナー ・ワーキング
グループ出席
99.11.1 田村 洋一 側旧光社寺文化財保存会技術員
第9回 アジア文化財保存セミナー ・ワーキング
グループ出席












99.11.3^-11.5武井 正弘 宗教民俗芸能研究家 花祭り資料調査
99.11.11^11.12吉川 美穂 徳川美術館学芸員 源氏物語絵巻の共同調査 ・研究




99.11.14 伊藤 延男 文化財建造物保存技術協会長 第9回 アジア文化財保存セミナー出席
99.11.14^-11.15神庭 信幸 東京国立博物館保存修復管理官 第9回 アジア文化財保存セミナー出席
99.11.14^-11.15桜田 方子 通訳 第9回 アジア文化財保存セ ミナー通訳
99.11.15^-11.18岡 岩太郎 ㈱岡墨光堂代表取締役 第9回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.11.16^-11.19田村 洋一 ㈲日光社寺文化財保存会技術員 第9回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.11.16^-11.19沢田 正昭
奈良国立文化財研究所埋蔵文化
財センター長 第9回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.11.16^-11.19窪寺 茂
㈲文化財建造物保存技術協会正





期 間 氏 名 所 属 招 鱗 輔… 麟1㌔' "串


















































99.11.25^-11.26中尾 正治 京都府教育委員会専門技術員 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26塚原十三雄 京都府教育委員会専門員 文化財建造物耐震補強研究会に出席

















99.11.25^-11.26細川 道夫 ㈲文化財保存計画協会 文化財建造物耐震補強研究会に出席
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99.11.25^-11.26福田 敏朗 京都府教育委員会係長 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26林 義久 大阪府教育委員会主査 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26長谷川良夫 ㈲博物館明治村主任技師 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26長谷川哲也 日本診断設計 ・代表取締役 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26西澤 英和 京都大学工学部講師 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26永井 規男 関西大学教授 文化財建造物耐震補強研究会に出席
99.11.25^-11.26山田 繁男 ㈱ホンマ ・アーキライフ常務取
締役
文化財建造物耐震補強研究会に出席










99.11.25^-11.26村上 裕道 兵庫県教育委員会主査 文化財建造物耐震補強研究会に出席













99.11.29 村上 裕道 兵庫県教育委員会主査 第2回台湾中部地震被災文化財研究会参加
99.11.29 西澤 英和 京都大学工学部講師 第2回台湾中部地震被災文化財研究会参加
99.11.29 百橋 明穂 神戸大学文学部教授 第2回台湾中部地震被災文化財研究会参加
99.11.29 内田 俊秀 京都造形芸術大学教授 第2回台湾中部地震被災文化財研究会参加















































99.12.6^-12.8池田 哲夫 新潟大学人文学部助教授 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8山路 興造 民俗芸能学会代表理事 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8本龍 顕真 高知県立傭原高等学校教頭 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8東嵩西のり子 石垣市立平保育所保育士 第2回民俗芸能研究協議会出席




99.12.6^-12.8中西 英夫 兵庫県立三原高等学校教諭 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8経種 松義 出雲大社神代神楽薦沢社中代表 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8高橋 建 鳥海町役場総務課庶務係長 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8佐賀 明子 盛岡市立乙部中学校教諭 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8懸田 弘訓 会津大学講師 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8門屋 光昭 北上市立鬼の館館長 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8尾前 亀蔵 椎葉村尾前神楽保存会長 第2回民俗芸能研究協議会出席
99.12.6^-12.8大西 一則 奈良県立山辺高等学校教諭 第2回民俗芸能研究協議会出席




99.12.6^-12.8石井 一躬 神奈川県立愛川高等学校長 第2回民俗芸能研究協議会出席





99.12.10 大河 直躬 千葉大学名誉教授 平成11年度研究評価委員会出席
99.12.10 陰里 鐡郎 横浜美術館長 平成11年度研究評価委員会出席
99.12.10 坂本 満 聖徳大学人文学部教授 平成11年度研究評価委員会出席
99.12.10 小林 責 武蔵野女子大学文学部教授 平成11年度研究評価委員会出席
99.12.12^-12.14亀井 修 千葉県立現代産業科学館学芸員 近代化遺産の調査
99.12.12^-12.14長島 宏行 日本航空協会副主事 近代化遺産の調査
99.12.12^-12.14百瀬 晴男 日本航空協会調査部長 近代化遺産の調査
99.12.12^-12.15石田 正治 豊橋工業高等学校教諭 近代化遺産の調査
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99.12.12^-12.15岡野 充俊 三菱重工業 ・資料室 近代化遺産の調査
99.12.13 河口 公生 国立西洋美術館主任研究官
在外日本古美術修復協力に関してポル トガル南
蛮屏風調査
99.12.13 塚田 全彦 国立西洋美術館研究員
在外日本古美術修復協力に関してポル トガル南
蛮屏風調査
99.12.15^-12.18山下 好彦 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18小池 富雄 徳川美術館普及課長 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18五味 聖 宮内庁三の丸尚蔵館学芸員 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18勝又 智志 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18高橋 隆博 関西大学教授 第3回在外日本古美術修復技術研究会関連調査
99.12.15^-12.18田口 善明 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18永島 明子 京都国立博物館学芸員 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18松本 達弥 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18室瀬 和美 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18北村 繁 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18金子 晧彦 東京女学館短期大学教授 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.15^-12.18勝盛 典子 神戸市立博物館学芸員 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.17^-12.18赤石 敦子 足立美術館学芸員 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.17^12.18北村 昭斎 漆芸修復家 在外日本古美術修復協力事業に関わる関連調査
99.12.17^-12.19島谷 弘幸 東京国立博物館学芸部文部技官 第3回在外日本古美術の修復技術に関する文献
調査
99.12.17^-12.18福島 恒徳 山口県立美術館学芸員 情報システム協議会出席
99.12.17^-12.18八重樫純樹 瀞岡大学教授 情報システム協議会出席
99.12.17^-12.18長岡 龍作 東北大学文学部助教授 情報システム協議会出席


















99.12.20^-12.21尾立 和則 修復家 紙の保存修復国際研修平成12年度開催予定のための企画打合せ
99.12.21^-12.23千葉 秀夫 奈良国立文化財研究所庶務部長 独立行政法人化に関する打合せ
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99.12.21^-12.23小山 浩幸 奈良国立文化財研究所会計課長 独立行政法人化に関する打合せ










00.1.12^-1.15尾形 善郎 多久市郷土資料館長 在外日本美術修復協力事業の関連史料調査
00.1.13^-1.15永島 明子 京都国立博物館学芸員 在外日本美術修復協力事業の関連史料調査
00.1.13^-1.15門田 由紀 安芸市歴史民俗資料館学芸主任 在外日本美術修復協力事業の関連史料調査
00.1.13^-1.15下川 達弥 長崎県立美術博物館次長 在外日本美術修復協力事業の関連史料調査
00.1.12 西山 要一 奈良大学教授 文化財における環境の影響研究会出席
00.1.12 辻野 喜夫 大阪府公害監視センター室長 文化財における環境の影響研究会出席
00.1.12 二宮 修治 東京学芸大学助教授 文化財における環境の影響研究会出席
00.1.12^-1.13土谷富士夫 帯広畜産大学教授 石造 ・レンガ建造物の劣化に関する調査




00.1.13^-1.15勝盛 典子 神戸市立博物館学芸員 文化財保存修復研究協議会の講演
00.1.14 田口 善明 漆芸修復家 ・重要無形文化財保
持者 文化財保存修復研究協議会の講演
00.1.21^-1.22木村 圭司 愛知県立大学情報科学部助手 石造 ・レンガ建造物の劣化に関する研究打合せ
00.1.24^-1.25樋口 昭 埼玉大学教授 古楽器調査
00.1.24^-1.25高橋 美都 東京音楽大学講師 古楽器調査
00.1.31^-2.2武田 一夫 鴻池組技術研究所研究員 屋外環境下での遺跡保存調査
00.2.4^-2.5 佐々木利和 東京国立博物館資料部技官 アイヌガラスの調査




ヨーロピアンラッカー と日本輸 出漆器 に関する
比較研究













00.2.25^-2.26木村 圭司 愛知県立大学情報科学部助手 石 ・レンガ材料の劣化に関する研究打合せ
00.2.25^-2.27島谷 弘幸 東京国立博物館書跡室長 在外日本古美術品保存修復協力事業の関連資料
の調査
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00.2.25^-2.29長岡 龍作 東北大学文学部助教授 明治期における仏像展観に関する調査研究
00.2.26^-2.28佐藤 道信 東京芸術大学助教授 歴史 と神話に関する調査 ・資料収集
00.3.3^-3.4木村 圭司 愛知県立大学情報科学部助手 石 ・レンガ材料の劣化に関する研究打合せ
00.3.8^-3.9 木村 圭司 愛知県立大学情報科学部助手 石 ・レンガ材料の劣化に関する研究打合せ
00.3.9^-3.10三宅 敦気 群馬県月夜野町教育委員会主事 遺跡保存研究会出席






00.3.9^-3.11武田 幸司 仙台市教育委員会教諭 遺跡保存研究会出席
00.3.9^-3.11池崎 譲二 福岡市教育委員会主査 遺跡保存研究会出席





00.3.9^-3.11駒形 敏朗 長岡市立科学博物館副主幹 遺跡保存研究会出席





00.3.9^-3.11山田 拓伸 大分県立歴史博物館主幹研究員 遺跡保存研究会出席
00.3.10 今井 康博 横浜市教育委員会主事 遺跡保存研究会出席
00.3.10 野中 仁 側)埼玉県埋蔵文化財調査事業団 遺跡保存研究会出席










00.3.14^-3.15松田 隆嗣 福島県立博物館学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席







0.3.21 宗田 好史 京都府立大学人間環境学部環境デザイン学科助教授
センター保存計画研究会出席
00.3.21 木村 勉 奈良国立文化財研究所建造物研
究室長
センター保存計画研究会出席
00.3.23^-3.24千葉 秀夫 奈良国立文化財研究所庶務部長 独立行政法人化に関する打合せ
00.3.23^-3.24多 昭彦 奈良国立文化財研究所庶務課長 独立行政法人化に関する打合せ
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00.3.24 泉田 英雄 豊橋技術科学大学助教授 第7回国際文化財保存修復研究会出席













00.3.24 坂井 隆 ㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹専門員 第7回国際文化財保存修復研究会出席
00.3.24 佐々木達夫 金沢大学文学部史学科教授 第7回国際文化財保存修復研究会出席
00.3.24 園田 直子 国立民族学博物館助教授 第7回国際文化財保存修復研究会出席





00.3.24 西山 要一 奈良大学文学部文化財学教授 第7回国際文化財保存修復研究会出席
00.3.24 日高健一郎 筑波大学芸術学系教授 第7回国際文化財保存修復研究会出席









00.3.28 関口 正之 ㈲遠山記念館長 平成11年度運営諮問委員会出席
00.3.28 石井 米雄 神田外語大学長 平成11年度運営諮問委員会出席
00.3.28^-3.29町田 章 奈良国立文化財研究所長 平成11年度運営諮問委員会出席
00.3.28^-3.29北野 康 名古屋大学名誉教授 平成11年度運営諮問委員会出席
00.3.28^-3.29石田 正治 愛知県立豊橋工業高等学校教諭 近代文化遺産の保存修復に関する研究交流
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00.3.29 松田 隆嗣 福島県立博物館専門学芸員 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化 と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30小林 幸雄 北海道開拓紀念館学芸主査 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化 と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30小林 孝二 北海道開拓記念館学芸主査 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30高田 忠彦 ㈱ シリックス研究員 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30武田 一夫 ㈱鴻池組技術研究所研究員 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30似内 啓邦 盛岡市教育委員会文化財主査 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席
00.3.29^3.30福田 正己 北海道大学低温科学研究所教授 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30津嶋 知弘 盛岡市教育委員会文化財主査 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席
00.3.29^-3.30中島 宏一 ㈱北海道開拓の村学芸員 寒冷な環境下での遺跡、石造文化財の劣化と保
存研究会出席





氏 名 国 籍 所 属 簸
レイモ ン ド ・リー ヴエ ンバー グ オ ラ ン ダ 家具修復専門家
ウルゼル ・ガスナー ド イ ツ 家具修復専門家
シル ヴィア ・クラヴ ェー ロ イ タ リ ア 修復建築家
② 表敬訪問
臼 時 氏 難 国 籍 所 属 等' 蟹 鐵
1999年9月 魏 佐国 中 国 江西省博物館主任 視察
1999年10月 ア ー サ ー ・ ビ ー ル アメ リカ
ボストン美術館保存修
理管理総括官 日本美術品保存修復に係る懇談








ロ バ ー ト ・レ イ ン





1999年12月 ク ラ ウ ス.J.プラ ン ト ド イ ツ















2000年3月 W.F.フ ァ イ ト ド イ ツ ベルリン東洋美術館長 在外日本古美術品の修理打合せ
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6。 主 な所蔵資料
1.図 書 資 料
(1)美術 関係 図書
日本 ・東洋 ・欧米の美術に関する書籍を中心に、各地方公共団体編集の文化財関係調査報告書、展覧会の図録 ・目
録類、売立 目録、美術関係雑誌(和 文2,015種・韓文37種・中文102種・欧文397種)等を所蔵 している。
特色 としては江戸期の写本版本や明治大正期刊行の大型図録 ・明治期開催博覧会関係資料 ・明治か ら昭和初期にか
けて発行 された和文美術雑誌など、多 くの貴重書を所蔵 している。
(2)芸能 関係図書
雅楽 ・寺後 と・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸、その他わが国のでん とうげいのうの研究に必
要な図書11,628冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸
術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌、また声明本 ・謡本 ・嘘子手付本 ・丸本などの台本 ・譜本
も収集 している。
(3)保存科学 ・修復技術関係図書
伝統的生産および工芸技術書、技術史 またはそれ らの科学的究明を試みた もの、修理工事報告書および化学 ・物理
学 ・生物学部門の保存科学の関連和洋書、合わせて3,717冊を所蔵 している。
本年度 における収集数 と総計は次表の通 りである。
匿分(1999年度) 美術関係 甚能関係 保存科学 ・修復技術関係 計
和漢書 623冊 1,286冊 29冊
2,005冊




実物 よりの直接撮影を主にした写真資料の作成 と、購入写真 ・複写写真による補足整備に加 えて、印刷物中の図版
をおさめるという方式で、当研究所設立当初よ り一貫 して力を注いできた写真資料 を有する。それ らは日本東洋古美
術、日本近代 ・現代美術、西洋美術の全般 にわた り、それぞれ絵画 ・書籍 ・彫刻 ・工芸 ・建築等の諸部門に及ぶ。特
別大型の ものか ら小型の ものまで総数およそ26万点、原板保有量はほぼ3分 の1に あた り、別にマイクロ ・フィルム
255巻がある。写真資料のほか、拓本、作家伝記資料、落款印章資料、近代 ・現代の作家 ・団体 ・作品資料、資料スク
ラ ップ等 と図書カー ド・図版 カー ド・各種索引類など多数。
(2)芸能関係資料
シネフィルム、ビデオテープ、レコー ド、写真等による芸能資料 を数多 く備えている。レコー ドには、毎年各社か
ら発売される伝統芸能関係 レコー ドのほか、1960(昭和35)年度文部省機関研究費によって購入 した安原 コレクショ
ンは、明治 ・大正 ・昭和3代 にわたって発売された各種邦楽レコー ドを網羅 した もので、近代における邦楽の実態 と
変遷を知 る上で貴重な資料である。 ビデオテープおよび写真等は、雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・寺院行事 ・民俗芸能そ





、 自 置 涛 螺''"鰺 く'二、 椰C:C:f4{軍'㈱'
獲デオデー饗
$mm 16mm 灘 繋難s欝鐵 獲撚搬 B・ 嬢 懸掻
1999年度 0本 0本 373本 46本 3本 78本




1999年度 190枚 106枚 0枚
合 計 7309枚 910枚 16枚
(3)保存科学 ・修復技術資料
考古遺物や美術工芸品など、諸部門の文化財 を撮影 したX線 フィルム多数 を所蔵する。X線 透視撮影は昭和20年代





東京国立文化財研究所は、昭和27年4月1日に発足 したが、その前身であ り母体 となったものは、昭和5年 に創設
された政府機関の帝国美術院附属美術研究所である。
この美術研究所 は、大正13年7月、帝国美術院長子爵故黒田清輝の遺言により美術奨励事業のために寄附出掲 した
資金で遺言執行人が選択決定 した事業である。すなわち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔 は、故子爵の遺志 にしたがって
この資金で行 うべき事業の選択を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美術学校長
正木直彦 とはかって諸方面の意見を徴 し、 またわが国美術研究の必要に照 らして次の事業を行 うこととした。
(1)美術に関する基礎的調査研究機関 として美術研究所を設けること。









































東京市上野公園内に鉄筋 コンクリー ト造、半地階2階 建、延面積1,192m2の建物1棟 を起工 した
(本館)。
前記の建物が竣工したので、黒田記念館 と名付け、美術研究所開設のため必要な備品 ・図書 ・
写真等の研究資料を設備 し、また館内に黒田子爵記念室を設 け、黒田清輝の作品を陳列 した。





美術研究所の研究成果発表機関誌 として、定期刊行物 「美術研究」を創刊 した。
株式会社朝日新聞社 より明治大正美術史編纂費 として本年から向 う5か 年間毎年5千円、合計















































美術研究所の図轡 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁目本間家倉庫3棟 に疎開 した。
酒田市本間家倉庫に疎開 した図書資料 を爆撃の危険 を避 けるため、さらに酒田市外牧曽根村松
沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。
酒田市疎開中の図轡 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。










美術研究所組織規程が定め られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。
文化財保護法の一部が改正、東京文化財研究所組織規程が定められ、美術部 ・芸能部 ・保存科
学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ、美術研究所組織規程が廃止 された。
また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止された。






従来の2階建書庫の上にさらに1階 を増築3階 建 とし、増築分延面積71m2が竣工 した。
東京国立文化財研究所研究受託規程が定められ、この年度から受託研究が開始 された。
東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され、従来の庶務室は庶務課 となった。













































保存科学部庁舎の1階 の模様替工事 に着手 し、同年10月15日工事が完了 した。
所長及び庶務課 は、本館から保存科学部庁舎の1階 に移転した(本 館は、美術部庁舎 となる)。
これにより研究所の所在地表示は 「12番53号」が 「13番27号」に変更された。
保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658mzを東京国立博物館から所管換 された。





本館構内の写場等(木造、平屋建 、延面積144m2)を取 りこわ し、情報資料部研究棟 として、鉄















新営庁舎 として、鉄筋 コンクリー ト造、地 上4階 地下1階 、延面積10,557.99m2(建築面積
2,258.48m2)が竣 ―二した。
新営庁舎の竣1二にともない、別館(庶 務課 ・}t・1.能部 ・保存科学部 ・修復技術部 ・国際文化財保
存修復協力センター)部 分の移転が開始された。





3.歴 代所長(昭 和5年 ～平成11年)'
役 職 氏 名 期 間
主事 正 木 直 彦 昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24
主事 矢 代 幸 雄 昭 和6.11.25～昭 和10.5.31
所長事務取扱 和 田 英 作 昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21
所長 矢 代 幸 雄 昭 和11.6.22～昭 和17.6.28
所長事務取扱 田 中 豊 蔵 昭 和17.6.29～昭 和22.8.15
所長 田 中 豊 蔵 昭 和22.8.16～昭 和23.5.10
所長代理 福 山 敏 男 昭 和23.5.11～昭 和24.8.30
所長 松 本 栄 一 昭 和24.8.31～昭 和27.3.31
所長事務代理 矢 代 幸 雄 昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31
所長 田 中 一 松 昭 和28.11.1～昭 和40.3.31
所長 関 野 克 昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1
所長 伊 藤 延 男 昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31
所長 濱 田 隆 昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31
所長 西 川 杏太郎 平 成3.4.1～ 平 成8.3.31
所長 渡 邊 明 義 平成8.4.1～ 現在
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4.名 誉研 究員
叢 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間 名誉研究員発令年月日
白 畑 よ し 昭 和5.6.30～ 昭 和27.8.1 昭 和53.10.18
高 田 修 美術部長 昭 和27.12.1～ 昭 和44.3.31 昭 和53.10.18
登 石 健 三 保存科学部長 昭 和27.10.1～ 昭 和50.4.1 昭 和53.10.18
岡 畏 三 郎 美術部長 昭 和20.5.15～昭 和51.4.1 昭 和53.10.18
関 野 克 所長 昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1 昭 和53.10.18
秋 山 光 和 美術部第一研究室長 昭 和16.10.1～昭 和42.2.1 昭 和54.10.18
久 野 健 情報資料部長 昭 和20.5.31～昭 和57.4.1 昭 和57.10.18
川 上 浬 美術部長 昭 和21.2.28～昭 和57.4.1 昭 和57.10.18
関 千 代 美術部第二研究室長 昭 和18.12.15～昭 和58.4.1 昭 和58.10.18
横 道 萬里雄 芸能部長 昭 和28.3.16～昭 和51.4.1 昭 和59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭 和17.11.3～昭 和59.41 昭 和59.10.18
江 上 緩 情報資料部主任研究官 昭 和38.5.18～昭 和59.3.31 昭 和59.10.18
田 村 悦 子 美術部主任研究官 昭 和22.6.16～昭 和60.3.31 昭 和60.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭 和22.6.27～昭 和60.3.31 昭 和60.10.18
伊 藤 延 男 所長 昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31 昭 和62.10.18
柳 澤 孝 美術部長 昭 和21.9.30～昭 和62.3.31 昭 和62.10.18
三 隅 治 雄 芸能部長 昭 和27.10.1～昭 和63.3.31 昭 和63.10.18
樋 口 清 治 修復技術部長 昭 和37.11.1～昭 和63.3.31 昭 和63.10.18
田 實 栄 子 美術部主任研究官 昭 和23.3.31～平 成 元.3.31 平成元.10.18
見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭 和34.4.1～ 平 成 元.3.31 平 成元.10.18
濱 田 隆 所長 昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31 平 成3.10.18
関 口 正 之 美術部長 昭 和42.2.1～ 平 成3.3.31 平 成3.10.18
佐 藤 道 子 芸能部長 昭 和34.4.1～ 平 成4.3.31 平 成4.10.18
馬 淵 久 夫 保存科学部長 昭 和50.10.1～ 平 成4.3.31 平 成4.10.18
新 井 英 夫 保存科学部長 昭 和45.9.1～ 平 成5.3.31 平成5.4.1
西 川 杏太郎 所長 平 成3.4.1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1
門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭 和32.4.1～ 平 成8.3.31 平成8.4.1
三 輪 英 夫 美術部第二研究室長 昭 和53.8.1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1
蒲 生 郷 昭 芸能部長 昭 和56.4.1～ 平 成10.3.31 平 成10.4.1
中 里 壽 克 修復技術部第一修復技術研究室長 昭 和39.4.1～ 平 成10.3.31 平 成10.4.1
宮 本 長二郎 国際文化財保存修復協力センター長 平 成6.4.1～ 平 成11.3.31 平 成11.4.1
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5.1999(平 成11)年 度 予 算 等
(1》予 算
(単位:千 円)





























蕪 鑛 種 圏 研 究 課 題 研究代衷者 交 付 額
基 盤 研 究 ㈹ 日本における美術史学の成立 と展開 米倉 迫夫 2,900
II 中国陳西省唐代石窟造像の調査研究一慈善寺石窟と麟渓橋摩崖仏を中心として一 岡田 健 7,700
II 世界の文化財の保存一わが国による国際協力体制構築のための調査 ・研究一 西浦 忠輝 5,200
II 彩色文化財の材料と技法に関する科学的研究 渡邊 明義 7,000
〃 早期中国青銅器の原料産地に関する研究 平尾 良光 4,600
17 文化財の新たな総合的虫菌害防除対策(IPM)のシステム構築に関する研究 三浦 定俊 7,000
基 盤 研 究(B) タイ国 ・アユタヤ遺跡の保存修復に関する研究 西浦 忠輝 2,100
ii 古代日本の動物遺体のDNA解析および免疫学的分析 木川 りか 3,600
II 石造文化財の劣化機構と保存対策手法の研究 石崎 武志 2,400
II 下張り文書剥離のための澱粉糊の老化技術 増田 勝彦 900
II 屋外環境下での遺跡、石造文化財の保存対策手法の開発 石崎 武志 5,900
基 盤 研 究(C)
極楽浄土を表象するモチーフとしての迦陵頻伽の諸相 とその文化
的特質一鳥 と人からなる動物 を通 してみた東西文化の交流とその
中国的受容一
勝木言一郎 1,300
11 地方に残る雅楽 ・能楽の古楽器研究関する研究 高桑いつみ 800
〃 新史料翻刻による花祭 りの芸能史的位置づけ一大神楽か ら花祭 りへ一 中村 茂子 500
II 石造、レンガ建造物の劣化にかかる材料物性の研究 石崎 武志 2,000
11 地方に残る雅楽 ・能楽の古楽器研究関する研究 高桑いつみ 3,100






























第144条国立文化財研究所 は、文化財に関する調査研究、資料の作成及びその公表を行 う機関 とす る。
2国 立文化財研究所 には、支所を置 くことができる。
3国 立文化財研究所及びその支所の名称、位置及び内部組織は、文部省令で定める。
(研究施設の指定)







第116条の9国 立文化財研究所 の名称及び位置は、次の表に掲 げるとおりとする。
























七 前各号に掲 げるもののほか、他の所掌に属 さない事務 を処理すること。
(美術部の二室及び事務)
第120条美術部に、第一研究室及び第二研究室 をIIYIく。






2演 劇研究室においては、演劇及びその保存に関する調査研究を行い、並びにその結果の公表 を行 う。
3音 楽舞踊研究室においては、音楽及び舞踊 並びにこれらの保存に関する調査研究を行 い、並びにその結果の公表
を行 う。
















第122条の3情 報資料部に、文献資料研究室及び写真資料研究室 を観 く。
2文 献資料研究室においては、第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌に係 る文献資料その他の資料(写
真資料 を除 く)の作成、収集、整理、保管、公衷、閲覧及び調査研究を行う。
3写 真資料室においては、第118条第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所掌に係る写真資料その他の資料の作成、
収集、整理、保管、公表、閲覧及び調査研究 を行 う。
(国際文化財保存修復協力センター)
第122条の4国 際文化財保存修復 協力センターにおいては、文化財の分野 における国際的な賞献に資するため、世界




第122条の5国 際文化財保存修復協力セ ンターに長 を置 く。
2前 項の長は、国際文化財保存修復協力センターの事務 を掌理する。
(国際文化財保存修復 協力センターの三室及び事務)
第122条の6国 際文化財保存修復協力センターに、企画室、環境解析研究指導室及び保存計画研究指導室 を置 く。




4保 存計画研究指導室 においては、世界の文化財の保存計画に関する資料収集、調査研究及びその結果の公表並 び
に専門的及び技術的な研修を行 う。
(客員研究員)
第122条の7東 京国立文化財研究所 に客員研究員を置 くことができる。
2客 員研究員は、所長の命を受け、東京国立文化財研究所において行 う調査研究に参画す る。
3客 員研究員は、非常勤 とする。
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7.施 設(新 館)の 概 要
(1)土 地
位 置 東京都台東区上野公園13-43
当館 は台東区上野公園北西部の一隅に位置 している。南側は東京国立博物館の平成館に接 し、東側は東京国
立博物館本館裏手の日本庭園よりつづ く樹高20mに及ぶ緑 により覆われている。北側隣地 は一方通行の道路 を
はさんで寛永寺霊園、西側は台東区立上野中学校に面 している。





























1{室 内 内 訳































商用電力の停電時において、防災用(排 煙 ファン ・屋内消火栓ポンプ ・非常用照明)及



















冷凍機 空冷 ヒー トポンプチラー 冷凍能力137,600kcal/h2台
(チラー)加 熱能力129,860kcal/h
〃 空冷冷専チラー 冷凍能力57,620kcal/h3台
ユニット型空気調和機で空調 している部屋や特殊空調室(1階 収蔵庫他)を 除 く部屋は各々
単独(一 部共用)で 換気設備 を有する。室内排気設備 としては主に天井換気扇、ダク トファ
ン、有圧扇により単独で排気を行っている。室内給気設備は、外調機により熱処理(冷 ・暖







1)一 般給水 都水道 より、西側道路給水管か ら75ミリの量水器を経由して、地下受水槽に貯水 し、圧力給




2)排 水設備 建物内には、雑排水 ・汚水 ・実験排水 ・雨水の4系 統の排水管があり、建物内は分流配管、





1)乗 用エ レベ ー ター 1基
2)荷 物 用 エ レベー ター1基
3)ダ ム ウエー ター 1基
4)テ ー ブル リフ ト装 躍1基
積載荷重13人 乗 り900kg定 格速度60m/min
運転操作方式 乗合全自動方式 停止階数B1階 ～4階5個 所
積載荷重1,200kg定 格速度45m/min
運転操作方式 全自動方式 停止階数B1階 ～4階5個 所
積載荷重200kg定 格速度30m/min
運転操作方式 相互階制御 停止階数2階 ～3階2個 所
積載荷重1,500kg定 格速度500mm/min
通信設備




2)火 災報知設備 消防法、建築基準法に基づ く自動火災報知設備及び防火戸 ・排煙制御設備を設置す る。
設備仕様 複合受信盤GR型1式
3)拡 声放送設備 消防法に基づき、非常用防災アンプを設置 して火災発生の告知 ・避難 ・誘導のための非常
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